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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　静かな月の夜である。

　空には星がなく、銀色に輝かがやく薄うすい三日月が東ひがし鬼おに一族の長おさ、東とう条じようが住まう城を照らしていた。

　そんな城の一角。奥おく御ご殿てんにある中庭の更さらに奥に、静せい閑かんなる「奥庭」と呼ばれる場所がある。

　奥庭の全体には薄い霞かすみが掛かかっており、白い花と緑の芝の先には透すき通とおった小さな泉。その泉の上にある中島に向かって白い石橋が架かかり、中島の中央には長い枝を左右に伸のばした薄水色の葉や蕾つぼみを付ける不思議な木が一本あった。

　サラサラと金粉を撒まいたように煌きらめく木は、初見であればその神秘的な佇たたずまいに時間を忘れて見入ってしまう美しさを持っていた。

　そんな美しい木の前に、人ひと影かげがひとつあった。

　すでに子ねの刻（深夜零れい時じ）を過ぎたので、流れてくる風は冷たい。

　だが影の主は気にする様子もなく、ただじっと薄水色の葉や蕾を見上げている。

「姫ひめ様」

　そこへ後ろから、影の主へ遠えん慮りよがちに声が掛けられた。

　影の主の正体は東条唯ゆい一いつの直系である姫だった。齢よわい十七になる姫の名は「花はな」という。

　透き通るように白い肌はだと、濡ぬれたように艶つややかで黒く長い髪かみ。長いまつげに覆おおわれた二ふた重えの大きな瞳ひとみ。筋の通った形の良い鼻と薄く色づいた頰ほおに、上品な色合いの紅が引かれている唇くちびる。東鬼一の美び姫きと称しようされる容姿に偽いつわりはない。

　花姫は木へ注いだ目をそのままに、自分を呼んだ人物に少しだけ身じろいで反応を示した。

　音もなく花姫に近寄った身のこなしと背格好から、その者が女性の忍しのび、くの一であることが分かる。

　忍にしては軽装で素す顔がおも隠かくしていないが、動作に隙すきがない。長く伸ばされた黒い髪は結ゆい紐ひもで一つに纏まとめられている。

　少し上がりがちな目が特とくち徴よう的なくの一の名は「千ち代よ」。幼少の頃ころから花姫の傍そば付つきとして仕え、時に侍じ女じよへ、時にくの一へと姿を変えてきた幼おさ馴なな染じみだった。齢も花姫と同じ十七である。

「今こ宵よいは風が冷とうございます。お風か邪ぜを召めされますのでお戻もどり下さい」

「体調を崩くずして床とこに臥ふせば、何かが変わるかしら」

「……姫様」

「冗じよう談だんよ。でも、もう少しだけ」

　咎とがめるような千代の声に、すぐさま花姫は小さく笑う。

　まるで姉妹のように育った二人だが、身分の差は明白だ。それでも二人の仲が良好なのは、千代の口調や身の振ふりが主従関係にある者に対するそれなだけで、心が離はなれたわけでないと互たがいに理解しているから。

　今の言葉も、自分に至し極ごく甘いはずの千代が本当に身を案じてくれているのだと花姫は知っている。

　そんな千代の視線を身に受けながらも、花姫の思考を占しめるのは数日後に迫せまった見合いについてだった。

『東条に迎むかえる婿むこを選ぶ』

　東鬼一族の長であり、自分の父である東条克かつ彦ひこからそれを伝えられたのは一月ほど前のこと。

　何かの因果なのか、昔から東条の血筋は子が多く生まれない。

　現在の長や先代、その前の代でも子は一人しか生まれなかった。一応分家もあるが、それは曽そう祖そ父ふより更に前の代での家系なので血が薄すぎる。

　だから、唯一の直系である己おのれが東鬼一族の長となる器うつわを備えた男おと鬼こおにを婿に迎えなくてはならないと花姫は理解していた。

　男女の恋こい物もの語がたりを描えがいた書物のようにはいかない。繰くり返し読んだ物語は、どれも結ばれる二人が相思相愛だった。それに憧あこがれたし、羨うらやましく思った。だがそれと同時に、虚むなしくなった。

　東鬼一族のために、東条の血と領地を守るために、婿となる者へ全すべてを捧ささげなくてはならない。

　そんなことは幼少の頃から覚かく悟ごしていたはずではないか。花姫はそう自分に強く言い聞かせて、燻くすぶる思いに蓋ふたをする。

　そしてようやく、木を見上げたままだった視線が千代へ向けられた。黒目は濡れたように光っている。

　隠したはずの情が一いつ瞬しゆんだけその面に浮ういたように見えたが、花姫はすぐに表情を消した。

　静せい寂じやくの中で吐と息いきが弾はずむように聞こえる。

「戻りましょう。東条のために婚こん姻いんを結ぶわたしに、ここは必要のない場所だわ」

「っ、そのようなことは……」

「いいの。どんなに焦こがれても、どうしようもないのよ」

　切なそうな花姫の諦あきらめに近い呟つぶやきに、千代は拳こぶしを強く握にぎることしかできなかった。

　闇やみ夜よに浮かぶ三日月が、僅わずかばかりの光で二人を照らし続ける。

　そんな二人を見下ろしていた薄水色の葉や蕾をつけた木──「思し慕ぼの木」は、一ひと滴しずくの涙なみだを零こぼすかのように、はらりとその葉を一枚散らした。
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　同刻、東鬼一族の名家「藤ふじ見み家」の小城にて……。

　薄い三日月だけが寂さみしげに浮かぶ空を見上げ、俺──藤見恭きようは縁えん先さきで手にしていた茶ちや碗わん酒ざけの残りをグイッと飲み干した。

　夜が更ふけてもなかなか寝ね付つけなかったので月見酒と洒落しやれ込んでみた。しかし気持ちが落ち着くどころか、思い返すのは自分が体験した夢物語のような出来事ばかりだった。

　そう、今の俺は異世界トリップとやらの真っ最中なのだ。

　この世界……人間の代わりに「鬼」と呼ばれる種族が生活する場所に召しよう喚かんされてから、既すでに数日が経過した。

　自じ動どう販はん売ばい機きのボタンを押した直後に森の中。そこで迷子になれば忍にん者じやと命いの懸ちがけの鬼ごっこ。

　そんな不親切極きわまりないスタートを提供……もとい俺を召喚した人物は、俺と全く同じ容姿をした東鬼一族の名家「藤見家」の四男だった。

　俺と同どう姓せい同名の彼──キョウ様と呼んでいる──の話によると、鬼が使う魔ま法ほうのような術、鬼道術の失敗により死にかけたキョウ様が苦肉の策として俺の魂たましいだけを自分の肉体に呼び込み、一命を取りとめたのだとか何とか。

　結果、肝かん心じんのキョウ様は藤見の地にある「鏡かがみ社やしろ」という神社の大鏡の中に封ふう印いんされてしまっているのだが、俺が元の世界に帰るには鏡社に封印されている状じよう況きようを何とかしなくてはならないらしい。

　その方法を探さぐるべく、俺は封印関係の術に詳くわしい「封ふう移い師し」と呼ばれる人物に会うため、東鬼一族の長おさである「東条」が住む地へ向かわなくてはならなくなった。

　鏡社でキョウ様と直接会話をするまで、東鬼と敵対関係にある西鬼の忍者に追いかけ回されたり、キョウ様の親兄弟に難題を吹ふっ掛けられて土地神様が住む森まで強制的にお使いに行かされたりと色々あったので、今更面めん倒どう事が一つ増えても大差ない。

　ちょうど藤見へ「東条の姫様との見合い」の招集がかかっているので、便乗して封移師を捜そう索さくすることに決めた。

　まぁ、見合いと言っても東条に絶対の忠誠を誓ちかう藤見が選ばれる可能性はゼロ。

　大昔の東西南北の鬼一族が起こした戦いくさで英えい雄ゆうとなった藤見が、長である東条より優位に立ってはいけないのだとか。

　その辺は興味がないので、角が立たないよう東条の前では大人しくしていようと思う。

　見合いの件も選ばれるはずがないので、東鬼の未来の長を見み極きわめる裏の審しん査さ員のつもりでいれば良いとキョウ様の親兄弟からは説明された。

　最初は、容姿が同じでも現代っ子の俺に代わりが務まるはずないと心配していたのだが、キョウ様が五年ほど旅に出ていたということもあり、未いまだ俺がキョウ様と別人だと勘かん付づかれていなかった。

　むしろ彼らとは今のところ何とか仲良くやっていけている。

　けれど、文明の利器に頼たより切りだった俺には戦国時代に似たこの世界は少し生き辛づらく、帰りたいと思うことも少なくなかった。

　電気がないので夜は暗くて怖こわいし、手を洗うだけでも井い戸どで水を汲くまなければならない。

　食事も一日二食と少なく、城下町は時代劇のセットのようで違い和わ感かんがある。キョウ様として偽りの家族を演じるのも後ろめたかった。

　そして何より、現代……自分の家族や友人達が恋しいのだ。

「（この歳でホームシックとはなぁ）」

　誰だれにも聞かれないよう小さくため息を吐つき、首を横に振った。このままでは落ち込む一方だ。

　もう一度酒を飲もうとして茶ちや碗わんが空だったことを思い出し、徳利から茶碗いっぱいになるまで酒を注いだ。

　気持ちを切きり替かえて藤見家での生活を思い返すことにする。

　現代と比ひ較かくして嫌いやだ嫌だと不満を言った部分に美点を見つけることができれば、物悲しい気持ちが少し治まるかもしれないと思ったからだ。

　この世界は大気が汚お染せんされていないせいか、とても空気が澄すんでいる。特に藤見家が治める地は比較的南にあるため気候に恵めぐまれ、自然も豊かで暮らしている人々も幸せそうだ。

　夜は月や星の光がよく届き、全くの暗くら闇やみという日は少なかった。井戸を使おうとすれば藤見の城で働いている親切な人が代わりに汲んでくれる。

　食事は一日二食の他ほかにおやつ的なものを食べる時間があるので、そこまで空腹で苦しむこともない。

　城下町はそういった観光名所に来たと思って出歩けば憂ゆう鬱うつな気持ちも紛まぎれたし、おやつの時間を甘味屋めぐりで潰つぶすのも有意義だった。

　キョウ様の家族にも、最初こそ戸と惑まどったが徐じよ々じよに慣れるよう努力した。

　父の義よし正まさ様は威い圧あつ的だけど色々と気にかけてくれ、三人いる兄達も世話を焼いてくれる。長男の正まさ人ひとさんは優やさしいし、双ふた子ごである次男の隆たか哉やさんと三男の直なお哉やさんは暇ひまさえあれば俺に構ってくる。それに、城で働いている人達も俺に対して非常に好意的だ。

「（って、あれ？　意外に快適じゃね？　俺別に困ってなくない？）」

　名家の子息なだけあって、衣食住の心配は皆かい無む。現代との違ちがいに戸惑うことがあっても、心底困った記き憶おくはあまりない。

　その理由は恐おそらく……。

「恭様、そろそろお休みになりませんと明日が辛くなりますよ？」

　こんな風に常に俺を気に掛かける存在が身近にいるからだと思う。

　縁先にある柱の一本に背を預けてダラダラとしている俺に声を掛けてきたのは、キョウ様の従者を務める「篠しの崎ざき陽よう太た」という赤毛の少年だ。

　昔から藤見家には篠崎家が従者として仕えているそうで、キョウ様の家族にも篠崎家の人達が付いている。

　名家に仕えるだけあって、藤見に負まけず劣おとらず篠崎もかなり能力や特技を身につけていた。

　陽太は俺より二つほど年下なのだが、弓の腕うで前まえでは藤見の地で敵かなう者がいないほどだ。剣けん術じゆつや体術も得意で、身軽さを活いかした素す早ばやい攻こう撃げきが彼の持ち味だった。

　探求心もあり鬼道術には日ひ頃ごろから改良を加え、独自で見た目はファンシーだが効力はエグイ術を作り出している。

　父親が病弱ということもあってか、薬の知識も豊富で毒の耐たい性せいもあるというハイスペックぶりだ。味方なら非常に心強いが、絶対に敵には回したくない。

「もう三本も空けてしまったのですか？　お身体からだに悪いので、これ以上は用意しませんからね」

　どこか呆あきれたような口調で苦く笑しようを漏もらす陽太が、俺の周りに転がった空の徳利を片付けるために手を伸のばす。

　月見酒がしたいと告げた俺に陽太が用意してくれた酒はさらりとしていて飲みやすく、日本酒や焼しよう酎ちゆうがあまり得意でない俺でも楽しめる。

　だから調子に乗って徳利を三本も空にしてしまったのだ。ちなみに、今俺がキープしている四本目の徳利も中身が殆ほとんど残っていない。

　取り上げられるのを警けい戒かいした俺は、陽太の気を逸そらそうと別の話題を振ふることにした。もちろん、その隙すきに茶碗に酒を足し注ぐのも忘れない。

「そろそろ休もうと思っていたところだ。陽太こそ旅たび支じ度たくは終わったのか？」

「はい。要かなめ兄上とも調査の確かく認にんが終わりましたので、問題ないと思います」

「調査の確認？」

　首を傾かしげた俺に、陽太は懐ふところから一つの巻物を取り出して俺に差し出した。

　要さんとは藤見家次男である隆哉さんの従者を務める陽太の兄の名前である。赤茶色の髪かみに、陽太を数年分大きくした容姿を持つ優しげなお兄さんだ。

　頭の上に疑ぎ問もん符ふを浮うかべたまま巻物を受け取り、しげしげと見つめる。そこで思い出したのは、藤見家の頭領の義正様から東条へ宛あてた書状だ。

　その内容を要さんと確認しているのかと思ったが、二人が無断で書状を開くはずがないし、預かった書状とは大きさが違うため思い直す。

「この巻物には何が書かれているんだ？」

「買い付けや調査を頼たのまれたものです。ご確認なさいますか？」

　疑うつもりはなかったが、断る理由もないので陽太に促うながされるまま内容を確認してみる。

　陽太の言葉から、「買い付け」はお使いのことだと分かるが「調査」がどんな意味を示すのか気になったからだ。

　巻物を広げ、端はしから順に書かれている内容を読み上げてみる。

「えー、東条の特産品、反物、小物、地酒、商家の質と数、民家の数、治安、新設された甘味屋の場所、美女の数、美女が多い時間帯、美女の間で人気の品、美女の……」

　って何じゃこりゃー！　最初の方は真ま面じ目めなのに、巻物を読み進めるにつれて私情入りまくってる要望になってるじゃねーかっ!!

　他にも東条の美女に好かれる方法だとか、東条の美女を口説く方法だとか不真面目にもほどがある内容が記されていた。

　先さき程ほど陽太は内容を要さんと確認していたと言っていたが、まさか私情ダダ漏もれの項こう目もくは要さんの指示なのかと疑ってしまう。

　まさかな、と口元を僅わずかに引き攣つらせながら俺は陽太に尋たずねた。

「これを全部調べるつもりだったのか？」

「あはは、ご冗じよう談だんを。この巻物は要兄上がくださった物です。字が違うので不要なものは一いち目もく瞭りよう然ぜんでございます」

　明るい口調の陽太は、可お笑かしそうに答えた。

　巻物にもう一度目を向ければ、確かに途と中ちゆうから筆跡が変わっている。書道のお手本のような美しい字に続いているのは、若じやつ干かん右上がりな癖くせのある字だ。

「オレが兄上から預かった巻物を確認した後、笑え顔がおで席を外されたので隆哉様にお灸きゆうを据すえに行かれたと思います」

　ああ、やっぱり字の主は隆哉さんだったのか。やたらと美女の部分に気合いが入っているのが、隆哉さんらしいというか何というか……。

　藤見の城下町で若い女の子達に大人気だったくせに、今以上にモテようとするとは。爆ばく発はつしてしまえばいいと思う。わりと本気で。

　要さんが注意するらしいけど、今いま頃ごろ爆ばく睡すいしているであろう隆哉さんを叩たたき起こして正座でお説教しちゃってください！

「兄上には十分反省してもらわないとな」

「それはご期待に添そえないかもしれません。朝に庭先の木に簀す巻まきで逆さ吊づり程度の軽い物でしょうから」

　すみません、やっぱりもう少し手加減してあげて下さい。

　朝起きたら簀巻きで逆さ吊りとか何それ超ちよう怖こわい。そのレベルで「軽い物」とか篠崎超怖い。笑顔で言い放つ陽太も超怖い。

　前々からドＳが垣かい間ま見みえる人達だと思っていたけど、逆らったら主人が相手でも容よう赦しやないようだ。

　陽太が俺にお説教やお仕置きをすることなんて一度もなかったが、逆らえば隆哉さんの二にの舞まいになるかもしれない。

「まだお酒を飲まれますか？」

　ニコリとした笑顔での問い掛けに、俺が首を高速で横に振ってキープ済みだった徳利を素す直なおに差し出したのは当然の行動だと思う。

　それが俺と陽太が東条の地へ旅立つ、前日の夜の出来事であった。
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　月見酒から数日後。

　そよ風が汀みぎわに小さざ波なみを寄せる川を、一艘そうの猪ちよ牙き舟ぶねがすべるように下っていた。

　舟ふねの上には男が三人。一人は藤見家の家か紋もんが施ほどこされた羽織を着た男……ただいま船ふな酔よい真っ最中の俺だ。

「（うぅ……）」

「恭様、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　そんな俺の隣となりで背中をさすってくれているのは、東条へ同行してくれている従者の陽太。

　水の入った竹たけ筒づつを差し出したり、酔い止め効果があるという匂においのキツイ丸薬を勧すすめたりと甲か斐い甲が斐いしく世話を焼いてくれる。

　残りの一人は艫ともに立って竿さおを握にぎっている、この舟を調達した時に雇やとった船頭。服装は濃のう紺こんの半はん纏てんに股もも引ひき。手ぬぐいで頰ほおかぶりをした彼は、いかにもという雰ふん囲い気きだ。

　艪ろ音おんと舳へ先さきが水を切る音が聞こえる。

　こうして俺達が舟に乗っているのには理由がある。藤見の地から東条までは陸路もあるが、招集の日が近いため最短ルートで東条の地へ向かうこととなったのだ。

　今朝方、川を下れば一気に距きよ離りが短縮できるという陽太に、寝ねぼけて働いていない頭で適当に返事をしたのが運うんの尽つきだった。

　そう、ここでまさかの船酔いという落とし穴があったのだ。

「少し後味が残りますので水で一気に流し込んで下さい」

　薬の調合が得意な陽太特製のめちゃくちゃ苦い酔い止め薬を水で流し込みながら、ムカムカとする胸を押さえる。

　この船酔いは身体の持ち主であるキョウ様でなく、俺が原因なのではないかと考えている。

　車や電車にバスや飛行機。俺が移動手段として利用される乗り物に酔うことは滅めつ多たにないのだが、実は船だけは必ずと言っていいほど酔うのだ。

　陽太も俺が船酔いになるとは思っていなかったのか、体調不良を訴うつたえてから暫しばらくはオロオロと困こん惑わくしていた。

　原因が船酔いだと分かってからは落ち着いて世話をしてくれているが、俺としては情けないことこの上ない。

「恭様にも苦手なものがあったのですね」

　と言いながらも、どこか嬉うれしそうな表情をされているのも原因の一つだ。

　完かん璧ぺき超ちよう人じんだと思っていた俺（キョウ様）に船酔いという弱点があったことが珍めずらしいようだ。

　だが言わせてもらおう。誰だれも知らなかった秘密を自分だけが……なんて展開は、相手が女の子の時に限る。相手が男ヤローの場合は却きやつ下かだ却下！

「いいか陽太、これは他言無用だからな……」

　口元を押さえ、睨にらみ付けるように凄すごみを利きかせる。

　男の弱いところを女の子に見せて、胸キュンさせて好感度アップ。そんな展開へ運ぶために俺の弱点は誰にも明かされていないことにする必要がある。

　一いつ生しよう懸けん命めい介かい抱ほうしてくれる女の子に甘える俺。やべぇ、想像しただけで胸が高鳴るわ。幸せな想像のおかげで船酔いも治まってきたし。

「承知致いたしました。舟を利用する時はオレが恭様を全力でお世話しますね！」

　って、駄だ目めだこいつ全然分かってないじゃん！

　この様子だと間ま違ちがいなく空気を読まずに、女の子を差し置いてドヤ顔で酔い止めを差し出してくるに違ちがいない。

　いや、女の子に弱点バレする予定は今のところ全くないけど。全部俺の想像の話だけどさ。

　ちくしょう陽太め。余計なツッコミを入れたせいで船酔いが悪化したじゃないか。

　俺が元気になったらデコピン十連発の刑けいだからな。腕わん力りよくや体力には自信がないけど、デコピンは胸を張って得意だと言えるんだぞ。

「旦だん那な達、もうすぐ着きやすぜ」

　そんな俺達を静かに見守っていた船頭が、目的地に到とう着ちやくすることを知らせてくれた。

　巧たくみな竿さばきで川の流れを読みながら舳先を川岸にある渡わたし場ばへ寄せていく。

　渡し場には俺達が乗っている舟の他ほかにも何艘か着けられているので、舫もやっている舟の間に水み押おしを突つっ込むように停とめた。

「ありがとう、世話になったな」

「へぇ、まいど」

　船頭にお礼を言って、揺ゆれてバランスの取りにくい舟をいくつか越こえて渡し場へ上がる。

　陽太は船頭に賃金を渡しているところだった。支し払はらいは雇い入れた時に半分、無事に目的地へ到着した時に残りの半分、となっている。

　渡し場から石いし垣がきの積んである土手へ上がれば、程なくして支払いの終わった陽太も追いかけてきた。

　船頭は「またご贔ひい屓きに」やら「お気を付けて」と声を張り上げ、笑顔で手を振ふっている。

　短い船旅だったので交かわした言葉は数えるほどだ。それが何な故ぜこんなにも親しげなのか首を捻ひねってしまう。

「随ずい分ぶんと愛あい想そよく送り出してくれるな。仲良くなったのか？」

「腕うでの良い者だったので追加で幾いくらか渡しておきました。上客だと思われたのでしょうね」

　なるほど。仕事ぶりによって報ほう酬しゆうが増えるのか。

　俺は船酔いになってしまったので観察する余よ裕ゆうなんてなかったが、今回雇った船頭はとても腕の良い人だったらしい。

　片手を軽く上げて男に別れを告げ、陽太と並んで町中へ足を向けた。

　陸へ上がる頃には、船酔いもすっかり良くなっている。

　川魚を売る店の主人や料理屋の呼び込みに声を掛かけられるが、全すべて断って町の出口へ進んでいく。

　目的地は東条の長が住む城なので、あまり寄り道をしている暇ひまはなかった。

「この町から一刻ほど街かい道どうを進めば、東条の城下町へ着くはずです。招集の刻限より少し早く到着できそうですね」

　町の出口から延びている街道を指差して、陽太が上じよう機き嫌げんに言った。

　街道は途と中ちゆうで何本か道が分かれるが、東条へは基本的に真まっ直すぐ進めばたどり着けるそうだ。

「時間があるなら、城下町を見て回れるか？」

「軽く食事する程度なら問題ないと思います。何か御ご用ようでもあるのでしょうか？」

「ああ、東条の城下町に住んでいる封ふう移い師しに会いたいと思っているんだ」

　俺の答えに、何故か陽太はぱちぱちと瞬まばたきをして首を傾かしげた。その反応の意味が分からず、俺も釣つられて同じ方向へ首を傾かたむける。

「随分と不思議そうな顔をしているな」

「いえ、結界術の得意な藤見には縁えんのない者なので驚おどろいてしまって」

「結界？　封ふう印いんの術や知識が豊富な人物ではないのか？」

「封移師を名乗れる者は少ないので詳くわしくは分かりませんが、東条の封移師は主に結界術で活かつ躍やくしたと耳にしております」

　なん、だと……。

　おいおいキョウ様、話が違うじゃないか。封移師に会えば「鏡社から出る方法が分かる」みたいなことを言っていたよね。もしかして誰か別の人と勘かん違ちがいしたのかな？

「ちなみに他の封移師は」

「東ひがし鬼おにには東条の封移師が一人だけですね。他は、西鬼に一人と北鬼に一人だったと思います。南鬼は鬼道術が得意ではありませんので、封移師はいません」

　東鬼に一人だけなら、陽太が認にん識しきしている人物で間違いないと思う。

　西鬼とは不仲なので交流を持てるはずがないし、北鬼は長く鎖さ国こく状態のようだから接せつ触しよくできないはずだ。

　陽太が俺に噓うそをつくことなどないし、封移師のことを隠かくすメリットもない。

　なら、キョウ様が教えてくれた話は一いつ般ぱん的には知られていない情報の可能性があると思った。

　とにかく、訪ねてみる価値は十分にあるだろう。

　早く封移師を見つけることができれば、俺が現代へ帰る日も早まると思い、東条での自由時間を確保するために街道を進む足の速度を上げたのだった。







　突とつ然ぜんだが、一刻とは二時間のことだ。

　先の会話で「東条まで一刻」と陽太が教えてくれたが、それは毎日忙いそがしく動き回っている陽太の足での換かん算さんだった。

　東条の城下町で封移師を探す時間が欲しい俺はなるべく早足で街道を進んだのだが、その気力も長くは続かなかった。

　時間にして、今は舟ふねで到着した町を出発してから一時間半ほど経過したくらいだ。

　キョウ様の体力もあって頑がん張ばって歩き続けることができる。だがそろそろ良いだろうか。ぶっちゃけ疲つかれたので休きゆう憩けいしたいです、と口にしても。

　一歩分ほど後ろを歩く陽太は息切れどころか汗あせひとつ搔かいていないので、言い出しにくいのだが少し足を休めたくなってきたのだ。

　だからと言って急に立ち止まったり道みち端ばたに座り込んだりするのも行ぎよう儀ぎが悪いし、通行人の邪じや魔まになる。

　一番効果的なのは、休憩できるスペースを見つけて、そこへ陽太を誘ゆう導どうする方法なのだが。

　そこまで考えて俯うつむきがちだった顔を上げると、前方に大きな松の木が街道沿いに一本立っているのが見えた。

「（やった、休憩場所発見！）」

　木の幹に背を預けて座るも良し、立ち止まって身体からだを休めるだけでも良し。

　これでやっと休憩できると安あん堵どした俺は、逸はやる気持ちを抑おさえられず駆かけるように足を速めた。

「恭様、如何いかがなさいましたか？」

「あの松の木まで急ぐ。そこで休憩をしよう」

　陽太の問いに振り返って答えたが、足は止めなかった。

　街道沿いにある一本松の下には、腰こし掛かけるのに適した大石がひとつあった。ただ誤算だったのは、その場所には既すでに先客がいたことだ。

　先客は二人。遠くから確認できた背格好は、男と女だった。

　どうやら大石に腰掛けた女性に大おお柄がらな男が話し掛けているようだ。距きよ離りが近づくにつれて男が女性に絡からんでいるのが分かった。俗ぞくにいう、ナンパだ。

　女性は菅すげ笠がさをかぶり、着物の裾すそを前帯に挟はさんで白の脚きや絆はんに草鞋わらじ履ばきという旅装束。菅笠を深くかぶっているので顔を窺うかがうことはできないが、雰ふん囲い気きや居住まいが綺き麗れいな娘むすめさんだなと思った。良家のお嬢じよ様うさまなのかもしれない。

　変わって男の方は、ならず者と言えばいいのか。くたびれた黒小こ袖そでに薄うす汚よごれたたっつけ袴ばかま姿すがたで、顔には無ぶし精ようひげを生やしていた。その口から発せられるのは陳ちん腐ぷな誘さそい文句ばかり。

「一人で退たい屈くつしているなら、俺と茶屋で休憩しようじゃねぇか」

「結構です。もうすぐ連れが参りますので」

「へへっ、そう言ってるが随分と待ちぼうけしてるようじゃねーか。連れなんて本当は来ないくせに口上だけは一丁前だな」

「口上……？　仰おつしやっている意味が分かりませんが、連れの件は本当です」

「ったく、お高くとまりやがって。安い女じゃねぇってことか？　分かった分かった、簪かんざしの一つでも買ってやるから」

「は？　物もの乞ごいなどしておりません」

「そう言って男からがっぽり搾しぼり取る策だろ。茶屋で休憩するなら何でも買ってやるぜ？」

　無ぶ遠えん慮りよに娘さんの隣となりに腰掛け、その細い肩かたを抱だこうと手が伸のばされた。

　ビクッと大きく肩を揺ゆらした娘さんは、その手を避よけて大石から立ち上がる。警けい戒かいや恐きよう怖ふからか、小こ柄がらな身体が更さらに小さくなって震ふるえているように見えた。

　それでも男はニヤニヤと笑いながら娘さんに再度手を伸ばそうとした。

「ひっ……ゃ！」

　気が付けば、引き攣つるような悲鳴を漏もらした娘さんと男の間に割り込んで、手を遮さえぎっていた。

　浅黒く日焼けした太い腕が俺に触ふれ、男が心底嫌いやそうな顔をした。もちろん俺も、男に触さわられても全然嬉うれしくない。

「ンだぁ、てめぇは」

　地を這はうような声は男の不ふ機き嫌げんを伝えている。

　くたびれた着物が目立つので見み逃のがしていたが、大柄な身体が程ほどよく鍛きたえられていることに気付いた。武術を嗜たしなむ者なのか、職人なのか、もともとそういった体格なのか。素しろ人うとの俺の目では判断できなかったけれど、今はどれでも良かった。

　何な故ぜならこの男は、若い娘さんを狙ねらう悪党だからだ。

　気分はヒロインの危機を救うために参上した正義のヒーローだ。超ちようカッコイイ！　あ、でも暴ぼう力りよく沙ざ汰たになったら陽太に丸投げします。俺は痛みに弱いヒーローなんで。

「随ずい分ぶんと強ごう引いんな誘い方なので、つい身体が動いてしまいました」

「はっ、横取りしようって魂こん胆たんか？　生あい憎にくだがその女は俺が先に目を付けたんだ。色茶屋に連れて行くんで、他ほかを当たるんだな」

　色茶屋ってたぶん、個室でいかがわしいことができちゃうお店だよね？

　昼間から節操なしだな、と呆あきれた目を男に向けてやった。それが気に食わなかったらしく、男は更さらに俺への文句を口にする。

　その隙すきに乗じて、俺の意を汲くんだ陽太が娘さんを少し離はなれた場所へ連れて移動していた。よしよし、良い働きをするじゃないか。

　男と娘さんの間には邪じや魔ま者ものとして俺と陽太がいる。これだけ離れていれば男も簡単に娘さんへ手が出せないはずだ。

　さーて、さっさと追い払はらって娘さんを安心させてあげなきゃね。あと、大石で一いつ緒しよに休憩させてもらえると嬉しいです。

　コホンとわざとらしい咳せきを一つして、未いまだ捲まくし立ててくる男に正論をぶつけてみる。

「嫌がっている方を無理やり連れて行こうとしてましたよね」

「はぁ？　嫌がってるなら態度に出るだろ」

　えええー、明らかに態度に出てたと思うんですけど。何この人、プラス思考にも程がある。

「私にはあのお嬢じようさんが怖こわがっていたように見えました。同意でないなら身を引かれてはどうですか？」

「あれは誘い方の一つなんだよ。強引なくれぇがあの女の好みってことだ」

　いやいや、あんな分かり難にくい誘い方とか無いでしょ。もうやだー、勘かん違ちがいが激しすぎて訂てい正せいしてあげるのも面めん倒どう臭くさいわ。

　でもこんなに自信満々だと、本当にそういうプレイなのかと思えてくるのが不思議だ。

　まぁ、最初から男が悪党と決めつけるのもどうかと思うので、一応男の言い分が正しいか娘さんに確かく認にんしようか。

「彼はこう言っていますが、同意しようとお思いでしたか？」

「ち、違ちがいます！　わたしは本当にお断りして……」

　娘さんは言葉を詰つまらせながらも首を横に振ふり、男の言葉を否定している。

　予想通りの答えなので、一安心して俺は再び男に視線を戻もどした。しっかり否定してもらうことで、男にも娘さんがその気じゃないと伝わったはずだ。

「そういうことですので、お引き取り下さい」

「何だと、後からやって来てふざけたこと言いやがって！」

　ハイ、全然伝わってなかったっていうね。

　どうも男の目には俺が娘さんを横取りしようとしているように映っているらしい。

　しかも、指の関節をポキポキと鳴らしながら臨戦態勢を整える男は「女を取り合う場合は拳こぶしで勝負をつける」という結論に至ったようだ。そんな、動物じゃないんだから……。

「もう少し話を聞いて……」

「うるせーんだよ！　これでもくらいやがれ!!」

　げんなりとしていた俺の視界に、怒いかりで顔を赤くした男の表情と迫せまりくる拳が映り込んだ。

　──ドガッ！

「ぐはっ……！」

　が、男の拳は俺に届かず、男は何者かの攻こう撃げきを受けて吹ふっ飛んでいった。

　何者とはもちろん、俺の後ろで沈ちん黙もくを貫つらぬいていた陽太だ。どうやら男の拳が俺に届くより先に、陽太が飛び蹴げりで男を吹っ飛ばしたらしい。

　俺の背後から思いっきり助走をつけた渾こん身しんの飛び蹴りの破は壊かい力は抜ばつ群ぐんだと思う。

　男へ攻撃したことで俺の前へと立ち位置を変えた陽太からは、怒りのオーラが見える。

「オレの目の前で恭様に手を出そうだなんて、良い度胸ですよね」

　わぁ、何かめっちゃ怒おこってる。

　背中しか見えないので表情が分からないが、普ふ段だんの陽太からはあまり聞けない低い声だった。

　実はキョウ様の作った反はん撃げきの符が懐ふところに入っているので攻撃されても平気だったのだが、黙だまっておこう。

　陽太にとって俺は守るべき主人なので、危害を加えようとした男を撃退するのは当然の行動だ。

　そして、いつの間にか影かげ獣ものの白い仔こ猫ねこちゃんが俺の肩に乗っているのは、護衛のためだろうか。この小さな身体からだで一いつ生しよう懸けん命めい男を威い嚇かくしている。超ちよう可か愛わいいんですけど。

　元は藤見の土地神の森で瀕ひん死しだった大きな獣けものなのだが、俺と影獣の契けい約やくを結んだことによりこんな可愛い姿になったらしい。性別は雌めすで、名前は「ユキ」ちゃんだ。

「くそっ、やりやがったな！」

　男は顔を地面に打ち付けたのか、その鼻からは赤い液体がポタポタと滴したたっていた。

　それでも怯ひるまないのは勇ゆう敢かんなのか、無む謀ぼうなのか。男は鼻血を着物の袖そでで拭ぬぐって、果か敢かんにも立ちあがって俺達と対たい峙じした。

　だが、勇敢だ果敢だと思ったのはそこまでだった。

　俺達にギラギラとした目を向けてくる男の手には、小刀が握にぎられていたのだ。既すでに鞘さやからそれを抜ぬいており、刃やいばが鈍にぶく光っていた。

「（──まずい！）」

　咄とつ嗟さにその言葉が浮うかんだ直後、俺は数歩分前に立つ陽太の肩を摑つかんで制止をかけた。

　男には分からなかったかもしれないが、陽太は体勢を居い合あい腰ごしに沈しずめ、右手で腰にある脇わき差ざしの柄つかを握っていた。

　左手は鍔つば元もとにあり、僅わずかに切った鯉こい口くちから刃が光っている。つまり抜ばつ刀とう寸前だ。

　陽太に男を斬きる気がなくとも、刃は物ものを向けられれば訓練を受けている陽太の身体は反射的に動く。かくいう俺も、キョウ様の感覚で陽太の抜刀を察知できたのだ。

「抜刀の意味が分かっているのか」

　俺はさっきまでの敬語を止やめて、威い圧あつ的な口調で男に言葉を発した。

　こういった悪党は刃物をチラつかせれば相手が怯むと思っている。だがそれは、相手が武器を持っていない場合に有効なだけだ。

　現に陽太は俺の制止に従っているが、冷めた目で男を見下している。いくら間合いがあったとしても、身軽な陽太なら一いつ瞬しゆんでその距きよ離りを縮めることができるのだ。

　抜刀するということは、相手を傷つける意思表示。そして、自分が傷つけられることを覚かく悟ごしているという意味も込められている。

　絶対にやめておいた方がいい。これ以上刃物をチラつかせれば、陽太の刃が男の身体に伸びる。
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　もちろん男を斬り殺すつもりはないと思うが、無事で帰れる保証はできない。

「本当に、抜刀の意味が、分かっているのか」

　考え直せ、小刀を仕し舞まえ、逃にげ出せ。その思いを込めて言葉をわざと区切って男に問う。

　素しろ人うとの俺から見ても、男が刃物を扱あつかうことに不慣れなのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。構えているつもりかもしれないが、顎あごが出て腰が浮いている。

　そんな不格好な構えしかできない者が、陽太に敵かなうはずがない。

「ち、ちくしょう……覚えてやがれっ！」

　それが何とか伝わったらしく、男は涙なみだ声ごえになりながら走り去った。

　ホッとした安あん堵どの息が俺の口と、後ろでずっと見守っていた娘むすめさんの口から漏もれた。

　男の行動だけでなく、俺達も娘さんを怖がらせてしまったのではないかと少し心配だ。

「脅おどしならもう少し穏おん便びんに済ませろ。傷つける気はなかったんだろう？」

「もちろんです。まぁ、衣類を切り刻んで素すっ裸ぱだかで逃げ出さなくてはならない程度には嫌いやがらせをしようと思っていましたが」

　それ本当に最悪な嫌がらせだな。真昼間の街かい道どうを素っ裸で全力ダッシュとか気の毒すぎる。

　とにかく、男が鼻血を流しただけで済んだのは穏便な方だ。

　少し荒あらっぽくなってしまったが、これにて一件落着とばかりに俺は後ろで不安そうにしている娘さんに近づいた。

「あのっ、助けてくださって本当にありがとうございました」

「こちらこそ怖がらせてしまって申し訳ありません」

　慌あわてた様子で頭を下げる娘さんの顔は菅すげ笠がさで確認できないが、身体は震ふるえていない。

　男の誘さそいを断っている時、彼女の声は凜りんとした中に冷たさを秘ひめたものだった。しかし、改めて聞く声は鈴すずが転がるように可愛らしい。

「怖くなんてありませんでした。その、少し驚おどろきましたが……」

　最後の言葉は語ご尾びが小さくてあまり聞き取れなかったが、娘さんは特に怪け我がもなく俺達を怖がっていないようだ。

　男の暴力的な行動や、抜刀でのやり取りが娘さんのトラウマにならないか懸け念ねんしたが、落ち着いて話もできるので大だい丈じよう夫ぶだと思う。

　となれば、問題はこの後どうするかだ。

　この街道は東条の城下町へ繫つながっているが、それほど人通りが多いとも思えない。

　なので、先さき程ほどのようにならず者に絡からまれる可能性は高い。今回はたまたま俺達が通りかかったから何とかできた。でも、次も誰だれかが都合よく助けてくれるとは限らない。

「女性一人では危険ですので、近くの町までお送りします」

「い、いえっ。連れもすぐに参りますのでお気持ちだけで十分です」

　せめて人が多い場所に移動した方が良いと思ったのだが、断られてしまった。一いつ瞬しゆん娘むすめさんの口元が歪ゆがみ苦く悩のうの色が浮いたのが見えたので、何か特別な理由があるらしい。

　他ほかに、娘さんが動かないまま絡んでくる男を撃げき退たいする方法といえば……。

「では私達もここで休きゆう憩けいさせて頂いても宜よろしいでしょうか？」

「えっ？」

「長らく歩き通しだったので休みたいと思っていたのです。ご迷めい惑わくでなければ、ですが」

「迷惑だなんて、あの、本当に宜しいのですか？」

　おー、良かった。この案はあまり嫌がられていないようだ。

　ナンパ避よけ程度にしかならないが、若い娘さんを一人残すわけにはいかない。俺も念願の休憩ができて一石二鳥だ。

　女の子を守るという使命感もあり、テンションが上がってくる。気分は完全に良家のお嬢じよう様さまを守る任務を課せられた武士だ。

　早さつ速そく任務開始！　藤見恭、この任務を立派に遂すい行こうしてみせます。なーんてね？

「お嬢様、お待たせ致いたしました」

　はい任務終しゆう了りようー。開始から僅わずか五秒での完かん遂すいでした。優ゆう秀しゆうすぎて涙なみだが出ちゃいそう……。

　大石に腰こし掛かけようとしていた俺達の前に現れたのは、これまた旅装束姿の若い女性だった。

　その姿を確かく認にんするなり、俺の隣となりにいた娘さんは後から現れた女性の方へ足早に近寄った。並んでみて改めて思うのが、着物の柄が違ちがっているだけで二人は歳や背格好がとてもよく似ているということだ。

　姉妹のようにも見えたが、呼び方や話し方が目上の者へ向けたものなので、俺と陽太のような主従関係に近いのかもしれない。

「良かった、少し遅おそいから心配していたのよ？」

　本当に待ち人だったようで、娘さんはホッとしたように口元を緩ゆるめた。その言葉に、女性は深くかぶっていた菅笠を少し上げて素す顔がおを露あらわにした。

　年ねん齢れいは陽太と同じか、少し下くらいだと思う。ちょっぴりつり気味な目が印象的な綺き麗れいな女の子だった。

　未いまだ菅笠を深くかぶったままの娘さんにだけ向けられた笑え顔がおは、優やさしくて柔やわらかい。

　しかし、それは一瞬の表情だった。

　すぐに表情を消すと、つり気味の目を細めて俺と陽太を見た。だがその眼めには警けい戒かいが残っている。

「こちらの方々は、お知り合いでしょうか」

「あの、あのね、困っているところを助けて頂いたの。とても親切な方たちよ」

「……左様でございますか」

　細められた目はそのままで、口が薄うつすらと引き上げられた申し訳程度の笑みが作られた。

「お嬢様をお助け下さり、誠まことにありがとうございました」

「いえ、お気になさらず」

　感情の全く籠こもっていない、棒読みなお礼を口にした彼女に苦く笑しようが漏れる。

　それ以上言葉を交かわすつもりはないのか、つり目の彼女は娘さんの背に手を添そえて俺達と距離を取らせた。

「お嬢様、先を急いだ方が宜しいかと。時間があまりありません」

「あ……そうね。夕刻までには戻もどらなければならないもの」

「では私共は先を急ぎますので失礼致します」

　小さく頭を下げたつり目の娘さんは、主人の背を押して促うながした。

　時間があまりないという理由もあって、その手に強く反はん抗こうしない娘さんは俺達を気にする様子で何度か後ろを振ふり返ってくれていた。

　きっと、近くの町まで同行しようと申し出ていたので、行き先が気になっているのだろう。

　どうやら彼女達の進行方向は東条の城下町とは別らしく、本当にお別れのようだ。

　出会いもあれば別れもあるので、仕方ないか。そう自分に言い聞かせ、せめて彼女達の後ろ姿を見守るくらいは許されると思って、怪あやしまれない理由を口にした。

「私達は暫しばらくここで休憩してから目的の地へ向かいます」

「あの、ありがとうございます。このご恩は、いつか──」

　二度目のお礼に続いた娘さんの言葉は、残念ながら最後まで聞こえなかった。

　彼女達の進む方向は、東条への道でも、渡わたし場ばのある町への道でもない。遠ざかっていく二人の後ろ姿は、やはり主従というより姉妹のように見えた。

　そして二人が見えなくなった後、ずっと黙だまったままだった陽太がやっと口を開いた。

「恭様はお優しいですね」

「女性が二人だけでは心配だろ」

「この場に残ったのも、あの男が引き返して来ないか警戒なさったからでしょう？」

　え。ただ若い娘さん達の後ろ姿を見守るという、一歩間ま違ちがえばストーカー容疑のかかる行こう為いを正当化する理由を言ってみただけなんですが。あと休憩したかったのは本当です。

　もしかして娘さんの二回目のお礼も、陽太と同じ解かい釈しやくをしたから？　……えっと、何かそっちの方が格好良いから頷うなずいておこう。

「ご心配なさらずとも、後から現れた女おん鬼なおには忍しのびの心得がある者です。単なる護衛なら腕うでが立ちそうですが、忍としては詰つめが甘いですね。一いつ般ぱん人を装って足音を立てていましたが、オレ達の前に姿を見せるまでは無音でした。それを悟さとられるとは、まだまだ未熟者なのでしょう」

　すみません、全然気付かなかったんですけど。

　うわー、危なかった。あの娘むすめさんに無礼なことをすれば、くの一さんに手しゆ裏り剣けんや苦く無ないで攻こう撃げきされていたかもしれないってことだよね。

　忍にん者じやとの戦せん闘とうって俺にとって軽くトラウマだから、ご勘かん弁べん頂きたいわー。

　勝手に忍者は男しか存在しないと思い込んでいたので考えを改め、ようやく一本松の下にある大石の上に腰掛ける。

　そこで十分ほどの休憩をとった後、再び競歩のような速さで俺達は東条の城下町を目指したのだった。
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　東条の城下町は主な通りが三つあるらしい。

　真ん中は大通りや表通りと呼ばれる商売の盛んな通りで、真まっ直すぐ進めば東条の城へ着く。

　他は武家や民家が並ぶ居住区画の通りと、鍛か冶じ屋やや大工といった職人がひっそりと仕事場を構えて暮らしている通りになる。

　もちろん全すべての建物がその三つの通りに面しているわけではないので、脇わき道みちがいくつもある。

　明るい表の通りとは違い、脇道の先は少し薄うす暗ぐらい。そんなスリルを感じさせる町の様子に、色々と見て回りたいと探求心がくすぐられた。

「藤見とはまた違った町の作りだな」

「ええ、後ほどゆっくり見て回ってはいかがでしょうか？　残念ながら、今は寄り道をしている余よ裕ゆうはないかと」

　と、陽太がキョロキョロとしている俺に釘くぎを刺さしてきた。

　普ふ段だんは俺の意思を尊重してくれるのだが、今回はそれより優先すること──東条からの招集があった。

　爽さわやかな青空に顔を向けた陽太の視線は太陽にある。位置を見て時間を計算しているようだ。

「招集の刻限は」

「午うまの刻だと記されておりました」

　あまり馴な染じみのない言葉だが、午の刻とは十二時頃ごろのことだ。釣られるようにして見上げた太陽は、俺達のほぼ真上にあった。

　陽太の返事通り、招集について書かれた巻物には午の刻までに城へ来るようにとあったはずだ。これは……ギリギリなのではないだろうか。

「間に合いそうか」

「大だい丈じよう夫ぶだと思います。ですが、少し急ぎましょう」

　遅ち刻こくして城に入れてもらえなかったとなれば、義正様に大目玉をくらってしまいそうだ。

　それを想像して不安げに聞いた俺に、陽太はにっこりと笑ってから通りを進み始めた。

　誘ゆう導どうするように先行して人ひと混ごみの中を進む陽太を追って、俺も同じように進む。目指すのは、通りの先にある東条の城だ。







　表門の前には門番らしき男が二人、目を光らせて立っている。

　らしき、と表現したのには理由がある。俺の目には袴はかま姿すがたで帯刀した彼らが門番に見えなかったからだ。

　俺の中にある門番のイメージは、槍やりや棒を片手にした下したっ端ぱだった。二人の門番は、その槍や長い棒を交差させることで「何者だ！」と、怪しい者を止める。

　しかし、そんな俺のイメージとは裏腹に門の前に立っているのは武士だ。

　現実と想像の違ちがいに少し気を落としながら、俺は彼らに声を掛かけるべく近づく。男達は俺と陽太に気付くと怪け訝げんそうな顔を向けた。

「貴き殿でん、何用で城に参られたのか」

「藤見恭と申します。招集に応じて参りました」

「藤見殿どの……？　聞いてはおりましたが、まさか本当にいらっしゃるとは」

　男は目を丸くして瞬まばたきを何度か繰くり返した。

　上から下まで眺ながめられているが、その視線は単純に興味からくるものだと感じる。少し動物園のパンダの気持ちが分かった。

「もしかして遅おくれてしまったのでしょうか？」

「いえ、問題ありません。刻限を告げる鐘かねは鳴っておりませんのでお入り下さい。案内人が控えております」

　門番の人は自分の後ろにあった扉とびらを開け、俺達に入るよう促してくれた。

　表門のくぐりから中に入ると、待っていた男が俺達に向かって頭を下げた。どうやらこの人が案内人のようだ。

　しかし何な故ぜかその男は建物内に入らず、焦じらすように庭先をゆったりと進んだ。

「（初めて城を訪ねた者には正しい道順で案内をしない……とか？）」

　男に続いて歩きながら、俺は道順を覚えるべく辺りに目を配った。目印になる物があれば、迷子になる心配がないと思ったからだ。

　城というだけあって、立派で高い壁かべが外部からの攻撃や侵しん入にゆうを許さない造りとなっている。敷しき地ち面積も広く、藤見の城の数倍はあると思われる。

「これは……かなり立派ですね」

「そうだな。敷地が広い分、藤見より手が掛かるだろう」

　俺と同じように周辺を見回していた陽太の言葉に頷く。

　興味深そうに目を走らせる様は都会に出てきたばかりの田舎いなか者もののようだが、とても心強い。

　何故なら、俺が道順を覚えられなくても陽太の頭に記き憶おくされるからだ。ん？　人任せ？　だって覚えられないんだから仕方ないじゃん。

　開き直った俺は、深く色づいた植木の根本にいる雀すずめを見た。虫でも探しているのか、地面をつついている。

　だが俺達が近づくと驚おどろいて青空へ飛び立って城じよう壁へきの向こうへ消えた。その瞬しゆん間かん、覚えていたはずの道順を忘れた。雀さんの馬ば鹿か……。

「では、こちらでお待ち下さい。もうすぐ刻限となりますので、長おさが参られるでしょう」

　そうして暫しばらく庭先を歩かされた末に案内された場所は、屋内にあるだだっ広い部屋だった。

　部屋の中にはすでに二十近くの人が集まっており、俺が室内に足を踏ふみ入れたと同時に視線が集まった。

　品定めでもするような視線に萎い縮しゆくしてしまったが、何とか姿勢を正したまま我関せずという態度を取り続ける。

　そんな俺の態度が良い方向に転んだのか、集まっていた視線はすぐに興味を無くして消えた。

　部屋の空いている場所に座りながら、俺はこっそり肩かたの力を抜ぬいた。

「（良かった、俺のことを知っている人はいないようだな）」

　実は内心、キョウ様を知っている誰だれかに話し掛けられるのではとビクビクしていたのだ。

　藤見の地で過ごした時の知人なら陽太がフォローしてくれると思う。しかし、相手がキョウ様が旅で交流を深めた者なら頼たよりにできない。

　だから必要以上に緊きん張ちようしていたのだけど、結果はこのとおり。どうやら五年の旅は藤見恭という存在を人々の記憶から消す役割も果たしているらしい。

「（そもそも、藤見家が見合いに参加すること自体があり得ないからな）」

　東ひがし鬼おに一族を統すべる東条と、英えい雄ゆうである藤見の血が混ざることがないのは周知の事実だ。

　約三百年前の東西南北に分かれた鬼一族達の間で起こった、大戦。その戦いで西鬼と最後まで戦い劣れつ勢せいの戦せん況きようを停戦まで持ち込んだ、東鬼の英雄。それが藤見家だった。

　そんな藤見を称たたえる声が大きかったのだが、それが東条にとっては面おも白しろくなかった。藤見にその気がなくとも、東鬼の頂点は藤見だと口にし出すのではないかと警けい戒かいされたのだ。

　結果として、藤見が東条への絶対的な忠誠を誓ちかったことで事なきを得たようだが。

　だから婿むこ候補達が集まる場に俺が居るのは、かなり危険な橋を渡わたっているということだ。

　羽織に小さく藤見の家か紋もんが描えがかれているが、そこに気付く人は少ないと思う。東条の長との面会前なので、余よ所そ者ものに気を配っている場合ではないだろう。

　だが、気付かれないとも言い切れない。注意しておくに越こしたことはない。

　そんなことを考えながら、俺は横目で室内にいる人達を観察することにした。もちろん気付かれないよう、こっそりとだ。

　陽太も俺が周りを観察している理由が分かっているらしく、口を挟はさまないでくれている。

「（人数は多いけど、全員が婿候補というわけではなさそうだな）」

　二十人ということは、俺と陽太のように主従で一組（セット）なら、十組の主従がいる。

　だがそれはあくまでも単純計算の結果であって、実際にその計算は当てはまらない。

　少し確かく認にんしただけでも、参加者の組み合わせにバリエーションがあることに気付いた。

「（従者を連れている者、知人同士で連なっている者、単独で挑いどんだ者……ってところか）」

　陽太のように主人の後ろに静かに座している者もいれば、身なりの良い者同士で仲良く談だん笑しようしている者もいる。逆に、一人静かに黙もくしている者も。

　ここに集まっているのは、長からの招集に応じた者ばかりだ。目的は東鬼一族を束ねる血を持つ東条のお姫ひめ様の婿を選ぶこと。簡単に言ってしまえば、集団見合いである。

　見合いに参加している人達は俺と同年ねん齢れいくらいの若者達。招集の巻物には、家名に恥はじない者を参加させろと記されてあったので、何かの分野に秀ひいでているのだと思われる。

　しかしながら、俺に至っては全くの対象外だろう。

　藤見の地で重要な仕事を任されている兄達と違い、五年もの長旅から帰き還かんしたばかりのキョウ様は、良く言えば休養中。悪く言ってしまえば無職だ。

　まぁ、キョウ様ならすぐに役職に就ついて活かつ躍やくしたと思う。だが中身が俺のままでは他ほかの婿候補達に対たい抗こうなどできず、馬鹿にされて終わるのが目に見えている。

　俺の特技なんて、強烈なデコピンとコンビニのおにぎりのフィルムを綺き麗れいにはがすことだ。

　え？　地味？　馬鹿やろう、地味な特技だと侮あなどるなよ。言っておくが海の苔りのカスすらフィルムに残らないんだぞ。世にフィルムをはがすのが下へ手たな者がどれだけ存在すると思ってるんだ。

　未いまだ俺の人生で何かの役に立ったことはないけどね！　ぐすんっ。

「（しかし、こうして見ると同じ名家出身でも背格好が違ってくるんだな）」

　おにぎりの件はさて置き、引き続き婿候補達に目を配ってその姿を観察する。

　特に目立つと思ったのは、数人の婿候補に囲まれている華か美びな装いの小太りな男、座したまま微び動どうだにしない大おお柄がらな武士風の男、懐ふところから出した扇おうぎを閉じたり開いたりしている細身の男の三人だ。

　いずれも年ねん齢れいは二十代前半から半ばくらいだろうか。

　小太りな男はパッと見、成金タイプだ。取り巻きが多いようで、頻しきりに周りから声を掛けられている。話術が巧たくみなのか、男が何か話せば周りから笑いが起こった。

　武士っぽい男の方は、肩かた幅はばの広い引き締しまった身体からだをしていた。かなり武芸の修練を積んでいるのだと感じる。この男の近くには従者らしき者も他の婿候補もいなかった。

　細身の男の特とく徴ちようと言えば、どことなく優ゆう雅がな扇の扱あつかいと垂れ気味の目。そんな彼は俺と同じく従者を伴ともなっているようだ。

　恐おそらく、隣となりに横になっている老人がそうだと思う。かなり高こう齢れいのようなので、道中で具合が悪くなってしまったのかと少し心配になる。

　そんな風にピクリとも動かない老人を見つめていると、どこからか甲かん高だかい鐘の音が数回聞こえた。城内に響ひびき渡るこの音が意味するのは──。

「時間みたいですね」

　陽太の言葉通り、これが刻限を知らせる音なのだろう。門番の男も刻限のことを言っていたので、間ま違ちがいないと思う。

　俺達がこの広い部屋に案内された後は誰も増えていない。加えて鐘が鳴るまであまり時間がなかったことから、やはりギリギリだったのだと痛感した。

　だが、本番はこれからだ。きっとすぐに長が現れるだろう。

　──スパーンッ！

「（うぉっ!?）」

　鐘かねが鳴り終わってしばらくすると、部屋の襖ふすまが壊こわれるのではないかと思うくらいけたたましく開かれた。

　突とつ然ぜんのことに、驚いた俺の身体は硬こう直ちよくしてそれ以上の反応が遅おくれてしまった。

　一体何が起こったのかと音の発生元へ目をやれば、黒い短たん髪ぱつに鋭するどい目を持つ逞たくましい男が襖を開け放った格好のまま部屋の中を睨にらみ付けている。

　山やま吹ぶき色の小こ袖そでに茶色の角帯という体格と顔に似合わない装いを前に、俺は食い入るような目で彼を見つめてしまった。

　そんな俺の視線を気にも留めない男は、ドカドカと大きな足音を立てながら広間の上座へ足を進めていく。その姿を見て、俺の頭の上には更さらに疑ぎ問もん符ふが大量に浮うかぶ。

「（もしかして、この人が東鬼一族の長？　ちょっとイメージしてた姿とは違ちがったなぁ）」

　予想と現実が一いつ致ちしないことは多々あるが、正直に言ってしまえば少々拍ひよう子し抜ぬけした。

　もちろん、彼のような野性味溢あふれるワイルドな男性が長だと言われれば納なつ得とくできる。

　けれど、一族の長おさというからには、カリスマ性溢れるシャープなナイスミドルを想像していた夢が壊れたのも確かだった。

　なんて長の姿をじっくりと観察していた俺だが、周りの人達が床ゆかに頭を付けるようにしていることに気付いた。

「（うえぇぇっ、やっちまった……！）」

　見た目にばかり囚とらわれていたせいで、頭を下げるタイミングを完全に逃のがしていたらしい。

　顔や行動には出さないが内心で焦あせりまくっていた俺は、失態を回かい避ひする道がないかと周りを視線だけで探さぐった。

　すると、俺以外にも長へ頭を下げていない者が数人いるのが視界の端はしに確認できた。

　きっと彼らも俺と同じでタイミングを逃したのだと思って、少しだけ心が軽くなった。

　室内は頭を下げた者と下げない者が混在した異様な光景だ。共通しているのは、皆みなが不動のままじっと長の動きを待っていること。

　緊きん迫ぱくした空気の中では下手に動けないので、時間が止まっているようにも思えた。

　そしてようやく、長は上座の近くまで歩みを進めた。しかし何な故ぜか長のためにある場所へ座らず、俺達の方を振ふり返る。

　次いで室内を一通り見み渡わたしてから──。

「私に頭を下げている方はお帰り頂こうか」

　と言い放った。

「（……はい？）」

　俺は頭を下げていないので対象外であるが、何を言われたのか理解できなかった。

　その言葉に、頭を下げていた人達は慌あわてて顔を上げて長を見る。

　多くの視線が集まる長は、鋭い目に僅わずかばかりの怒いかりを浮かべており、凄すごみが増している。

「長の顔も知らぬ者など求めていない。いくら名家の出身であろうとも、長と使用人の区別もつかぬとは……片腹痛いわ」

　頭の上に疑問符を浮かべたまま成り行きを見守っていることしかできない俺を余所に、低い声で吐はき捨てるように男は続けた。

　長の冷めた目と同じく、室内の空気も冷え切ったものへ変化していく。

　その感覚にぶるりと一度身を震ふるわせた俺は、誰だれかこの空気を緩かん和わしてくれないかと周りを見やった。

　もちろん成り行きを見守っている者が多いので、俺と視線が合う人なんていない。

　けれど、成金タイプの男、武士風の男、扇の男の三人も俺と同じで頭を下げていなかった組だと気付いた。

　口くち端はしを引き上げて上じよう機き嫌げんになる、黙したまま目を伏ふせる、扇を開いて口元を隠かくす、と三人の反応はそれぞれ違うが、その表情には余よ裕ゆうがあった。

「（うわぁ、そういうことか）」

　そこでようやく、俺は長の言葉の意味がじわじわと理解できてきた。

　この男は俺達に頭を下げられるような者ではない。そう、男は長に見せ掛かけた偽者ダミーだった。

　だから、東ひがし鬼おに一族の長と単なる使用人である男とを見分けられない者は強制退出を言い渡わたされているのだ。

　あ、危なかった……。タイミングが合っていたら、俺も頭を下げていたに違いない。

　頭を下げていれば、藤見家の名に泥どろを塗ぬったとして義正様に怒おこられるところだった。捲まくし立てる男のおかげで、安あん堵どの息を吐いた俺には誰も気付かなかったようだ。

　そんな俺とは逆に、退出を言い渡された者達は素す直なおに納得できない。

　明らかに雑になった対応と言い捨てられた言葉に苛いら立だったのか、帰れと告げられた者達は抗こう議ぎの声を上げた。

「い、今のは急な試みに気が動転しただけだ！」

「ああ、長へ無礼があってはならぬと我らも緊きん張ちようしておったのだ」

「普ふ段だんであれば、このような失態はせぬ！　少し油断していただけで……」

「誤ることはなかったと？」

　言い訳を口にする婿むこ候補達を男が引き継つぐようにして遮さえぎった。

　切れ長の目を細めた男の言葉に、婿候補達は何度も首を縦に振っている。

「私が刺し客かくなら貴方あなた達は生きていないでしょう。油断などという一言で片付けられません」

　しかし男は広間に集まっている者達を睨むように見み据すえて言った。

「長ならばそういった危険も付きもの。そして東条の婿は東鬼の次じ期き長おさ。貴方達が狙ねらわれる理由としては十分すぎるものでしょう」

　男の声には重い響きがあった。

　婿候補達もその言葉に何か思うところがあったようで、視線を落として口を噤つぐんだ。

　成り行きを見守っていた俺も、思わず「なるほど」と言ってしまいそうになった。

　自分を使用人だと口にした男は、体格や雰ふん囲い気きが明らかに一いつ般ぱん人と違う。婿候補達に説く様子からも、ただの使用人でないのは明白だ。

　いっそのこと、刺客の部分を肯こう定ていしてくれた方が真実味がある。婿候補達を前にしても臆おくさない態度から、本職はそれなりの地位を確立している武士だと思う。

「このまま帰るわけにはいかぬ。貴き殿でんの言う通り己おのれの未熟さは認める。だから──」

　視線を落としていた婿候補の一人が顔を上げた。彼は長を装った男に絞しぼり出すような声で、機を与あたえて欲しい、と続けて頭を下げた。

「（へぇ……）」

　言い訳や不満をぶつけると思っていたので、彼の行動は俺にとってかなりの好印象だった。

　婿候補としての自覚が足りていなかったことを反省し、身分も定さだかでない自じ称しよう使用人の男に懇こん願がんしたのだ。ただプライドが高いだけの者とは一味違うらしい。

「そうだ、長に会わせてくれ！」

「直接話ができれば、我らへの評価も覆くつがえるはずだ」

「頭を下げて頼たのんでいるのだ。そのくらいの口くち利ききはできるであろう？」

　まぁ、残りの婿候補達は含ふくまれないようだけど。ちなみに頭を下げたのは最初の一人だけで、後に続いて声を上げた者は便乗して許してもらおうとしている。

　そんな態度を目にして、寛かん容ようになる者などいない。

「一度散った命が蘇よみがえることなどない。さあ、お帰り頂こうか」

　と切り捨てるように言った男は、シッシッと野の良ら犬いぬにやるような動作で婿候補達の言い分を一いつ蹴しゆうした。

　それは頭を下げた彼への言葉でもある。悔くやしそうに膝ひざの上で拳こぶしを握にぎった彼からは哀あい愁しゆうが漂ただよっている。俺の目には、恨うらみ辛つらみより後こう悔かいの念が大きいように映った。

　だが、簡単には諦あきらめ切れないのが失格となった他ほかの婿候補達だ。

「無礼者め……！」

　不ふ機き嫌げんさを隠しもせず立ち上がった数人は、怒りで顔を赤くしている。その中でも特に怒りを露わにした一人が、一ひと際きわ大きな声を出しながら長を装った男へ近づいて行った。

「私を誰だと思ってそのような対応をしておるのだ！」

「よく存じ上げております。家名だけが立派で本人の器量が足りぬ者である、と」

「な、何だと!?　ええい、使用人の分際で生意気な！　貴様など斬きり殺してくれるわ!!」

　その凄すさまじい剣けん幕まくと怒ど声せいに、驚おどろきを通り越こして思わず「くっ」と声が漏もれてしまった。

　よく考えなくても、婿候補の彼が言った「斬り殺す」という行こう為いが難しいのはすぐに分かる。

　そのくらい長を演じていた男は強そうなのだ。腕うでも太く、掌てのひらも大きい。微び妙みように似合っていない山やま吹ぶき色の着物の下に隠されている身体からだは、筋肉ムキムキに違ちがいない。

　逆に見み栄えだけで持ち歩いていそうな刀に手を掛けた婿候補の彼は、筋肉とは無む縁えんの体つきをしていた。あの腕で殴なぐられたら絶対に無事では済まないだろう。

「（俺なんて簡単にぺしゃんこにされちゃいそう）」

　思い浮うかんだのは俺と婿候補の彼が果か敢かんにも男に挑いどみ、ぺちーん！　と蚊かを仕留める時のように二人仲良く両手で挟はさまれてぺしゃんこになるシーンだ。

　ペラペラの紙状になった俺達が風に乗って舞まい上がる姿まで鮮せん明めいに想像できて、そのシュールさに口元が緩ゆるんでしまった。

「き、貴様、一体何を笑っておる」

　どうも、それが悪かったらしい。

　お馬ば鹿かな想像をして笑っていた俺を、婿候補の彼は目め敏ざとく見つけてしまったようだ。

　周りに目を配ると、室内にいる全すべての人の視線が俺に注がれている。もしかして想像の一部を口に出してしまったのだろうか。

「これは失礼を。ふふ、私のことなど捨て置いて下さい」

「なっ、人を馬鹿にしおって……一体何が可お笑かしいというのだ！」

「可笑しいと思ってなどおりません。ただ、随ずい分ぶんと勇ゆう敢かんな方だと思っただけですよ」

　その結果がペラペラですけどね。ぷぷっ！

　またもや噴ふき出しそうになるのを気合いで耐たえるが、口端が上がることまでは防げなかった。

「この無礼者の相手が私では手に余ると言うのか!?　では貴様が相手をしろ！　それほどの大口が叩たたけるのだ。さぞ手て練だれであろうな？」

　いやいやいや、何でそうなるの。無理ですよ絶対に無理。

　確かに俺達は想像の中で一いつ緒しよに戦ってたけど、現実で俺が筋肉ムキムキの男に挑んで勝てるはずないじゃん。巻き込むのは止やめて下さいよ。

　どうも話がかみ合わない人のようなので、これ以上関かかわりたくないと首を横に振ふった。

「ご冗じよう談だんを。まさか勝てるとお思いなのですか？」

「何だと……!?」

「無む謀ぼうなことはお止めになって下さい。巻き込まれる方も迷めい惑わくだと思います」

「黙だまれ黙れ！　貴様、い、一体どの家の者だ……一族もろとも潰つぶしてくれようぞっ!!」

　男の顔は真っ赤に染まり、目をつり上げて俺を睨にらんでいた。

　怒いかりのせいで口も頭も回りにくくなっているようだが、今にも斬りかかってきそうである。

　しかし場所が東条の城なので、易やす々やすと抜ばつ刀とうが許されるはずがない。だから俺には、これ以上相手が逆上しないよう気を付けることしかできない。

　本気で危なくなればキョウ様の感覚が教えてくれるし、懐ふところには反はん撃げきの効力を持つ符もある。

　今はただ相手が息切れや疲つかれで罵ば倒とうを諦めることと、一族を潰すという脅おどしに陽太が過か剰じよう反応しないでくれることを切に願うしかなかった。







　そんな俺への救済は、部屋の外からだった。

「くだらない言い争いはそこまでにしておけ」

　と、俺達に向けて何者かが棘とげのある口調で制止の言葉を放ったのだ。

　部屋の出入り口である襖ふすまの前に立っていたのは、癖くせのある明るい茶色の髪かみに整えられた顎あご鬚ひげがどこかワイルドさを感じさせる美中年だ。着流しだけのくつろいだ格好だが、着ているものは一級品。一目で身分の高い身なりだと分かる。

　そこまで美中年を観察した俺は、ハッとして畳たたみに手をついて低頭した。慌あわてたが、雑な動作にはなっていないと思う。

　ほぼ同時に、辺りからも衣きぬ擦ずれの音がしたので全員が俺と同じ行動に出たのだろう。

　視界に畳の目しか映らないので直接確かく認にんできないが、彼の足が進んだ先は長おさのためにある場所、上座だ。やはりこの人が東ひがし鬼おに一族の長だった。

　長は上座へ腰こしを下ろすと、明るい声を上げた。

「一族の長の顔すら知らないとは、随分な教育を受けてきたようだな」

　という、声こわ音ねと合わない痛つう烈れつな嫌いやみで場の空気を更さらに凍こおらせることも忘れず。

　婿候補達は言葉に詰つまったようだ。ひゅっ、と誰だれかが喉のどを鳴らして息を吞のんだ。この言い方から察するに、長は婿候補達の動向を少し前から目にしていたようだ。

「皆みな、顔を上げろ」

　命令に従って慎しん重ちように顔を上げると、長は自分の顔を指差して楽しそうに笑っていた。

　てっきり偽にせの長を演じた男と同じで容よう赦しやなく婿むこ候補達を切り捨てるのだと思っていたが、想像以上に長は寛容なようだ。

「覚えたか？　これが東鬼の長、東条克彦の顔だ」

　その笑え顔がおは、城から出ていくよう宣告された婿候補達にとって救済だろう。

　それに安あん堵どした者達が「ここは何としても汚お名めいを返上せねば！」という意気込みで、長へ挨あい拶さつをすべく我先にと自分の名を口にしだした。

「お初にお目にかかりまする！　私めは──」

「ああ、挨拶は必要ない。相手方のことを調べておくのは常識だからな」

　が、これまたスパッと笑顔で一刀両断だ。どうやら長は、上げて落とすのがお好きらしい。

　特に気温が低いわけでもないのに、この部屋の中は暖かくならない。むしろ冷える一方だ。

「吾あ妻づま」

「は」

　その寒々とした中、長が短く一つの単語を口にした。反応したのは、本物の長が現れてから黙ったままだった、偽の長を演じた男だ。

　山吹色の小こ袖そでを着た彼が身体を一いつ瞬しゆん隠かくしたと思ったら、次の瞬間には真っ黒な装束を身に纏まとった忍にん者じやが立っていた。偽者の長を演じていた男は「吾妻」さんという名前らしい。

　吾妻さんの職業が忍者だと分かって、ようやく胸のつっかえが取れた。単なる使用人であるはずがないと思っていたし、武士よりも忍者の方が似合っていると思ったからだ。

「なかなか面おも白しろい余興だったな。長として振る舞うのも悪くないだろう？」

「ご冗談を。二度目はありません」

　渋しぶい顔で返事をする吾妻さんを見て、長は悪戯いたずらが成功した時の子供のような顔で笑っている。

　楽しんだのは、翻ほん弄ろうされた婿候補達の姿を見てか。それとも、吾妻さんの微妙だった装いに対してか。

「そう言うな。なかなか悪役が板についていたぞ」

「この揺ゆさぶりを考え付かれたのは克彦様です。まったく、お人が悪い」

「まぁな。だが余興に水を差されたので出ずにはいられなくなった。口を挟むならもっと巧うまく事を運んでもらいたいものだな。随分と安っぽい挑ちよう発はつだった」

　そこで長の蔑さげすむような目と、俺の目が合った。その言葉が俺への嫌みだと気付いたのは、一いつ拍ぱく置いてからだった。

　……え、ちょ、怒おこられた!?　もしかして今、俺一人だけ長に怒られた!?
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　何これ酷ひどいっ。ケンカをしている不良達を注意したのに、結局解決できず何な故ぜか担任の先生に責められる学級委員長と同じ心境なんですけど。学級委員長とかやったことないけどね！

　長と視線が合っているので微び動どうだにせず顔を覆おおって泣き出したいのを我が慢まんしているが、長が誰に対して嫌みを言っているのか他ほかの婿候補達も分かっているようだ。正直言って周りからの視線も痛い。

　ようやく長の目が逸そらされた頃ころには、妙みように疲れていた。緊きん張ちようしていたせいか、握にぎっていた手は少し汗あせばんでいる。

　未いまだドクドクと大きく脈打つ心臓を落ち着けるように、静かに息を吐はいて目を伏ふせた。

「腑ふ抜ぬけは東条に必要ないと思わないか」

　しかし長は婿候補達にあてた言葉で、間接的に俺へ追い打ちをかけてくる。口元に含ふくみ笑いを浮うかべて続いた話は酷く残ざん酷こくだ。

「あのまま騒さわぎ続ければ東条の忍しのび衆しゆうがお前達をつまみ出していたところだ。見合いの試験に失格した愚おろか者として、な」

　焦あせりが、俺の身体からだを貫つらぬいた。

　もしかして俺は、婿候補の選別を妨ぼう害がいしてしまったのではなかろうか、と。

　藤見家頭領の義正様からは、見合いに参加しない藤見は審しん査さの補助を担当するかもしれないと聞かされていた。

　長から直接命じられていないが、義正様の口くち振ぶりから命令がなくとも役に立つよう努めなくてはならないのだと思った。

　それなのに、補助どころか邪じや魔まをして嫌みやお叱しかりを受けてしまった。

　これは本格的にヤバイ。この失態が義正様の耳に入れば、無事で済むはずがない。

「俺に会って評価を覆くつがえす、だったか？　全く覆らないのだが、会った意味はあるのか？」

　くくっと喉で笑う長が婿候補達に問い掛かけているが、その内容はあまり耳に入ってこない。

　全く関心のない俺にとって、聞いても仕方のないやり取りだったのだ。

　それよりも義正様への言い訳を考える方が大切だ。

「だが今回は見み逃のがしてやろう。お前達が吾妻に訴うつたえた通り、機を与あたえてやろうじゃないか」

「っ、また何かをお試ためしに……？」

　いっとき沈ちん黙もくが座を覆い、一人の婿候補が訴えるような口調で言った。強制退場を吾妻さんに命じられた時、頭を下げた男だ。

　彼はこわばった顔のまま聞いた。口こう吻ふんには苛いら立だったような響ひびきがあったが、心の内の不安を隠かくしているようでもあった。

「ああ、お前達婿候補を試す。俺が与える試練を乗り越こえてみせろ」

　長の肯こう定ていに男の顔が微かすかに朱しゆを注いだようになり目が光った。ここで尻しつ尾ぽを巻いて帰れば完全に負け犬だ。

　偽者の長を見破れなかったので、今度こそ評価を覆そうと必死だ。

「それは、それは一体どのような試練でございましょうか」

　一人が甲かん走ばしった声で聞いた。緊張しているのか、その表情は硬かたい。

「なぁに、簡単だ。お前達の見合い相手である東条の姫──花には婿候補達から身を隠すよう命じてある。夕暮れまでに花を探し出してみろ。それが、第一試験だ」

　今度は室内が大きくざわついた。

　長の言葉に堰せきを切ったかのように私語がおこり、場が騒そう然ぜんとなった。

「は、花姫様に我らが直接お会いすることが……」

「隠れ鬼のように身を隠しておられるとは。これは急がねばっ！」

　思いもよらぬ第一試験の内容に、つい先さき程ほどまで苦々しい表情だった彼らの顔は、興奮して赤くなっている。

「花を手に入れれば、東条家の次期当主は確実になる。東鬼一の名と権力が欲しければ、己おのれが如い何かに東条家の婿に相応ふさわしいか説き、花を口説き落とせ」

　一いつ瞬しゆんにして真ま面じ目めな表情になった長の言葉は、俺達への圧力になっている。

　だがその内容に、婿候補達を突つき動かす何かを含んでいるのも事実だ。

　東鬼一の名と権力。

　それが手に入ると聞かされた婿候補の大半が、欲よくにまみれたかのように目をギラギラと怪あやしく輝かがやかせていた。

「長おさとなればお前達の一族も鼻が高い。他家からも一目置かれる存在になるのではないか？」

「お、おおおっ！　確かに今まで婿という方法で長は選ばれなかったからな！」

「これは何としても花姫様を見つけ出さねばな。お主らに負けてはおれん」

「何をこしゃくな。城に隠れた女鬼を見つけることなど簡単だ」

　興奮したまま言葉を交かわす彼らから、長になれるかもしれないという期待が伝わってくる。

　組織のトップは色々と気苦労が多く面めん倒どうな職だと思っている俺には魅み力りよくが感じられないが、家の事情や立場の問題が彼らにはあるのだろう。

　招集に応じたからには、婿に選ばれたいと考えるのが当然なのかもしれない。

「やる気になったのは良いことだ。せいぜい頑がん張ばってくれ」

　そんな婿候補達を俺と同じようにじっと見つめていた長は、おもむろに上座から立ち上がって歩き出した。

　落らく胆たんこそなかったが、その表情には微かに悲ひ哀あいの色が浮いていたような気がする。

　自分から婿候補達を焚たき付けるようにしていたにもかかわらず、あんな目をした長の胸の内はどうなっているのかと、ぼんやりと思いを馳はせた。

　そして長が完全に退室した後、婿候補達の動きは様々だった。

　興奮冷めやらぬ表情のまま部屋を飛び出した者もいれば、連れてきた従者や顔見知りの者と捜索方法を考えようと部屋に残る者もいた。

　そんな婿候補達を未だ観察し続けていた俺はと言えば──。

「長がお呼びです。ご同行願えますでしょうか」

　音もなく俺と陽太の傍そばへ現れた吾妻さんにそう耳打ちされ、移動することになったのだった。

　やべぇ、今から婿選びを邪魔したことを改めて怒られるみたいだ。







　吾妻さんに案内されたのは、先程の部屋よりこぢんまりした座ざ敷しきだった。広さは八畳じようほどだ。

　だが不思議と質素だとは思わなかった。床とこの間まには山水画の掛け軸じくが下がり、欄らん間まには精密な花の彫ちよう刻こくが施ほどこされている。

　俺達が今しがた入室に使用した襖ふすまとは別に、向かいにもどこか別の場所へ繫つながる襖があった。この座敷は奥の間へ続く繫ぎの部屋にあたるらしい。

　室内には俺と陽太の二人だけ。ここで長が来るのを待つ手て筈はずだと理解した俺は、陽太と共に適当な場所へ腰こしを落ち着けた。

　程なくして奥の襖が開き、長が上座の方へ足を進めてきた。後ろには俺達を案内してすぐに姿を消してしまった吾妻さんが控ひかえている。

　偽にせ者ものであったが一度長へ頭を下げることに失敗していたので、今度こそタイミングを逃のがすまいと慎しん重ちように平へい伏ふくした。

　そんな俺と対面するように長が俺の前に座り、抑よく揚ようのない声で告げる。

「顔を上げろ。そのままでは話ができん」

　少し前に聞いたばかりの声に反応して、言われた通り身体を起こして姿勢を正した。

　改めて真正面から見た長は、壮そう気きに満みち溢あふれていた。明るい茶色の髪かみが若く見せているせいもあるが、肌はだには艶つやがあり眼光も鋭するどい。歳は恐おそらく、三十代後半から四十代前半だ。

　怒おこっているような、不ふ機き嫌げんなような相の長は俺に良い印象を持っていないのだと感じた。

「藤見義正から息むす子こを寄よ越こすことは事前に連れん絡らくを受けていた。お前が四番目か」

「はい。藤見家が四男、恭と申します」

「名乗らずとも知っている。相手のことを調べるのは常識だと言わなかったか？」

　長の問いに、ぐっと言葉が詰つまってしまった。

　確かに婿むこ候補達と一いつ緒しよだった部屋で、長がそう言ったのは覚えている。しかし、だからと言って名乗らないのも失礼ではないのかと思ったのが、正直なところだ。

　もちろん、長もそれを分かっていると思う。きっとこれは、あの部屋で事を荒あら立だてた俺へのお仕置きだ。

　特に会話もしない内に嫌いやみとは……。これは予想以上に長の怒いかりを買っているのだと知り、かなり気が滅め入いってくる。

　それを隠すため、肯定とも否定とも取られないよう気を付け、俺は目を伏ふせて頭を下げた。

「義正は何が目的でお前を遣つかわしたんだ」

「はっ、藤見家頭領義正から長へと書状を預かっております」

　少し間を置いた後の問い掛かけに、やっと話題が変わると思って袖そでの袂たもとから書状を取り出し、再び深く頭を下げながら差し出した。

　書状は吾妻さんが受け取り、長へ渡わたしてくれた。直接長が受け取らないのは、書状に危険がないのを事前に吾妻さんが確かく認にんするからだ。

　書状を開き、静かに中身を確認する長は無表情だった。が、字じ面づらを目で追っていくに連れて眉み間けんに皺しわが寄って機き嫌げんが急降下していった。

「義正には何と言われて東条に来た」

　声は低く、表情もどこか硬い。義正様からの書状に目を通した長は、俺を睨にらむように見み据すえて言った。

「婿選びを陰かげながら手伝い、東条の役に立つようにと命を受けました」

「なるほどな。だが生あい憎にく、東条は藤見の手伝いも役立つ行動も必要ない」

「は……？」

「そもそも何な故ぜ手伝いを許可しなくてはならないんだ？　婿を藤見が品定めでもするつもりか？」

　えええ～……俺の想像を遥はるかに超こえて東条から嫌きらわれてるみたいなんですけど。

　もしかして長の言う通り「婿は藤見が選んでやるよ」的なことが書かれてたの？　ちょっと義正様、何しちゃってるの!?

　その空気に吞のまれそうになるが、膝ひざの上で拳こぶしを握にぎった。何とか誤解を解こうと、思いつく限りで藤見に悪意がないことを伝えるために口を開く。

「藤見は東条の決定に従います。婿選びに関しては微び力りよくながらお役に立ちたいと思って──」

「あれだけ目立っておいて、今いま更さら手伝いだと？　機き嫌げん取とりはいいから早々に立ち去れ」

　長の目に鋭さが加わった。猛もう禽きんのような目つきだ。納なつ得とくできないのか、俺を見るその目には不信の色があった。

　これは吾妻さんが婿候補達に強制退室を命じた時と同じように見えて、更に状じよう況きようが悪い。

「何だ、帰れない理由でもあるのか」

　長は凄すごみのある低い声で言った。

　なにか答えなくてはならないと思うが、長にキョウ様のことや封ふう移い師しのことを話すわけにはいかない。

　この様子だと、封移師の情報を聞き出すどころか妨ぼう害がいされる可能性だってある。

　これ以上の怒りを買えば、藤見家が東条への出入り禁止をくらってしまうかもしれない。

　そうなれば、キョウ様が藤見にある鏡社から出られないままで、俺自身も現代へ帰れなくなってしまうのだ。

　一時的な撤てつ退たいを覚かく悟ごして東条の地を離はなれて機会を窺うかがうなら、ここで首を横に振ふらなければならない。

　でも後で俺が東条を勝手に訪ねて、それが知れれば要いらぬ疑いが藤見にかかる。これはかなり重要な選せん択たくだった。

「はっ、答えられないのか」

「それは……」

「フン、まぁいい。東条に迷めい惑わくを掛けないなら好きにしろ」

「よ、宜よろしいのですか？」

「傍はたから見れば、他ほかの婿候補達に触しよく発はつされて東ひがし鬼おにの長おさが惜おしくなったと思われるだろうな」

　そう吐はき捨てるように言うと、長は立ち上がり背を向けた。

　奥へ消える長の背中を見送って、何故藤見はこんなにも長に嫌われているのかと考えながら、俺はガックリと肩かたを落とした。
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「藤見義正め、とんでもない息子を放り込んでくれたものだ」

　藤見恭と別室で会った後、東鬼一族の長である東条克彦は自分の執しつ務む室に戻もどってから愚ぐ痴ちを零こぼしはじめた。

　愚痴を聞くのは常に克彦の傍そばに控えている、東条の忍衆の頭かしらを務める吾妻である。

　吾妻の他に長の側仕えを務める者が二人いるのだが、生憎今は別の仕事を与あたえているため不在だった。だから必然的に、愚痴に相あい槌づちを打つのは吾妻の仕事となる。

　克彦は文ふ机づくえの端はしに置いた藤見からの書状を見て、内容を思い出しながら眉間の皺を深めた。

　書状には克彦の機嫌を窺うようなお決まりの挨あい拶さつから始まり、藤見が調べた西鬼の動きや藤見の近きん況きようが記されていた。

　その中には、書状と共に参じた者は役に立とうとするので好きに使って欲しい、ともあった。

「何が使って欲しい、だ。役に立つのが当たり前だと思っているのか」

「……克彦様。お言葉ですが、藤見に他意はないかと」

「そんなことは分かっている。全くその通りだから腹が立っただけだ！」

　吾妻の言葉に克彦は不機嫌を隠かくしもせず言い返した。

　藤見が使える者だということは、嫌いやというほど理解しているのだ。命令などせずとも、常に最善の選択をして動けるということは先さき程ほどの一件で目まの当たりにした。

　最初はほんのお遊びのつもりだった。

　二、三人が騙だまされれば面おも白しろいと考えていた偽いつわりの長を使った遊びに、まさか半数以上の婿候補が引っ掛かるとは思っていなかったのだ。

「何なんだ、あの婿候補達は。あれで名家の出身だと？　は、笑わせてくれる」

「長旅の疲つかれと緊きん張ちようから判断を誤った者もいたのではないでしょうか」

「百歩譲ゆずってそれを許したとしても、その先は許容できるものか」

　婿候補達の弁解というより、克彦の機嫌を取ることを意識して吾妻が答えたが、怒りは小さくならなかった。

　東鬼一族の将来を背負う婿を選ぶ場に、腑ふ抜ぬけばかりが集まったことに克彦は驚おどろいた。だが激情した理由は、そこではない。

　克彦が怒ったのは、自分の非を認めず言い訳ばかりを口にする甘ったれた姿勢に対してだった。

　吾妻が長でないと分かるや否いなや、自分が名家出身だと恥はずかしげもなく口にして驕おごった態度で命令する。あまつさえ、東鬼の長が住む城で抜ばつ刀とうにまで及およびそうな勢いだった。

　それを見聞きした克彦は、余計な時間は割さきたくないと脱落者共を追い出そうとしたのだ。

「藤見め、水を差しやがって」

　だが、そこに口を挟はさんだのが藤見恭だ。

「しかし、あそこで藤見殿どのが動かなければ収しゆう拾しゆうが難しくなっていたと思われます」

「ああ、分かっている」

　吾妻の指し摘てき通り、あの場で藤見が注目を浴びたのは東条にとって願ったり叶かなったりだった。

　あの時失格となった婿むこ候補達を罵ののしったまま帰せば、少なからず東条への反感が募つのった。

　当主や頭領から叱しつ責せきを受けるのは当然だが、侮ぶじ辱よくされた婿候補達は東条へ負の念を抱いだくだろう。それが影えい響きようしてくるのは、各おの々おのの家が次代に家か督とくを継つがせてからになる。

「克彦様はお困りにならぬかもしれませんが、次代で家々との間に亀き裂れつが生じていたでしょう」

「……そうだな」

　当代の克彦は然さ程ほど困らないが、次の長──見合いで選ばれた花姫の婿むこの代で他家からの風当たりが強くなる可能性があった。

　婿を選ぶ場で恥はじをかき家名を落としたことで一族からも邪じや険けんにされたとなれば、東条へ恨うらみを持つのも仕方がない。

　そんな将来的に東条の地位を揺ゆるがす結果に、動いたのは藤ふじの名を持つ若い男鬼だった。

　婿候補達の怒いかりの矛ほこ先さきを自分へ向け、東条への怒りより激しく印象強い怒りで場を支配した。

「勘かんの良い者なら気付くはずだ。藤見の言動は、婿候補達を守っていたのだと」

　あの場で吾妻を斬きるために抜刀していたなら、ただでは済まされなかったはずだ。

　一族の長が住む城で無許可の抜刀。それが緊きん急きゆう時どころか私情のためであれば言い逃のがれなどできない。

　家名を穢けがすどころか一族全員が路頭に迷うはめになってもおかしくない行動だった。

　それを、わざと安っぽい挑ちよう発はつで愚おろかな婿候補を煽あおって言い争いだけで留とどめていた。

「しかも、どんな愚ぐ鈍どんでも見捨てなかった。随ずい分ぶんとお人よしなことだ」

　腑抜けた婿候補達が強制的に退室を言い渡わたされた時の反論から、逃にげ道みちも用意してやっているのだ。

　反論していた婿候補達は、家からの叱責を恐おそれて「長に会った」という事実を残して体面だけでも保ちたかったと考えた者が大半だ。

　だが中には、本物と偽にせ者ものの長の違ちがいを判断できず言い訳ばかりを口にする己おのれを恥じている者もいた。

　そんな後者を藤見は拾い上げることにした。一度失格にした者を再び婿候補へ戻すのではなく、一度挫ざ折せつを味わったことで婿に選ばれずとも家名に恥じない者へ成長すると信じて。

　結果として結びついたのは、東条にとって最善の状態であの場を収める方法だ。

　本物の長である克彦が姿を現し、失格が確定していた婿候補達に機会を与える。

　そして、藤見へ向けていた腑抜けた婿候補達の負の感情を、長が藤見を咎とがめることで落ち着かせる。

　この一連の流れに気付いた者が、あの場で何人いたのだろうか。

　藤見だけを咎めるような発言をしても、彼は異論を口にしなかった。

　従者の篠崎なら主人を蔑ないがしろにされて怒りを露あらわにすると思ったが、控ひかえていた赤毛の少年も無反応だった。

　東条のために藤見が選んだ選択を微み塵じんも疑っていない目をしていた。二人とも、嫌いやみなほど教育が行き届いている。

「婿候補達へ機会を与えるのも、藤見だけを俺が咎めるのも、藤見に誘ゆう導どうされたからだ」

　思えば、昔からそうだった。藤見の者は必ず一手先を読んだ言動をとる。

　克彦は何い時つからかそれが憎にくらしいと思うようになっていた。東条に絶対の忠誠を誓ちかうと言われても、いつか寝ね首くびをかかれるのではないかという思いも少なくはない。

　同時に、藤見がそんなことをするはずがないと思う自分もいて、感情が混こん沌とんとしていた。

「あの男鬼達について分かっていることを報告しろ」

「はっ。藤見家の四男で名は恭。齢よわい二十はたち。先日まで五年間行方ゆくえ知れずとなっていた者です。十五歳で見聞の旅に出ると従者に告げた直後、姿を暗ませました。五年間の足取りは一いつ切さい不明。ですが、つい最近ふらりと藤見の地へ戻ってきたようです。まだ詳くわしくは調査できておりませんが、行方知れずになる前との明確な違いは一点。五年前には所有していなかった刀を手に入れております。噂うわさでは、藤見の男鬼が持つ伝承の武器であると」

「赤毛の方は」

「藤見恭殿の従者で、陽太という名の篠崎家の末まつ子しです。武術や体術に加え、薬学に長たけた父の知を全すべて引き継いでいるとの噂です」

「城を歩かせた時、何か気になる行動はなかったか」

「案内人に扮ふんした忍の話によると、いち早はやく城じよう壁へきへ仕し掛かけられた結界の規模、城内の忍の配置を確かく認にんしておりました」

「刻限いっぱいまで姿を見せなかった理由は」

「婿候補達を揺さぶるためかと。藤見殿は顔が割れておりませんので、家いえ柄がらが不明な者を演じて攪かく乱らんしようとしたのでしょう」

　そこまで吾妻の報告を聞いた克彦は、ドンッと文ふ机づくえに拳こぶしを叩たたきつけた。

「俺は藤見が嫌きらいだ」

　まだ報告することはいくつかあったが、吾妻は話すのを止やめ、ごくりと唾つばを飲み込んだ。

「指示をせずとも東条にとって何が最善か判断して動いている。この疑う隙すきを与えようとしないところが嫌いだ」

「克彦様……。藤見は誰だれよりも東条を理解しております」

「分かっている。だからこそ、不平も不満も口にしない藤見が嫌いなんだ」

　声を震ふるわせない代わりとばかりに、文机の上にある克彦の拳は震えていた。

　その震えが何を意味するのか理解している吾妻には、少しでも心が軽くなるようにと労いたわることしかできない。

「藤見を他家より特別視していないと思わせるには、藤見を蔑ろにするしかないんだ」

　語ご尾びを弱めて呟つぶやいた克彦の本音を、吾妻はしっかりと受け止めた。







　それから程ほどなくして、克彦の執しつ務む室に新たな影かげが二つ姿を見せた。武士風の装いをした、恭が門の前で会った男達だった。

　もちろん二人は門番などではなく、本職は克彦の側仕えの者達である。

　今回は婿候補を選別するため、審しん査さ員いんとして婿候補達を観察していたのだった。

「それで、婿候補はどのくらいまで減った」

「克彦様と吾妻殿を見誤った者は既すでに失格としております。城内を考えなしに徘はい徊かいしている者もおりますので、どちらも頃ころ合あいを見計らって放ほうり出しましょう」

　どうにか気を落ち着けた克彦が男の一人に問うと、懐ふところから巻物を一つ取り出して答えた。

　男から巻物を受け取り、克彦はその内容に目を落とした。巻物には、婿候補の名がずらりと並んでいる。

　家名、名前、歳、簡単な経歴の書き記されたそれには、真新しく朱しゆ色いろの墨すみで取り消すような線が引かれている箇か所しよが多数あった。

　その線の多さに、これまた愚ぐ痴ちを零こぼすのと同時に息を吐はいた。

「情報収集の基本も知らない役立たずを寄よ越こすとは、東条も舐なめられたものだ」

　取り消し線は、婿候補の失格を意味している。

　藤見のお膳ぜん立だてもあったため、吾妻を長おさと見誤った婿候補達に機会を与あたえると言ったが実際は失格という判定は覆くつがえっていない。

　覆ったのは彼らの将来性に期待するという部分であり、婿としては未熟なのには違いなかったからだ。

「長年戦いくさもなく、平へい穏おんな暮らしに慣れ親しんだからでしょう」

「その一言で済む問題ではない。西鬼の動きが怪あやしいのは知れ渡っているはずだ」

　吾妻と同じようなことを側仕えの一人がやんわりと言ったが、やはり克彦にとっては東鬼一族の衰おとろえに繫つながるので軽視はできなかった。

　その懸け念ねんには皆みな同意のようで、苦く笑しようしながらも首を縦に振ふっている。

「平和呆ぼけしたままでいれば一気に西鬼に攻せめ落とされますからね」

「失格した者の家には、家名に恥はじぬ教育をし直せと伝えておけ」

「畏かしこまりました。あまり角が立たぬよう諭さとしておきましょう」

　偽にせの長を使った件を知っている彼らもまた、東条に負の念を抱いだかれないよう配はい慮りよするようだ。

　克彦は視線だけで「好きにしろ」と答え、巻物を側仕えの男に返した。

　再び巻物を手にした男は、並んだ名の中にある一名を気にして落とした視線を上げた。

「藤見殿どのの処しよ遇ぐうは如何いかが致いたしましょう」

「……特に残す理由もない。他ほかの婿むこ候補達と比べて飛び抜ぬけた功績を残さない限り追い返せ」

　短く言い放った克彦に側仕えの二人は尤もつともだと頷うなずき、吾妻は人知れずため息を漏もらした。
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　長と吾妻さんが座ざ敷しきから消えた後、俺と陽太は二人で肩かたを並べて城の門を目指していた。

　あのまま座敷に残っていても手て持もち無ぶ沙さ汰たであったし、何より居い心ごこ地ちが悪かったのだ。

「歓かん迎げいされないとは思っておりましたが、とりつく島もありませんでしたね」

　東条からのあまりの扱あつかいに項うな垂だれている俺とは違ちがい、陽太は特に落ち込んだ様子がなかった。

　むしろ当たり前だと顔に書かれているような気がして、これが藤見へ対する東条の通常通りの対応なのかと思うと、苦い表情しかできなくなる。

　藤見家頭領の義正様の命令通り、緊きん張ちようの連続で東鬼一族の長と対面を果たしたわけだが、とりあえず藤見家がめちゃくちゃ嫌われていることはよく伝わってきた。

「（何が見合いの隠かくれ審査員だ。話が全然違うじゃないか……！）」

　今になって義正様が俺を東条へ向かわせた意味も分かった。

　義正様は、藤見が嫌われまくっている現状を俺に何とかしてこいと言っているのだ。可愛かわいらしく言えば仲直り。格好良く言えば外交だ。

　恐おそらく藤見の誰が訪ねても同じような対応しか望めないと思うが、今回は五年もの間不在だったキョウ様の挨あい拶さつも兼かねてのことだろう。

　義正様なら威い厳げんある風格で長を圧あつ倒とうしそうだし、兄達三人も言葉の駆かけ引きが得意そうだ。

　それに比べて俺はといえば……。思っていた以上に東条との不仲さにドギマギして、長の悪印象を変えることができなかった。これはもう、義正様のお叱しかりを覚かく悟ごするしかない。

「長のお言葉通り、藤見へ戻もどられますか？」

「いや、東条では見合いの他に用事があるから、暫しばらく滞たい在ざいするつもりだ」

「確か封ふう移い師しをお訪ねになるのですね。今すぐ向かわれますか？」

「ああ。長の方は……今はご機き嫌げんが悪いようだから、後日改めて挨拶に来ようか」

「承知しました。では城下で旅籠はたご屋やを取らなくてはなりませんね。あの様子ですと、城での滞在は……」

「無理だろうな」

　泊とめてもらえるとしても、厩うまやや床ゆか下した辺りが関の山だ。

　婿候補なら部屋を用意してもらえると思うが、東条にとって俺はお邪じや魔ま虫むしでしかない。

　藤見のくせに何勝手に見合いに参加しちゃってるの？　とでも言いたげな長の表情を思い出すだけで憂ゆう鬱うつだ。

　この分であれば東条の城で働く人達も友好的でない可能性が高い。

　封移師についても、ここで聞き込んでも所在はつかめないだろうと思い、俺は自分の足で城下町へ向かおうと決めた。

　はぁ～っ、と長い溜ため息いきを吐ついて憂鬱な気分のまま東条の城を後にした。







　東条の城を背に、俺達は三つの通りに分かれる手前の場所で立ち止まった。

　真正面には人の行き来が盛んな、商家が立ち並ぶ通り。左右は、平たく言えば居住区画だ。

　その居住区画も職人が多く暮らしているとか、一いつ般ぱんの町人が多いとかで違いがある。

「恭様は封移師の居場所に心当たりがあるのですか？」

「残念ながら詳くわしくは知らないんだ。とりあえず町の人に聞き込んでみようと思っている」

　陽太の質問に答えながら、三つある通りのどれから探そうか頭を悩なやませる。

　キョウ様からは東条の城下町に封移師がいるとしか聞いていないため、特に目星など付いていないからだ。

「それなら闇やみ雲くもに探し回るより、ある程度範はん囲いを絞しぼった方が良さそうですね」

「何か良い案でもあるのか？」

「封移師は商売ではありませんので、商家の並ぶ通りに住んでいるとは考えにくいですね」

「なるほど。つまり左右二つの通りか。じゃあ俺はこちらの通りで聞き込みをするから、陽太はもう一つの通りを頼たのめるか？」

「はい！　では旅籠屋で部屋をとってから聞き込みを行いますね。封移師の住居が見つかるか、一通り調査し終えたらお迎むかえに上がります」

　俺が右の通りを指差すと、陽太は元気よく返事をして宿をとるために真ん中の通りへ駆けて行った。左の通りへは、後で足を運んでくれるらしい。

　そんな陽太の後ろ姿を見送ってから、俺も自分が担当する通りへ足を向けた。







　見たところ、俺が選んだのは一般の町人が多く暮らす通りのようだ。

　そこは通りに沿って大小様々な屋や敷しきが何なん軒けんか続く場所となっていた。どうやら、住まいが城に近くなるほど住んでいる者の身分が高くなっているらしい。

　証しよう拠ことして、最初は通りの両側は武家の屋敷が並んでいたのが歩みを進めていると徐じよ々じよに屋敷の規模が小さくなっていき、ついには屋敷でなく平屋や長屋が建ち並ぶ景色へと変わった。

　武家との境にあるのは小さな仕し舞もた屋やだった。そこが板いた塀べいを挟はさんで左右で武家と長屋に分かれているのだ。

　と言っても通りを挟んだ向かいに仕舞屋はない。だが、境の目安となっていることは確かだった。

　通りのどこかから子供の笑い声や泣き声、叱りつける女の声が聞こえてきた。

「この辺りで聞き込みをしてみるか」

　正直、聞き込みとやらの正しい方法は分からない。だが、とにかく何度か住民に聞いていれば何か手て掛がかりが摑つかめるかもしれないという軽い気持ちだった。

　手始めに仕舞屋の木戸門のそばに立って聞き耳を立てたが、中に人がいるような気配は感じられなかった。留守のようだ。

　次に目を向けたのは、隣となりにある長屋だ。

　長屋の周りには竹細工用の竹や古ふる笠がさなどが積んであるのが確かく認にんできる。

　戸口の前に立って中を覗のぞくと、切り取った竹を木き槌づちで叩たたいて何かを作っている男と、赤ん坊ぼうを背負っている奥さんらしき人物が見えた。居いじ職よくの竹細工師といったところか。

「ごめんください」

　木槌の音が大きいので少し声を張って訪ねると、俺に気付いた男が手を止めて不思議そうな顔で土間の方へ出てきた。

「突とつ然ぜんお訪ねして申し訳ありません」

「へぇ、それは構いやせんがお武家様があっしらに何か御ご用ようで？」

　男が首を傾かしげていたのは、俺が武家の者に見えたのが理由のようだ。確かに袴はかま姿すがたに帯刀をしているから、そう思って当然なのかもしれない。

　誤解されて面めん倒どうなこともなく特に訂てい正せいする必要もないと感じたので、俺はそのまま話を進めることにした。

　男に頭を下げ、封移師について尋たずねてみた。

「封移師と呼ばれる方を探しているのですが、ご存じないでしょうか」

「先生の家でしたら、そこの仕舞屋でさぁ。でも最近はお姿を見かけてませんぜ」

　戸口から外へ出て、俺が最初に訪ねようとした仕舞屋を指差して男が答えた。

　不在ではあったが、まさかの一発的中にかなり驚おどろいた。

「少し前まで先生に弟で子し入り志願する人が引っ切り無しにやって来てねぇ」

　旦だん那なである男を追って、赤ん坊を背負った奥さんも続いて外に出てきながら当時を思い出すような表情で言う。

　奥さんは右目め尻じりの泣きぼくろが目を引く、少しふっくらとした人だ。ねんねこ半はん纏てんの襟えり元もとから顔を覗かせている赤ん坊は、ぐっすりと眠ねむっていた。

　弟子の志願者が殺さつ到とうということは、かなりの腕うで前まえを持つ人物だと思う。

　陽太に聞いた話によれば、封移師は東ひがし鬼おにに一人しかいないので教えを乞こいたい人が多いのも頷うなずける。

　しかし今は何ど処こにいるのだろうか。

「どこかに引っ越こされたのですか？」

　肯こう定ていされると困るので、否定して欲しいと思いながら質問を続けた。

「時々ふらっと帰ってきなさるから、引っ越しはしてねぇな」

「先生が戻ったら知らせようかい？　あたしらは近所のよしみで先生と顔を合わせることも多いからね」

「本当ですか？　ありがとうございます、助かります！」

　奥さんの願ってもない申し出に、俺は顔を綻ほころばせながら頷いた。

　聞けば、二人は封移師と近所の中では一番付き合いがあるらしい。これは嬉うれしい協力者を得ることができた。

「あはは、困った時はお互たがい様さまだよ。どこに知らせに行けばいいんだい？」

「旅籠屋で暫く寝ね泊とまりする予定ですので、宿が決まり次し第だいまたお訪ねします。あ……でも今は持ち合わせが少ないので、お礼は待って頂けませんか？」

　恐おそらく商家が多く並ぶ通りには、宿が複数あると思う。今いま頃ごろ陽太が数日滞在できるよう手配してくれていると思うが、名前はまだ分からないので後で知らせなくては。

　迷めい惑わくを掛かけてしまう分、お礼も言葉だけでなく金品を用意して渡わたした方が良いはずだ。

「やだねぇ、お礼なんて必要ないよ。でも代わりと言っちゃぁ何だけど、旦那が作った竹細工の露ろ店てんが出る時に顔を出してくれるとありがたいねぇ」

「もちろんです。連れも一いつ緒しよに伺うかがわせて下さい」

　本当にこの夫ふう婦ふは良い人だ。お礼は必要ないと笑って断られたが、旦那さんの手伝いくらいは陽太と一緒にやろう。

　東条の長おさから藤見へ帰れと言われた時はどうしようかと思ったが、城下町で良い出会いができた。これぞまさに、捨てる神あれば拾う神あり、だ。

　夫婦との会話は眠っていた赤ん坊がむずかってきたのでそこまでになってしまったが、思っていた以上に、封ふう移い師しの捜そう索さくが進んで機き嫌げんも一気に良くなった。

　早く陽太に知らせてやろうと思い、俺は捜索を担当していた通りから移動することを決めた。

　陽太と手分けした封移師の捜索は、封移師が見つかるか、一通り調べたら一度打ち切る手て筈はずとなっている。

　今回は本人を見つけたのではなく、住居と協力者を得ただけなのだが成果としては上々だ。

　少し予定とは内容が異なっているが、俺が陽太を迎えに行っても大だい丈じよう夫ぶだと思う。

　目的もなく通りを歩き回るのは時間の無む駄だだし、その間も陽太が封移師の情報を集め続けるのだと考えると気の毒だ。

　だから、陽太が迎えにきてくれるより前に自分から残りの通りへ足を向けることにしたのだ。

　基本となる大きな通りは単純に三本にしか分かれていないので、その間を移動するくらいなら俺でもできる。

「入れ違ちがいになっても、陽太なら簡単に見つけてくれるよな」

　そんな風に楽観的に考えて、残り一つの通りへ向かった。







　三つ目の通りは、他ほかの二本に比べると寂さびれた印象を受けた。

　商家の多い通りのような人が行き交かう音はなく、一いつ般ぱんの町人が多く住む通りであった子供の声や人の話し声といった生活音もない。

　通りに沿っている建物は古びた長屋や小屋ばかり。そこから生じる音は、槌を打ち付ける音や野の良ら犬いぬの唸うなり声だった。風に乗ってくる匂においは、墨すみや灰によるものだった。

　どうやら最後の通りは、手に職を持つ者達が作業場を兼けん用ようして暮らしている場所らしい。

　城に近い場所しか歩いていないが、離はなれるに連れて道の整地漏もれや雑草が目につくようになっている。

「（お、陽太発見）」

　通りを歩きながら捜さがしていたのは、目印にするのに最適な陽太の赤茶色の髪かみだ。

　長屋の傍かたわらにポツンと建つ小屋の前で目的の赤を見つけ、少しずつ距きよ離りを詰つめる。

　陽太は聞き込みの最中なのか、少し腰こしの曲がった老人と話をしていた。老人の手にはのみと金槌が握にぎられていた。恐らく大工か、木材を加工する職の人だ。

　ちょうど話に一段落ついたようで、老人に頭を下げた陽太が俺の方を振ふり返って笑った。

　ゆったりと歩む俺とは違い、駆かけ足あしで俺の前に来た陽太は明るい声を出した。

「こちらへ足を運んでくださったということは、封移師が見つかったのですね」

「いや、見つかったのは家だけだ。封移師はこれから探すつもりだが、陽太は何を？」

「少し町中の様子を調べていました」

　そういえば、藤見から調べるよう託たくされた巻物に治安の項こう目もくがあったのを思い出した。

「この通りは他と比べると治安が悪いようですね。実際、見回っているだけなのに何度か声を掛けられて困りました」

「余よ所そ者ものを警けい戒かいしているのか？」

「恐らく金品が目的だと思います。どうも職人崩くずれが粗そ暴ぼうな行動に出るようになったのだとか」

「まさか町の人に暴力を？」

「今のところ、飲食後に苦情を言って代金を支し払はらわなかったり、売り物に傷がある等のケチをつけて無断で持ち帰ったりしているそうです」

　つまりチンピラが商家の多い通りで無銭飲食や万引きを繰くり返しているのか。

　ほんの少しの聞き込みで簡単に情報が入るなら、犯行が常習と化している可能性も高い。

　回数が増えているなら味を占しめた逃とう亡ぼう面に長たけた単独犯か、腕っぷしの強い者が集まった集団か。どちらにしても、東条には犯罪を取り締しまる組織はないのかと首を捻ひねった。

　現代では警察がその立場だけど、昔の日本に近い異世界なら岡おかっ引ぴきやらそれに近い職業があっても良いのではなかろうか。せめて、有志の自警団とか。

「商売人は肝きもが据すわっていると言うが、相手によっては暴力をふるってくるかもしれないな」

「そうですね。悲しいことに、実力行使に出る者も少なくありません」

　そう言いながら目を伏ふせた陽太の顔は、どことなく寂さみしげだった。何かに思い悩なやむような、悔くやむような表情で唇くちびるを嚙かみしめている。

「陽太？　何かあったのか？」

「恭様、オレっ」

　言葉を詰まらせた陽太に俺は慌あわてて視線を走らせた。

　俺と離れて行動している間に、どこか怪け我がでもしたのかと心配になったからだ。

　ちょっとした切り傷でも騒さわぐ俺と違い、陽太は泣き言を口にしない。そんな彼がこんな表情になるなんて、一体どうしたというのだ。

「実は裏の路地で……」

「まさか絡からまれたのか？　怪我はしていないか？　痛むところは？」

「相手を完かん膚ぷ無なきまでに痛めつけてしまったのですが、やりすぎでしょうか？」

　って逆かーい！　ボコボコにしちゃったんだけど、どうしようっていう相談かよ！

　もうヤダ何なのこの子。ちょっと目を離した隙すきに暴れ回ってるとか本当に勘かん弁べんして欲しい。

　相手から恨うらみを買うのも問題だが、一番心配なのは争いごとに簡単に首を突つっ込んで無む茶ちやをしそうなところだ。

　俺が一緒ならある程度の制止を掛けられるけれど、今回のように陽太が一人で絡まれた時は心配だ。

　これは陽太が悪いというより、篠崎の教育方針に問題があるような気がするが……。

　とにかく、今のところ陽太のたづなを握れるのは俺だけなので、制せい御ぎよをしつつ手加減を教えていく必要がある。

　まずは、この激しやすい感情を抑おさえる特訓からかな。

「少し我が慢まんすることを覚えようか。お前は時々感情的になりすぎる」

「オレも抑えるよう努力をしているんです。先さき程ほど絡まれた時も少しだけ……」

　親指と人差し指の間を詰めて「少し」の部分を仕草で表現している。

　だが陽太、言わせてくれ。おま、それ親指と人差し指がくっついてんじゃねーか！

　少しじゃねーよ。ゼロだよ。これっぽっちも我慢できてねーじゃん！

　これは非常に根気が必要な戦いになりそうだと、俺は流れ落ちそうになる涙なみだを我慢した。

　しかし陽太の沸ふつ点てんを高くできれば、それは結果的に俺への苦労と心労が激減することにも繫つながる。最初は大変だが、必ず実りある結果となるはずだ。

「あっ、兄貴！　あの赤毛のガキがそうです！」

　……えええ、言ってる傍そばからガラの悪そうな連中に超ちよう睨にらまれてるんですけどおおおお。

　声の方向には、前方から此方こちらへやって来る男が三人。

　ボロボロになっている内の一人は瘦やせこけたネズミ顔で、もう一人は小太りで目の細い男だ。

　その後ろにいる、兄貴と呼ばれた男がチンピラのリーダー格らしい。

　どっしりとした腰、太い首、厚い胸。男の俺でも軽く見上げなくてはならないほど巨きよ漢かんだ。

「念のために聞くが、知り合いか」

「少し前に声を掛かけてきた者達です」

　おい陽太、それ大おお噓うそだろ。声を掛けられるというか完全にボコボコにしちゃった人達だよね。

　きっと相手が先に手を上げてきたから正当防衛で返り討うちにしたんだと思うけどさ。

　実際、チンピラのリーダー以外の二人がボロボロだよ。

「うちの子分共を可愛かわいがってくれたそうじゃねーか」と、まるで「お礼参りに参上しました」とでも言い出しそうな雰ふん囲い気きを醸かもし出している三人を見て俺の頰ほおはヒクヒクと引き攣つった。

　思わず一歩後あと退ずさり、土下座で謝れば許してくれないかなと弱気な考えが脳のう裏りを過よぎった。

　だが俺達への追い打ちはまだ続いた。俺達への試練はここで終しゆう了りようではなかったのだ。

「兄貴、加勢しに来やした！　……って、てめぇらは!!」

　更さらに最悪なことに、チンピラ側に見覚えのある男が加勢として登場したのだ。

　鼻の頭を擦すり剝むいている男は、俺達が東条へくる道中の街かい道どうで娘むすめさんをナンパしていた男だった。運命的な再会に驚おどろきだ。

「知り合いなのか」

「へぃ兄貴！　この鼻の礼をする相手はコイツらです！」

　男の鼻は他の肌はだと比べて赤みが強く、その先が擦れている。鼻血を流した時に傷もできたようだ。

　男の報告を受けて、いっそうリーダー格の男が鋭い眼を向けてきた。

　その凄すごみに気合い負けしそうになった俺は、これはもう、陽太に我慢を覚えさせるのは諦あきらめた方が良さそうだと考えた。

　いつの間にかユキちゃんが肩口にへばりついてチンピラ達を威い嚇かくしているが、ここは俺の得とく意い技わざである「逃亡」を実行しよう。

「陽太、ここは逃にげるぞ」

「了りよう解かいしました。これ以上の仲間を呼ばれると面めん倒どうですしね」

　そう言い置くと、ユキちゃんに影へ戻るよう指示をして町から街道へ出る道へと駆け出した。

「逃がすか！　野や郎ろう共、追い駆けてとっちめてやれぃっ」

　すぐにチンピラ達も俺達を追って動いた。足音の小さな陽太と違ちがい、大気が揺ゆれて人が疾しつ走そうする気配が強い。

　興奮によって上ずった怒ど声せいに、地面を踏ふみ荒あらす大きな足音。それらは人の目を引くには十分で、俺達はすれ違う人達に好こう奇きの目を向けられながら通りを走り抜ぬけたのだった。

　今度は忍にん者じやとの鬼おにごっこではなく、チンピラとの追い駆けっこが体験できるらしい。

　追い駆けっこ＝砂すな浜はまで可愛い女の子と一いつ緒しよに、という方程式が成り立っていた俺には地じ獄ごく以外の何物でもなかった。







「待ちやがれー！」

「逃げてばかりで恥はずかしくねぇのかー！」

「はぁ。街道を逃げるだけでは振り切れそうにないな」

「足はオレ達の方が早いですが、街道が直線ですので見失わないのでしょうね」

　チンピラ達との距きよ離りは少しずつ開いているが、それを補うかのようにチンピラ達は想像以上に体力があった。

　街道を逃げていればそのうち諦めてくれると踏んでいたのだが、ほぼ直線の街道では逃亡する姿が目前にあり続けるため追い駆かけっこが終わらないのだ。

「オレが迎むかえ撃うちますので、恭様はそのままお逃げ下さい」

　陽太の提案はとても嬉しいが、チンピラをボコボコに痛めつけた前科がある陽太を一人にするのは気が引けた。

「俺も一緒にいた方が良くないか？　色々と心配なんだ」

「そ、そんなにご心配下さるなんて……！」

　いや、主に心配しているのは陽太にボコられるチンピラ達の方なんですけど。
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　陽太が圧勝するのは戦う前から分かっているけど、街道での一件のようにチンピラ達が刃は物ものを使ってきたらストッパーの俺がいないと危ないでしょ。

　……とは口にすることができない。

「この先で街道が分かれます。右に入って真まっ直すぐ進んでいれば竹林が見えてきます。そちらへお逃げ下さい」

「陽太はどうするつもりだ」

「オレも同じ竹林に入りますよ。あの者達を、一度別の場所へ誘ゆう導どうした後になりますが」

　それでも陽太は、胸を張って一人で相手をすると主張した。

「本当に大だい丈じよう夫ぶなのか？　加減を忘れて怪け我がをしないか心配なんだ」

「もちろんです！　必ず無傷で恭様のもとへ戻もどりますね」

　だから陽太の心配ではなく、チンピラ達の心配だってば。

　街道で娘さんを助けた時もそうだが、キョウ様の感覚と同じように陽太も身の危険や殺気を感じれば反射的に身体からだが動くよう訓練されている。

「相手は刃物をチラつかせるかもしれない。それでも、そう言い切れるのか」

「ふふ、抜ばつ刀とうする前に沈しずめます。それで安心して下さいますか？」

　自信満々の陽太の笑えみは、相変わらず底そこ抜ぬけに明るい。

　右手の脇わき道みちに入った。暫しばらくすると徐じよ々じよに人家が減り、荒あれた田畑や雑木林が広がってくる。

　城下町の近くなのに寂さびしい所だと思いながら、俺はその先に見えた竹林の中の小道に足を踏み入れた。

「うるさい蠅はえは叩たたき潰つぶすに限りますよね」

　チンピラを十分引きつけた後、人目に付かない場所へ移るため陽太が俺と別の脇道へ逸それたことなど、知る由よしもなかった。
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　一体、どれだけ同じ景色を見れば終わるのだろう。

　同じ場所を延々と巡めぐっているような感覚に、俺の精神は崩ほう壊かい寸前だった。

　目印などない。頼たよれるのは己おのれの記き憶おく力と、いつか生せい還かんできるという希望。

　それはまるで、旅人を惑まどわす妖あやかしの住まう暗黒の森──という言い訳ですが何か？　迷子ですが何か問題でも？

「……迷った！」

　いい加減同じ景色を見み飽あきた頃ころ、俺は開き直って声を上げた。

　陽太に聞いた通り、竹林の中へ入ったまでは良かった。真っ直ぐ進めという陽太の言葉通り、俺はひたすら真っ直ぐ竹林を走った。

　道が左右に分かれていれば、真っ直ぐっぽい方へ進んだ。それを何度か繰くり返して、今に至るというわけだ。

　見知らぬ土地で迷うことが多いのは自覚しているが、こう毎度毎度大自然で独りぼっちになるのは本当に心細い。

　こんなことになるなら、意地でも陽太と離はなれるんじゃなかった。

　そんなことを思いながら、俺は道らしい道すらなくなった林の中をザクザクと真っ直ぐ進み続けていた。

「……ん？」

　そんな時、とある箇か所しよを通過すると竹の生え方が僅わずかに他ほかと違っていることに気付いた。

　気になって真っ直ぐ進んでいた足をとめ、そちらへ方向転てん換かんをする。

　辿たどり着いた場所は、林の中には似つかわしくない人の手が加えられた空間だった。

　竹林の奥にある開けた場所に、柴しば垣がきをめぐらせた住居があった。数す寄き屋や造りの建物からは質素ながらも洗練された印象を受ける。

　まだ陽ひは傾かたむいていないので、林の中は比ひ較かく的てき明るい。これが薄うす暗ぐらければ、家から光が漏もれるなり何なりして人がいることが確かく認にんできただろう。

「（とにかく林を抜ぬける方法を尋たずねてみよう）」

　そう思って小屋へ近づこうと、数歩前へ進んだ──その時だった。

（──右へ跳とべ。三歩分だ）

「……っ!?」

　俺の脳内に聞き慣れた自分と同じ声が響ひびき、身体からだが大きく揺ゆれた。

　これは身の危険を察知した時に下される、キョウ様の感覚からの命令だ。

　指示通り反射的に右へ三歩飛べば、追うようにして俺へ向かって黒い物体が飛んできた。

　ザク、ザク、ザクッ、と移動した三カ所に突つき刺ささったそれの正体は、見事な軌き道どうで俺を仕留めにかかった手しゆ裏り剣けんだった。

　見覚えのある武器に、自分の顔が歪ゆがんでいくのが分かった。

「また忍にん者じやが相手かよ……」

　思い返すのは、藤見の地に召しよう喚かんされた直後に体験した忍者との地じ獄ごくの鬼おにごっこ。そして、土地神の住まう森での壮そう絶ぜつな戦せん闘とうだ。

　その時の激戦の再来のようにして俺の前に姿を見せたのは、旅装束に菅すげ笠がさを深くかぶった黒くろ髪かみの女性だった。

　忍者といえば全身が黒の装束であると脳にインプットされていたので一いつ瞬しゆん戸と惑まどったが、俺は彼女に見覚えがあった。

　街かい道どうでチンピラに絡からまれていた娘むすめさんの従者の、くの一だ。

「何でここに──」

「貴様、何用でこの地に来た！」

　言いざま、突とつ如じよくの一の手から黒く鋭えい利りな武器が放たれた。苦無だ。

　牽けん制せいのために投げられた苦無の軌道は俺の身体から逸それていたが、高さは胸むな元もと。位置がずれていれば心臓に突き刺さったであろう一いち撃げきに、背筋が凍こおりそうになった。

　俺と小屋の間に立つ彼女のしなやかな身体から、刺すような鋭するどい殺気が溢あふれている。

　その手にはまたもや苦無が握にぎられており、腰こしの据すわった隙すきのない構えをしている。

「この中にいらっしゃる方がどなたか知っての狼ろう藉ぜきか」

　女性とは思えないほどの威い圧あつと殺気に、思わず後あと退ずさった。

　だがそこに、ヒュン、と大気を切る音がした。

　俺と対たい峙じしていた女性が言葉を切って飛び退のいた。びゅうっ、と風を裂さく音と共に矢が女性が居た場所に突き刺さる。

「くっ！」

　続けざまに、反はん撃げきする隙を与あたえないよう矢が一本、二本と飛来し、跳ちよう躍やくして矢を避よけるくの一の顔が不快そうに歪んだ。

　着地した足下を狙ねらった正確さに、避けるだけで必死なのだろう。

「──、しまっ……！」

　そしてついに、くの一は体勢を崩くずして矢から逃のがれるタイミングを失った。

　だが流石さすがは体術に長たけた者。完全に受けたと思った矢は、またしても彼女の身を捉とらえることができなかった。わずかに身を引き、顔を捻ひねってその鋭い追つい撃げきから逃れたのだ。

　しかし、どうにか無傷であっても体勢を崩した代だい償しようは大きかった。

　顔面付近を矢が通過したことにより、かぶっていた菅笠が宙に飛んだ。矢が掠かすったらしい。

　それを拾いに行くどころか、目で追う余よ裕ゆうすらなかった。何な故ぜなら、陽太が突とつ然ぜん姿を現してくの一を頭上から斬きり込んだからだ。

「──っ！」

「陽太！」

　ピタリ、と。刀身がくの一の首筋の位置で止まった。

　首を刎はねる勢いで容よう赦しやなく振り下ろされた一撃に、彼女の死を覚かく悟ごして制止の声を張り上げてしまった。

　恐おそらく、陽太は最初からそんなつもりではなかったと思う。俺が止めなくても脇わき差ざしの刃ははギリギリの位置で止まったはずだ。

　地面に膝ひざをついたくの一に、脇差を突き付けている陽太。

　時代劇のワンシーンを切り取ったような二人を見て、思わず各おの々おのの配役が何か考えてしまう。

　目と目が合ったまま見つめ合う二人は、一瞬たりとも隙を見せない。まるで、世界には二人しか存在していないかのように。

　おお？　これはもしかして、実は二人の背景は桃もも色いろとか？　恋こいの花が開いちゃったとか？

　ふふふ、お兄さんちょっと勘かん繰ぐっちゃうんですけど。

「我が主あるじへの無礼、その命で償つぐなってもらおうか」

「無礼？　取り次ぎもない不ふ審しん者を警けい戒かいして何が悪いのでしょう」

「どうやら随ずい分ぶんと死に急いでいるらしいな。小生意気な女鬼だ」

　……駄だ目めだ、そんな甘ったるい設定が通る二人じゃなかった。陽太の台詞せりふが完全に悪役だ。

　追い詰つめるような矢の攻こう撃げきに、死を覚悟させる斬ざん撃げき。その一瞬の隙さえも許さない陽太の動きに腕うで前まえを察知したくの一は、警けい戒かい心しんを剝むき出しにしている。

「今、女鬼を愚ぐ弄ろうしたな」

「愚弄？　歯向かってくる野の良ら猫ねこのような女鬼への言葉のどこが──っ!?」

　陽太が挑ちよう発はつ的に答えた次の瞬しゆん間かん、くの一の手元に、赤い火が点ともった。

　突き付けられた刀身で首が傷ついてもいいと言わんばかりの勢いで、くの一は陽太に向かって火を揮ふるった。

　二人の間には炎ほのおが瞬またたく間に燃え上がり、離はなれざるをえなくなる。どうやら陽太がくの一の地じ雷らいを踏ふんだらしい。

　その光景を目まの当たりにして、俺は茫ぼう然ぜんとすることしかできなかった。

　特に詳くわしいわけではないが、鬼道術を使うなら掌てのひらを合わせた状態で指を色々な形で組み替かえる──印を結ぶという動作が必要なはずだ。

　もしくは、鬼道術の効力が付ふ与よされたお札のような紙──符を使って発動させるのが一いつ般ぱん的だと聞いた。

　しかし、くの一はそんな素そ振ぶりもなく簡単に陽太へ炎を投げつけた。

　魔ま法ほうのような呪じゆ文もんの言葉を口にした様子もなければ、魔法の杖つえを振ったようにも見えない。

　その仕組みがどうなっているのかは全く分からないが、二人が武器だけでなく術を使って戦う気になったかもしれないと内心で冷や汗あせを流した。

　何故なら、俺の知っている限りでは陽太も炎系の術を好んで操あやつっていたからだ。もし二人が本気で鬼道術で戦えば……林が丸まる焦こげになる可能性が大だ。

　そんな俺を余よ所そに、二人は静せい寂じやくの中で息を止め、ジリジリと間合いを詰めていた。

　距きよ離りが開いたせいか、陽太は脇差を納刀して武器を弓矢に持ち替えている。いざとなれば、矢じりを近きん距きよ離り用の武器として扱あつかえるので遠近共に戦える準備を整えたらしい。

　一方離れた場所で陽太を睨にらんでいるくの一は、すぐに斬り込んでこず仕し掛かけるタイミングを窺うかがっていた。

　そうして暫しばらく無言の睨み合いが続いた後、くの一の苦無を持つ手がピクッと動いた。

　刹せつ那な、攻撃の開始を察知した陽太が矢を放った。風の唸うなりと共にくの一へ向かったそれは、またもや地面へ突き刺さるだけに終わる。

　矢の位置からして、脚あしを狙ったのだろう。先さき程ほどまでの構えを見る限り上半身に狙いを定めていたように思ったが、咄とつ嗟さに攻撃場所を変えたようだ。

　そのせいでくの一は反射的に身を引かなくてはならなくなった。恐らく、狙いが上部であれば避けることが可能だと踏んでいたはず。

　再び対峙した二人の間に、鋭い殺気が走った。くの一の持つ苦無に、炎の赤が浮ういた──。







「千代、武器を下げなさい。林を火の海にするつもりなの？」

　と一いつ触しよく即そく発はつの空気の中、聞き覚えのある声が響いた。

　まるで吸い寄せられるかのように声の方へ目をやれば、小屋から旅装束に菅笠をかぶった女性が出てきたところだった。街道で会った娘さんが一人の老人と共に現れたのだ。

　あの時は清せい楚そで儚はかない印象だったが、くの一を止めた声は高ぶっている。

「聞こえなかったの？　武器を下げて術も解きなさい」

「ひ、め様……」

「──っ」

　ポツリと漏もらしたくの一の言葉に、気が付けば反射的に動いていた。

　小屋から姿を現した女性と老人の真正面へ移動し、一定の距離をとって足を止めた。俺の一歩分後ろには、いつの間にか陽太が控ひかえている。

　一いつ拍ぱくほど遅おくれて娘さん達の傍そばに「千代」と呼ばれたくの一が移動したが、気にしている余裕などない。

　値ね踏ぶみするような老人の視線を感じながら、俺は片かた膝ひざをついて頭を下げた。

「騒さわぎ立ててしまい申し訳ありません──花姫様」

　そう、この娘さんの正体は東ひがし鬼おに一族を束ねる東条のお姫様、花姫様なのだ。

　良い所の娘さんだとは思っていたが、まさか最さい高こう峰ほうのお姫様だったとは驚きよう愕がくの事実だった。

　菅すげ笠がさで隠された顔を見ることも、身分の違ちがいから許可なく顔を上げることもできない。

「いいえ、こちらこそ側仕えの者が失礼を。貴方あなたは……どこか名家のご子息のようですね」

「藤見家が四男、恭と申します。この者は私の従者で篠崎陽太です」

　傍かたわらに控えていた陽太を紹しよう介かいすると、陽太は無言で頭を下げた。

　既すでに婿むこ候補を選出する場で俺は長おさの邪じや魔まをしている。

　二言目には「帰れ」と告げられるほど好感度が底辺なのに、花姫様の邪魔もしたとなれば今度こそ完全に東条への出入り禁止をくらうだろう。

　最悪のパターンしか思い浮かばない俺は、これ以上の不興を買わないために深々と花姫様へ頭を下げた。

「花姫様の邪魔をしてしまい、申し訳ありません」

「どうか顔をお上げになって下さい。貴方を疑ってなどおりません」

　何とか誤解だけはされずに済んだようだ。

　一方的な長とは違い、花姫様は俺と話をしてくれるつもりらしい。

　出入り禁止だけは免まぬがれそうだと少し安心して、言われた通り顔を上げた──のだが。

「……っ」

　花姫様を見た瞬間、俺の全身に雷かみなりに打たれたような痺しびれが走った。

　透すき通とおるように白い肌はだ。濡ぬれたように艶つややかで黒く長い髪かみ。長いまつげに覆おおわれたパッチリ二ふた重えの大きな瞳ひとみ。筋の通った形の良い鼻と薄うすく色づいた頰ほお。そして上品な色合いの紅が引かれているプルプルの唇くちびる。

　まさに、絶世の美少女と言っても過言でない容姿を持つ人がそこに居たのだ。

「（め、め、めちゃくちゃ可愛かわいい……！）」

　美人だ、可か憐れんだ、綺き麗れいだ、可愛い。日本美人かと思いきや、西洋のお姫様のような愛らしい雰ふん囲い気きもある。

　何と表現すれば良いのか。俺の小さくて皺しわの少ない脳ミソでは言い表せない。ボキャブラリーが少ないことが恥はずかしくなるくらい、とにかく綺麗だ。

　心臓を鷲わし摑づかみにされるとは、こういうことを言うのだろうと一気に熱が集まった頭で漠ばく然ぜんと思った。

　花姫様は俺が頭を下げている間に菅笠を取ったようだ。

　まさかのご尊顔を拝する事態に、驚おどろき戸と惑まどいを隠かくせない。花姫様の後ろに控えている、納なん戸ど色の羽はお織りは袴かま姿すがたの老人に気を回せないほどに。

「藤見様は……わたしの父の命で東条へいらしたのですね」

「はい。街かい道どうで花姫様にお会いした時は城へ向かう途と中ちゆうでした」

「では今も、お父様の命令でわたしを連れ戻もどしに？」

　胸に込み上げてくるものがあったのか、微かすかに眉まゆ根ねが下がり、悲痛の翳かげが顔を覆った。

　花姫様を捜さがして？　いや、チンピラから逃にげて行き着いた先が此処こだっただけなんですけど。

　花姫様の言葉に内心で首を傾かしげた俺だが、そういえば婿候補の第一試験として「お姫様捜そう索さく大作戦」が実じつ施しされているのを思い出した。

　てっきり城内に隠れていると考えていたのだが、花姫様の逃とう亡ぼうはかなり本格的だったようだ。

　俺は花姫様が心配しているような命令を受けていないのを説明するため、口を開いた。

「婿候補達への第一試験は花姫様を捜すことでした。刻限は日が暮れるまでになります」

「捜す？　見つけ次し第だい、連れ戻せという命令ではないのですか？」

「花姫様は夕刻までにはお戻りになりますから、然さ程ほど問題ではないかと」

　そんなことを街道で千代さんと話していた記き憶おくがある。

　でも花姫様は俺の返事に納なつ得とくできていないようで、まだ頼たよりなさそうに眉を下げていた。

　その表情を見て、ピンと閃ひらめいた。これは俺の予想なのだが、花姫様は長に怒おこられると思っているのだろう、と。

　ならば俺のできることは一つだ。花姫様が心置きなく帰れるよう、元気づけるなりお膳ぜん立だてするなり頑がん張ばれば良い。

「長は花姫様の身を案じていらっしゃいます」

「それは存じております。ですが、その……」

「遠出なされたことを、咎とがめられるとお思いですか？」

「……っ」

　動どう揺ようして目を伏ふせた花姫様を見て、やはりなと心の中で呟つぶやいた。

　しかし長も長で、婿候補達への第一試験なんてものにしてしまっているが、本心では花姫様を心配しまくっているに決まっている。

　だから少しは怒るかもしれないけれど、きっと安心の方が大きいはずだ。それなら長に花姫様が言うべき言葉は二つだ。

「もし花姫様が長に咎められるようでしたら、一いつ緒しよに謝りましょう」

「え？」

　心配を掛かけて、ごめんなさい──と。

　可愛い娘むすめが素す直なおに謝れば、いくら長でも強くは怒れないはずだ。

　俺も一緒に謝れば、恐おそらく矛ほこ先さきは俺に向かうだろう。ちなみに陽太は最初から頭数に入っている。俺と一緒に長に怒られてくれ！

「その後は感謝の気持ちを口にして差し上げてください」

　続くのは、心配してくれてありがとう、だ。

　この言葉を巧うまく使うのは、我が藤見家の家訓でもある。もちろん、この場合での藤見家とは現代の方である。

「幼い頃ころから、三つの言葉を正しく使うよう教育されてきました」

　俺以外の四人の視線が集まるのを感じながら、俺は指を一本立てた。

「ごめん」

　急に謝罪の言葉を口にした俺へ、花姫様の困こん惑わくした目が注がれる。

　それに答えることはせず、俺は続けて二本目の指を立てて再度口を開いた。

「ありがとう」

　指を立てる度たびに何かを口にする俺の意図に気付いたようで、指と口元へ交こう互ごに視線が移った。

　先程までの困惑した目とは違い、不思議そうな眼めの花姫様に一安心して息を吐はく。

「花姫様は長に告げずここまで足を運んでしまったことを後こう悔かいなさっています。それだけで、貴女あなたの謝罪の気持ちが私にはよく伝わります」

　安心感を押し付ける気は無いが、もう一ひと重え輪をかけるのは許容範はん囲いだと思って最後に笑いかけておく。

　それによって、硬こう直ちよくしていた花姫様の身体から力が抜ぬけてきて安あん堵どしたような吐と息いきを漏らしたのがわかった。
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「長も強くお叱しかりになりません。ご安心下さい」

「……はい」

　念のため、優やさしく囁ささやくように念を押せばすぐに嬉うれしそうな顔で花姫様は頷うなずいてくれた。

「もう一つは何なのですか？」

　続いて投げかけられた尤もつともな質問に、答えるべきか悩なやんで口を噤つぐんだ。

　なかなか三つ目の言葉を口にしない俺を気にして、花姫様の視線は俺の眼へ向けられたまま。

　喰くい付きも上々なので、恐きよう怖ふ心を取り除く事ができると確信した。一いつ般ぱん常識でしかない俺の話を、花姫様が肯こう定てい的に捉とらえてくれる事を祈いのって三つ目を口にせず手を下ろした。

「それはまたの機会にお答えします」

　なんて勿もつ体たいぶってみたが、本当は恥ずかしくて言えないだけだ。

「花姫様も、この三つの言葉が言える方だと思っております」

　そう言いながら俺は、吸い寄せられるように一歩、二歩と花姫様との距きよ離りを縮めた。

　──そこへ。

「くくっ。なるほどのぉ、藤見か。やはり名に恥じぬ若者を育てておるようじゃ」

　ここで初めて、ずっと無言だった老人が口を開いた。

　老人は好こう々こう爺やのように微笑したが、その目の感情は読めなかった。細められた目の奥には、鋭するどい光がある。

「わしの名は裡り念ねん。数年前まで東条に仕えておった老いぼれじゃよ」

「裡念殿どの、ですか。私は藤見恭と申します」

「うむうむ。藤見と篠崎は有名じゃから次代を担になう若者に出会えて幸せじゃわい」

　老人の名前は「裡念」さんというらしいが、「さん」付けは失礼だと思ったので、口にする時は「殿」を付けることにした。

　裡念さんと視線を合わせたとき、硬かたい目が僅わずかに崩くずれたように見えた。何かを企たくらんでいるような目だ。

「せっかく藤見殿がおるのじゃから、姫のことは任せようかのぉ。また逃げ出しては敵かなわんから、お主が手を引いて城まで連れ帰ってくれんか？」

「は？　手を……？」

　案の定、面おも白しろそうな表情で裡念さんが俺に妙みような提案をしてくるが、意味がよく分からない。

　ご老人の戯たわむれやシニカルなジョークだと思うのだけど、それを真に受けている千代さんが俺をめちゃくちゃ睨にらんでいた。終しまいには、両手の人差し指で『×マーク』を作っている。

　憎ぞう悪おの念を隠そうともしていない形相は、般はん若にやを連想させる。花姫様や裡念さんからは見えない位置だけど、俺を警けい戒かいして猛もう反はん対たいだ。

「（千代さん怖こえぇ……）」

　まぁ、確かに千代さんの気持ちも分かる。

　一応名乗りはしたが、名前以外の素す性じようが知れない男に大切な主人を任せるなんて気が気じゃないのだろう。

　一番穏おん便びんに解決する方法は、花姫様が裡念さんの冗じよう談だんを笑い飛ばすことだ。

「裡念殿はこう仰おつしやっておりますが、花姫様は如何いかがお思いですか？」

「お断りに決まっております！　まったく、裡念様も急にご冗談を口になさるなんてお人が悪い。そうでございましょう、姫様？」

　ちょ、千代さん必死で拒きよ絶ぜつしすぎ！　一応本人の前なんでもう少しオブラートに包んで欲しいんですけど。

「（せめて花姫様にはやんわりと断って欲しいなぁ）」

　そんな願いを込めて花姫様を見つめたのだけど、肝かん心じんの花姫様はキョトンとしていた。

　しかし言葉の意味を理解すると、一いつ瞬しゆんで頰ほおを赤く染め上げたではないか。

　千代さんと同じように「このボケ老人！」とまではいかなくとも、少しは拒絶されると思っていたのだが、予想外の反応をされた。

　むしろ、花姫様は照れているような可愛かわいらしい仕草でもじもじとしている。

　……何この可愛い子。赤くなる瞬しゆん間かんに、ポンッ！　て音が聞こえたよ。

　俺は理性が強い方だと思うけど、そんなに可愛いと悪い虫に簡単に連れ去られちゃうよ？

　まぁ、本音を言ってしまえば裡念さんの申し出は即そく座ざに頷きたいほど魅み力りよく的だ。

　だが年とし頃ごろの男女が手を繫つないで帰るなんてシチュエーションは、誤解を招くだけだ。

　花姫様は婿むこ候補達とお見合いをする大事な人だし、恋れん愛あい対象外の俺が近寄って良い相手じゃない。

　だから俺は、この話を断らなくてはならない。すごく不本意だけど。

「（あーあ、残念）」

　婿候補として見合いに参加しなくてラッキーとか思ってたけど、こんなにも可愛いお姫様とお話ができるなら脱だつ落らく確実でもいいから仲間に入れて欲しかった。

　美少女と話すなんて滅めつ多たにない機会なのに。せめて一緒に食事するとかさ。今度こっそり花姫様にお願いしようかな。

　いや、バレたら千代さんに苦無で心臓をめった刺ざしにされそうだから止やめておくけど。

　今も「早く断れ！」とばかりに睨みを強くする千代さんに無言で脅おどされながら、仕方なく言葉を口にするために息を吸った。

　が、その息は言葉と共に吐き出されることなく単体で吐き出された。

　何な故ぜなら、俺の後ろで静かに控ひかえたままだった陽太が声を響ひびかせたからだ。

「町中は人目がありますが、林の中だけでしたら問題ないのではありませんか？」

「はぁ!?　な、何を馬ば鹿かなことを！　姫様に不ふ埒らちな行いは私が許さな──」

「恭様が不埒なことをなさるはずはありませんが、そんなにご心配なら傍そばで見ていらしては如いか何がですか？　女鬼殿」

「なっ……」

「林の外までは俺がご案内致いたしますので、恭様は花姫様の手をお引き下さい」

　一いつ切さいの反論は受け付けない、と言わんばかりの態度で陽太はあっけらかんと言い放った。

　嚙かみ付きそうな剣けん幕まくで喰ってかかった千代さんだが、明らかに出で遅おくれている。この勝負、陽太の勝ちだ。

「（よぉぉぉぉっし、ナイスだ陽太！）」

　誰だれにも目もく撃げきされないよう後ろ手で小さなガッツポーズを作り、陽太に感謝した。

　ちなみに、膝ひざから頽くずおれて地面を叩たたきまくっている千代さんは見なかったことにします。

　陽太もまた千代さんを無視し、此方こちらへ視線を向けた。当然俺は口パクで感謝の言葉を伝える。

　それに照れたように笑い、一度肩かたを動かした陽太は林を抜けるために先を歩き出す。

　その姿を追うため、俺は小屋の前に立つ花姫様の傍へ歩み寄って視線を絡からめた。

「では花姫様、お手をどうぞ」

　お決まりの台詞せりふを芝しば居い口調で述べ、俺は花姫様に手を差し出す。

　一いつ瞬しゆん驚おどろいた顔をした花姫様だが、直すぐにふんわりと笑って俺の手を取ってくれる。

　初めて繫いだ花姫様の手は白く滑なめらかで、仄ほのかな温かみを持つ美しい手だった。

　少しでも強く握にぎれば折れてしまいそうなそれを大切に握り、陽太の歩いた道程を進む。

　そして、ほんの少し先の未来に祈る。

　この美しく清らかな鬼おにのお姫様に、婿候補の誰かが幸せを与あたえてくれますように──と。
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　やわらかな風に草葉が揺れている。

　裡念さんが住んでいた小屋から街かい道どうへ出るのには、あまり時間を要しないらしい。

　あれだけ迷いに迷って辿たどり着いた場所なだけに、それを聞いた俺のショックは大きかった。

「こんなにも簡単に林から抜ぬけられるのですね」

「あの小屋には、余よ所そ者ものは易やす々やすと辿り着けぬようにしてあるのじゃが、お主には無意味だったようじゃのぉ」

　花姫様の手を引きながら林を歩く俺の呟つぶやきに、裡念さんは親切に答えてくれた。

　どうやら藤見にある土地神の森のように、侵しん入にゆう者を惑まどわす術や迷わせる術が掛かけられているらしい。

「この林の先には珍めずらしい植物が生える森があるのじゃが、深く危険なため立ち入りが制限されておるのじゃよ」

「なるほど。だからあんなにも迷ってしまったのですね」

「おやおや藤見殿が迷ったとな？　老いぼれに気を遣つかわなくても良いんじゃぞ」

「いえ、本当に迷って……」

「謙けん遜そんなさいますな。ほっほっほ」

　恥はじを忍しのんで本当のことを言ったのだが、機き嫌げんの良さそうな笑い声を上げる裡念さんにはそれ以上何を言っても信じてもらえなかった。

　そんな会話を続けて暫しばらく経たつと、完全に竹林から抜け出て街道へ続く脇わき道みちに足を踏ふみ入れた。

　花姫様をエスコートするのは林を抜けるまでの約束だったので、そろそろ手を離はなさなくてはならない。

　花姫様を見ると、俺と同じことを考えているのか繫がれていた手をじっと見つめていた。

　声を掛ければ名残なごりも感じずに離れそうな様子に少し気落ちもしたが、美少女のお姫様と手を繫げた思い出ができたと前向きに考え、言葉を紡つむごうとした。

「さぁさぁ林を抜けました！　藤見様、約束を覚えていらっしゃいますか!?」

　まぁ、それより先に棘とげのある声が俺に掛けられたのだけど。

　両手を叩いて「早く手を放せ」と催さい促そくしているのは、花姫様の側仕えのくの一である千代さんだった。

　あからさまな催促に苦く笑しようするしかないが、花姫様は千代さんを見て首を傾かしげている。

　可愛いなぁ。妹がいたらこんな感じだったのかな、と思いながら花姫様の横顔を眺ながめていた。

　だが、さすがに立ち止まっていては夕暮れまでに戻もどれなくなってしまうので、今度こそ手を離そうと決める。

　ぎゅっと繫いだ手に僅わずかばかりの力を込めて数歩進んだ俺に、花姫様は黙だまってついてくる。

　向かうのは、俺達を見てぷりぷりと怒おこっている千代さんの前だ。

　さすがの千代さんも、まさか俺が正面に立つとは思っていなかったようで、不ふ機き嫌げんな表情の中にも戸と惑まどいが浮うかんでいた。

「千代殿どのも花姫様の手を引いて歩きたかったそうですよ」

「は、はぁ!?」

　素すっ頓とん狂きような声を上げている理由は、大切な主人の花姫様と手を繫げることに驚いたからだ。

　くの一の彼女は花姫様を護衛するために、すぐに動けるよう常に周りを警けい戒かいしていなくてはならない。

　でも街道は基本的に一本道なので敵が近くにいればすぐに分かるし、花姫様の傍にいて身を挺ていせないほど落ちこぼれではないと思う。

　だから、周囲の警戒は嫌いやがらせをしたお詫わびとして、俺と陽太がしっかり担になうことにしよう。

「というわけで、花姫様を城までお連れ下さい」

「ふふ、そうなの？　千代と手を繫ぐなんて子供の時以来だわ。お願いできる？」

「おおおおおお任せ下さい！」

　花姫様の手を千代さんへ移せば、嬉うれしさから奇き声せいを上げそうなほど興奮状態になった。

　そのハイテンションっぷりに陽太と共に若じやつ干かん引いたが、これもある意味微笑ほほえましい光景なのだと思い直して、俺達は東条の城下町へ歩みを進めたのだった。
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　東条の城下町に着いたのは日暮れまでには少し余よ裕ゆうのある時間帯だった。

　城下町にも住まいを構えているという裡念さんと途と中ちゆうで別れ、俺達は四人連れ添そって再び東条の城に戻った。

　初めて城を訪ねた時に話をした門番さんとは違ちがった二人が門の前に立っていたのだが、花姫様と千代さんを見るなり血相をかえて一人が城の中へ飛び込んで行った。

　ばつの悪そうな花姫様と千代さんの横顔を見ながら、陽太と顔を見合わせて待つこと約一分。

「姫様～っ！」

「花姫様、ご無事でしたか……」

「急にお姿が見えなくなって、どれだけ心配したことか！　お千代も!!」

　中から水色の小こ袖そで姿の女性達が複数人現れ、花姫様の前で膝ひざをついて泣き縋すがっていた。

「（あちゃぁ～）」

　どうやら花姫様が外出したことは俺が思っていた以上に大問題だったようだ。

　竹林では偉えらそうなことを言ったけれど、一いつ緒しよに長おさに謝罪しても小一時間は正座でネチネチと説教されるのを覚かく悟ごしなくてはならないかもしれない。

　むしろ花姫様はすぐに許して、何な故ぜか俺だけが延々と怒られる情景しか見えない。理り不ふ尽じん！

「まさか藤見が連れ帰るとはな」

　なんて思っていれば、まさかのご本人様が登場だ。

　ギギギ……と壊こわれかけのロボットのように顔を向けると、半目で俺を睨にらんでいる長が腕うでを組んで仁に王おう立ちをしていた。

　その後ろには真っ黒な忍しのび装束の吾妻さん。だが長と違って視線が俺ではなく花姫様の方を向いている。

　正しくは、花姫様と一緒に水色小袖の女の人達にもみくちゃにされている千代さんに、だ。

　俺にはどうにもその熱さが尋じん常じようじゃないような気がするんですけど？

　も、もしかして吾妻さん、ろ、ロリコ……!?

「吾妻、娘むすめを叱しかりつけるのは後にしろ。藤見も来い。前に婿むこ候補を集めた部屋と同じだ」

　娘？　娘ってもしかして千代さんのこと？

　長の側仕えの忍しのびが吾妻さんであるように、その娘達も同じ関係ということか。

　良かった。あの視線は娘を心配する父親の目だったようだ。変な誤解をして、俺の中での渋しぶくて格好良い吾妻さんのイメージが崩くずれ去るところだった。

「花には後で話がある。大人しく待っていろ」

「──はい、お父様」

　視線だけで何かを分かり合った長と花姫様の様子に、謝罪をする時に俺は必要なさそうだと思った。







　長と吾妻さんの後をついて再び足を運んだ室内に座していたのは、見覚えのある三人だった。

　上座に長が座り、その正面に婿候補の三人が並んでいたので俺は入り口に一番近い下座に落ち着いた。

「結局、残ったのは四家か。予想通りだな」

　長は俺達を見て目を細めて笑っているが、その言葉はここにいる三人の婿候補以外が失格となったことを告げていた。

　確か第一試験は花姫を捜さがせという内容だった。

　言い渡わたされた時は簡単な試験だと思ったけれど、いざ蓋ふたを開けてみれば難度は尋常じゃないレベル。誰だれもが花姫様は東条の城の中で息を潜ひそめていると思っていた。だが実際は城の外どころか城下町にすらおらず、街かい道どうを進んだ先にある竹林の小屋に身を隠かくしていたのだ。

　俺も偶ぐう然ぜんあの竹林に辿たどり着けただけなので、今回の試験は無効になるのではないかと予想していた。しかし部屋に残された三人と長の様子からして、どうも違っているようだ。

「花が城に居ないことに気付いたのは、お前達四家だけだった」

　そう言いながら長は俺達に確かく認にんするような目を向けた。

「正確には、花が居ないことに気付いていない素そ振ぶりで捜しに出たのがお前達だ。気付いた者は他ほかにもいるが、東条の立場を考えれば騒さわぎ立てるのは得策ではない」

　一度言葉を区切った長は、俺達と順番に視線を合わせてから再び口火を切った。

「お前達の動きは監かん視しとして付けていた忍から報告を受けている」

　長がまず目を向けたのは、武士風の婿候補だった。

「花の安全を確認するため、鈴すず風かぜへ一番に向かったのは褒ほめてやる」

　特に感情を見せず、長に褒められた武士風の彼は無言で頭を下げた。

　すずかぜという単語は初耳なので気になったが、今は確認する方法なんてない。後で陽太に質問してみようと思い、俺は再び長と婿候補達の会話へ意識を集中させた。

　次に長が目を注いでいるのは、派手な装いをした金持ちそうな男だ。

「若い娘が好む店へ足を向け、店主や客の機き嫌げんをとりながら探さぐりを入れる様はなかなか見事だったと聞いたぞ」

「お褒めに与あずかり光栄でございます。生なり業わいの癖くせが出てしまったようでして。はっはっは！」

　と軽快に笑う金持ちそうな男は長に褒められてご機嫌だ。

　長が次にその目に捉とらえたのは、細身で背の高い垂れ目の青年。長の目があるので扇せん子すを広げてはいないが、右手に当たり前のように持っていた。

「婿候補達の中で花の不在にいち早く気付いたのはお前だ。監視として付けた忍を利用した点も評価できる」

　垂れ目さんは知能派という位置づけらしい。

　忍にん者じやを利用という部分が分からないけれど、知能派なら巧うまく誘ゆう導どうして花姫様の情報を聞き出したとか、自分の利益に繫つながる行動を取ったということか。

　それにしても、婿むこ候補達全員に忍者が付けられていたのは驚おどろきだ。藤見には忍者がいないのだが、東条にはかなりの数の忍者が雇やとわれていると思っても良さそうだ。

　機会があれば忍者の誰だれかと話をしてみたいと思いながら、三人の婿候補達を褒めた長をぼんやりと眺ながめた。

　が、ふいっと長の視線が最後の俺へと向けられた。嫌な予感しかしない。

「何故忍を撒まいた」

　ほら怒られる……。

　忍にん者じやを撒いたとか本当に心当たりがないので濡ぬれ衣ぎぬを着せるのは止やめてほしい。

　婿候補達には忍者が監視として付いていたみたいだけど、城から強制的に追い出された俺には関係ない。そんな人は最初から俺に付いていないのに、長が勘違いをしているだけだ。

「忍など付いていなかったと思います」

「そうか。吾妻、東条の忍は監視と尾び行こうが下へ手ただから鍛きたえ直せだとよ」

「……は」

　言ってませんっ、そんなこと言ってませんから！

　長どころか、公平そうな吾妻さんにまで冷たくされたら絶望しか見えない。娘の千代さんにはゴミの如ごとく毛け嫌ぎらいされているようなので、確実にその道へ進んでいるけれど。

　それにしても、とんでもない誤解だ。膝の上で拳を握り、何と言えば揚げ足を取られずに言い繕つくろえるか懸命に考えた。

「続けて第二試験を言い渡す。お前達のできうる限りで花を喜ばせてみろ」

　だが俺の頑がん張ばりも虚むなしく、既すでに長の興味は俺から逸それて婿選びへと戻もどっていた。

　第一試験の「花姫様を捜せ」に続き、第二の課題は「花姫様を喜ばせる」ときたか。

　婿候補でない俺には直接関係ないのだけど、課題を耳にして答えを考えてしまうのは学生の条件反射のようなものだ。考えるだけなら長の怒いかりを買うこともないと思う。

「（手っ取り早いのはプレゼント攻こう撃げきだけど、そこまで簡単な試験じゃないよな？）」

　女性を喜ばせると言っても色々とある。物ぶつ欲よくを満たしたいなら贈おくり物ものをし、時間を共有したいならお喋しやべりをする。一いつ緒しよに出で掛かけたり食事を共にとったりするのも一つの手だ。

　こんな風に少し考えるだけで多くの方法が浮うかんでくるのだが、果たして長の目的は一体何なのか。

　第一試験も、ただ花姫様を捜すだけでは駄だ目めだった。婿候補の行動一つ一つの影えい響きようを考えて動かなくてはならないと試されているのかもしれない。

　でもそれなら、第一試験と第二試験を分ける理由はあるのか。単に婿候補である者の身の振ふりを調べるなら第一試験だけで十分だ。

　第二試験にも隠かくされた意味があるのかと思考を巡めぐらせた。もしくは、逆もあり得ると──。

「今日は旅の疲つかれもあるだろう。婿候補達には部屋を用意したから、よく休んでくれ。第二試験の答えは明後日あさつてまでに用意しておくように。花にはその日に会わせてやろう。では、解散！」

　やはり課題の意味を説明するつもりはないらしく、長おさは遠足の解散宣言のような一言を言い放って部屋を足早に出て行ってしまった。

　残された俺を含ふくめる四家の主従は互たがいに顔を見合わせている。

　俺は完全に彼らと初対面なので自分から話題を振れないため、聞き役に徹しようと思った。

「いやはや、やはり我らが残りましたな」

　金持ち風の男が口を切ると、他ほかの二人も探るような眼めを止めて会話に混ざりはじめた。

「某それがしは郷ごう田だ清せい十じゆう郎ろうと申す」

「郷田家と言えば西北の地を守る武家一族。ならばお主は武芸に長たけておるのか？」

「いかにも。武術と鷹たか狩がりが得意でござる」

　そう口にしたのは武士風の男だ。話し方は硬いが風ふう体ていによく合っていると感じた。

　同じ婿候補でも名前を知っているだけで初対面らしく、自己紹しよう介かいをし合ってくれるようだ。

　俺はその話に聞き耳を立てているだけで情報が入ってくるので、万ばん々ばん歳ざいだった。

「その装束の趣しゆ向こう、貴き殿でんは戸と館だて家のご出身とお見受け致いたす」

「私のことをご存じであったか。名は戸館兼かね成なり。東と南の間に栄さかえる商あきないを生業にしておる戸館家の次男だ」

「次男の兼成殿どのと言えば、目め利ききの才が群を抜ぬいておると噂うわさされておりますな」

「何の何の、それは家業を手伝っておれば自然と身に付くものだ」

「では他に何が特技なのでござろうか？」

「実はこれでも和歌が趣味でな。姫様への気持ちをこの場で詠よんでみせましょうぞ」

　ふむふむ、武士風の人が郷田さんで、金持ち風の人が戸館さんか。

　郷田さんは無口な人だと思っていたけれど意外に喋るし、戸館さんも見た目ほど嫌いやみっぽい人ではなさそうだ。

　残りは細身で背の高い垂れ目な人だけど──。

「あいや待たれぃ、琵び琶わや舞ぶ踊ように精通する麻ま呂ろ──松まつ倉くら信のぶ孝たかにお主らが敵かなうはずないでおじゃ！」

　待て待て待て最後のヤツちょっと待て!!

　その話し方、何？　麻呂って、何？　おじゃって、何？？　ちょっと個人的に仲良くなってみたいとか思っちまったじゃねーか！

　戸館さんの派手な服装のインパクトを吹ふき飛ばすために勝負しているのか？　それならアンタの一人勝ちだよ、その衝しよう撃げきには誰も敵わねー!!

　はっ……イヤイヤイヤ、落ち着け俺。

　きっとこれは麻呂様の作戦だ。ツッコミ属性の俺を錯さく乱らんさせる罠わなだ。

　さすが麻呂様。スゲーな麻呂様。素す敵てきだ麻呂様。うん、既すでに脳内で麻呂の事を『様』付けで呼んでいる俺は錯乱しまくってる！

　えーっと、麻呂様は一旦置いておくにしても、俺は自分が完全に場ば違ちがいだと思った。

　鷹狩りってアンタ。和歌ってアンタ。現代人の俺にどう対たい抗こうしろと言うんだ。

　そんな趣味は持ってない、張り合う要素が皆かい無むだ。というか勝者は確実に麻呂様だ。俺なんか完全に戦意喪そう失しつ状態だぞ。

「松倉殿は嫡ちやく子しであったと記き憶おくしておるが、家を継つがなくても宜よろしいのか？」

「ほっほっほ、麻呂の家は実力主義でおじゃ。麻呂より優ゆう秀しゆうな者がおれば譲ゆずるじゃろう」

　幸か不幸か、彼らは俺のことなど眼中に無いらしい。

　婿候補の三人はライバル関係にあるはず。彼らの自己紹介を聞く限り、相手のことを褒めつつ自分のアピールも忘れていないようだ。腹の探り合いも兼ねているのだろう。

　残念ながら俺には人に自じ慢まんできるような特技も趣味もないので、無視されている方が助かるのだけど。いや、寂さびしくなんてないぞ。本当だからな。強がりなんかじゃないぞ。ぐすん。

　と、完全にぼっち状態だった俺に、何故か急に戸館さんの視線がブスブスと突つき刺ささった。

　何か言いたそうな雰ふん囲い気きを感じるので、恐おそらく寂しそうな俺に声を掛かけてくれるつもりなのかもしれない。やだ成金の戸館さん、超ちよう優やさしい。巧くいけば友情を育むことができるかも？

「お主のことは知っておるぞ。藤見家の放ほう浪ろう息むす子こであろう」

　駄だ目めだこれ、仲良くなる以前の問題だったわ。

　すっごい蔑さげすんだ目で見られてる。これ絶対好感度がマイナススタートで固定の状態だよ。

「藤見家の末子であれば、見聞を広める旅に出ていると某それがしは聞いておりましたぞ」

「何が見聞だ。そんな物は仕事の片手間でいくらでも広められよう。どうせただ遊び歩いておっただけだろう。嘆なげかわしい」

　うわぁ、正論すぎてぐうの音も出ない。

　長との会話や婿候補達の自己紹しよう介かいを聞いていた限りでは、確か戸館さんは商業で有名な家の出身のようだ。

　家業の手伝いで色々な地域に足を運んでいるから、この指し摘てきを口にできるのだと思う。実際、彼も仕事をしながら自分の知識や経験を積んできたのだ。

　もちろんキョウ様には藤見の伝承に残っている、自分だけの武器を探し出したという実績がある。旅に出る前より格段に強くなって帰ってきたことは、土地神の森で忍者と戦った時に証明されている。

　だが、俺はそれを易々と口にできない。刀を抜ぬいてみろと言われたら困るし、長の住む城で抜ばつ刀とうする行こう為いも咎とがめられる。反論せず言われるがままになるしか場を凌しのぐ方法がなかった。

「そんな放浪息子が、一体どのようにして花姫様を見つけたのだろうな」

「ただの偶ぐう然ぜんです。たまたま訪ねたところに、花姫様がいらしたのですよ」

「ふむ、運も実力の内ということでござるな」

　謙けん虚きよな受け答えが良かったようで、郷田さんが頷うなずいてくれた。彼も城下町で花姫様を捜さがしていたため、課題の難しさが身に染みているのだろう。それは戸館さんにも同じことが言える。

「……フン、通りは十町以上あるからな。虱しらみ潰つぶしに捜していては日が暮れよう」

「長は途と方ほうもない問題を課すことがお好きなのでござろう。生半可な覚かく悟ごでは臨のぞめぬな」

「なるほど、郷田殿どのの話は一理ある。確か、姫を喜ばせよ……だったか」

　二人の話は第二試験の課題へ移ったようだ。郷田さんは腕うでを組んで唸うなり、戸館さんは顎あごに手を当てて黙だまり込んだ。

　長がこの試験で何を求めていて、その答えをどのように見せるか考えているらしい。

「某、姫の居場所を調べる内に好みも聞きかじったでござる。それを手に入れて参ろうぞ」

「堅かた物ぶつの郷田殿が自ら動くとは油断ならぬな。互たがいに明日は花姫様への貢ぎ物の準備で大おお忙いそがしのようだ。まぁ、私は苦労せぬが……はっはっは」

「麻呂は手持ちの物で間に合うので暇ひまじゃ。適当に時間を潰すとするかのぉ」

　ふわあぁ、と大きな欠伸あくびを隠しもしないで久々に麻呂様が会話に参加した。

　三人は各自で第二試験の課題の答えの準備へ移るらしく、やる気を見せている。いや、一名は準備済みのようなのでだらけ切っているけど。

　郷田さんは花姫様捜しの途と中ちゆうで知った好物を用意するみたいだ。戸館さんは口くち振ぶりから推測するに、商業の名家出身という利点を使って贈り物を用意するといったところか。

　当然彼らも第一試験をクリアしたのだから、第二試験にも隠された意味の答えになるものを用意すると思われる。

　俺はともかく、この三人は本当に東条の婿として見合いに臨んでいるのだと伝わってくる。

　東条と婚こん姻いんを結ぶことがないと分かっているので争いには不参加だが、仮に俺が同じ立場だとしても彼らの頭の良さには遠く及およばない。

　現代で生まれ育った俺の常識は、この世界で通じないことも多いのだから。心底、婿候補じゃなくて良かったと思って三人の婿候補達に目を向けた。

「しかしお二方、あまり不作法なことをしては三術の餌え食じきになりますぞえ？」

「松倉殿に言われずとも、そんなことは心得ておる」

「おお、戸館殿は姫の三術についてご存じなのでござろうか？」

「むっ……」

「お恥はずかしながら、某はそこまで調べ切れなかったのだ。是ぜ非ひお教え願いたい」

「むむっ。残念ながら私も何も知らぬのだ。期待させてしまったようだな」

「何の、某も知らぬのは同じでござる」

　肩かたを竦すくめて首を振る戸館さんの答えに、郷田さんが首を横に振った。

　三術とやらが何のことか全く理解できていない俺には、彼らが何を目的としてその会話に至ったのかも不明だ。

「姫の三術に関する情報は何一つ漏もれぬよう徹てつ底ていされておるようじゃ」

　そこで俺に解説をするように話を続けたのは、麻呂様だった。

　長の前では閉じていた扇おうぎを広げて口元を隠しているが、細められた目元から笑っているのだと分かった。

「護身の三術は女鬼が男鬼に対たい抗こうできる術すべじゃ。東条の姫となれば、そう簡単に周りに知られるわけにはいかぬのじゃろう。婿候補に対策を取られることもあるじゃろうから」

「さすが松倉殿、説得力のある考えでござるな」

「なるほど、東鬼一の美び姫きを守るために東条が情報を開示しておらぬのだな」

　うーん……。話を聞く限り、女性が身を守るための術でいいのかな。つまりこの世界の女性はセクハラ撃げき退たい術を使えるってことか。

　ということは、竹林で千代さんが俺達に放った炎ほのおはこの三術と呼ばれるものだったのか。

　厳密にはセクハラではないけど、千代さんの俺達への嫌けん悪お感かんが術に繫がったと思って間ま違ちがいなさそうだ。あと、俺達が千代さんに嫌きらわれていることも確定した。

　そこまで毛嫌いされる要素があっただろうかと、千代さんが陽太に炎を放っていたシーンを思い出しながら首を捻ひねった。







「藤見殿どの」

「っ、はい」

　掛かけられた声に一いつ瞬しゆん反応が遅おくれた。

　物思いに耽ふけっていたので気付かなかったのだが、既に戸館さんと郷田さんは話を終えて部屋から出て行った後のようだ。

　視線を一度左右に動かせば、部屋には俺と陽太と麻ま呂ろ様、そして麻呂様の従者の四人しかいない。残った麻呂様が、呆ほうけている俺に声を掛けてくれたらしい。

　麻呂様は先程のように扇で口元を隠しておらず、ニコニコと人当たりの良さそうな笑えみを浮かべて俺の返事を待っている。

　今日が初対面の人に随ずい分ぶんと迷めい惑わくを掛けてしまったなと思って、俺は麻呂様に頭を下げた。

「声を掛けて下さってありがとうございます」

「礼は不要でおじゃる。麻呂は藤見殿と話をしてみたいと思ぅて残っておったのじゃから」

「話ですか？　特にお話しできるような話題は持ち合わせていませんが……」

「放ほう浪ろうの理由を弁解せぬのは、藤見殿の策略かのぉ？」

　笑顔のまま口にされた言葉は、会話を楽しむというより俺への質問だった。蒸し返されたのは、戸館さんに責められたキョウ様の五年にもわたる放浪の旅のことだ。

　麻呂様は俺が戸館さんに言い訳をしなかったことが不思議だったらしい。俺としては戸館さんの言葉が正論だったので、口を挟はさめなかったというのが本音なのだが。

　それにしても、策略とは一体何のことなのか。麻呂様の勘かん繰ぐりに居い心ごこ地ちの悪さを感じながら、俺は否定するために口を開いた。

「策略も何も、本当に見聞を広めるために旅に出て──」

「その刀の伝承、麻呂の耳に入っておじゃりまする」

　下手な誤ご魔ま化かしは不要とばかりに、全てを言い切る前に麻呂様が言葉を被かぶせてきた。

　今度は扇で口元を隠かくして、視線を俺の腰こしにある刀へ向けている。

　別に刀のことを言いい触ふらさないで欲しいと誰だれかに頼たのんだわけではないので、自然と広まるのは構わないと思う。

　キョウ様が藤見に戻もどってから数日経過しているので、それが他ほかの家に知られていても変ではない。藤見家は名家だから目新しい話題の種にされるのも頷ける。

　しかし、こうして全く関わり合いのなかった人に知られていると妙みような気分だ。

「他のお二方は気にも留めていなかったのに、よくご存じでしたね」

「戸館殿は目利きの仕事で領地を離はなれており、そのまま東条入りをしたので真相を耳にしておらぬ。郷田殿は分家の末まつ端たん。話を聞かされるのは最後じゃ」

　そこまで知れ渡っているなら、今いま更さら否定をしても無意味だと思って俺は頷いた。

「確かにこの刀は旅の途中で手に入れた物です。ですが、わざわざ口にする必要はないと思ったので黙っていました」

「賢けん明めいな判断でおじゃる。戸館殿はともかく、武器となれば郷田殿の方が対抗心を燃やしてくるじゃろう」

「郷田殿がですか？　それは少し意外ですね」

「武家に生まれた者の性さがじゃな」

　戸館さんの方がグチグチと文句を言ってきそうなイメージがあるのだけど、まさか郷田さんが喰くい付くとは。いや、武家出身なら興味を持つのも当然なのかな？

　とにかく、刀のことは誰かに聞かれるまで黙っている方が良さそうだ。

　何度も言うようだけど、抜ばつ刀とうしてみろとか手合わせをしたいとか言われたら困るから。

「皆みなさんとても優ゆう秀しゆうな方々ですね。第一試験に合格するのも納得できます」

「第一の試験は麻呂達が東条を優先させて動けるかの見み極きわめと、簡単だったでおじゃる」

「そうですね。長おさもそう仰おつしやっていました」

「じゃが次の第二試験はどうかのぉ？　戸館殿達は己おのれの能力や手しゆ腕わんでいかに東条に有益になるよう動けるかを示すつもりじゃが」

　へぇ。やっぱりもう第二試験の意味を自分なりに解かい釈しやくして動き始めたのか。

　麻呂様の様子では、他の二人がどんな行動に出るかも分かっているみたいだと感じた。

「郷田殿は鷹たか狩がりが得意。東条の姫ひめの好きな物を知ったと申しておったから、兎うさぎを狩りに行くつもりじゃろう。愛めでる物なのか、食す物なのかまでは分からぬが」

　ふむふむ、郷田さんは明日ウサギを連れ帰ってくるつもりなのか。

　城内で動物を飼っている雰ふん囲い気きはないから、好きな動物と触れ合える機会があれば花姫様も喜ぶだろう。というか花姫様、ウサギが好きとか可愛かわいいな。

「その成果を長にも見せ、己が武に精通しておると証明するようじゃ」

　自分が武家出身の名に恥はじない者だと示した上で、その腕うでが東条のためになると間接的に伝わる作戦か。花姫様のご機き嫌げんも取れて、一石二鳥だな。

「戸館殿は反たん物ものや小物を贈おくる準備に取り掛かるじゃろうな。自身の装いはちと微び妙みようじゃが、贈る相手がおればその者に相応ふさわしい見立てをすると聞く」

　ほうほう、ぽっちゃり体形で自分の服装は微妙だけど、商売人魂だましいのせいか他人に対しては抜ばつ群ぐんのセンスも持ち合わせているということか。

　家業を手伝って優秀だと名が広まっているので、物に限らず人を見る目があると主張できる。各地で商売を経験しているので顔も広いし、情報の収集も巧うまそうだ。

　ちょっと嫌いやみっぽいところが傷だけど、疑う目もあるため良し悪しの判断も問題なさそうだ。

　こうして改めて二人のことを聞くと、名家の名を背負ってもしっかりと自分らしさを築いてきたのだと感心するばかりだ。

　そして、それを本人でもないのに見通している麻呂様も凄すごい。

　俺は麻呂様に説明されたから理解できただけであって、麻呂様は二人の些さ細さいな会話からこの答えを導き出している。

　そんな麻呂様は既すでに花姫様を喜ばせる準備ができていると言っていたけれど、どんなことをするつもりなのだろう？

　自分のことは語ってくれないのかな、と俺はじっと麻呂様を見つめた。

「……松倉の誇ほこれる物は己の才と判断力じゃ。僅わずかばかりの情報さえあれば、己の才を用いて何者より早く判断を下すことができるのでおじゃ」

　ふんふん。やっぱり麻呂様はその頭の中に莫ばく大だいな知識を詰つめ込んでいて、少ない情報でも素す早ばやく判断したり策を練ったりできるのか。

　麻呂様の話を聞きながら、俺は婿むこ候補三人のことを次々と思おもい浮うかべた。

　三人とも東条のことを考えて花姫様の行方ゆくえが分からないことを隠し通しながら捜そう索さくに向かっていたし、東条にとって利点となる家いえ柄がらと能力を持っている。

　まだ未知数な部分もあり、長のようなカリスマ性があるかどうかは不明だけど、上に立つ者としての教育は受けてきているようだ。

「（なんだ、全員東条の婿として最低限の条件はクリアしているんじゃないか？）」

　少なくとも俺は、誰が婿となっても長の教育や周りのサポート次し第だいで彼らが東鬼一族のために良い長となってくれると思った。

　だがそれはあくまでも、東条の長としてだ。花姫様の婿という面から見れば、現段階では相応しいとは言い難がたい。

「（それに、花姫様の婿としてはどうだろう）」

　要は、この婿候補達が花姫様を好きかということだ。

　東鬼一族のお姫様として生まれ育ったからには、花姫様本人も見合いでの政略結けつ婚こんを覚かく悟ごしているだろう。

　でも年とし頃ごろの女の子なのだから、恋こい心ごころの一つくらい知っても良いのではないかと思う。もちろん、相手は婿候補の内の誰かだ。

　世の中には見合い結婚でも愛情を育はぐくんでいる夫ふう婦ふも多い。その中に花姫様と婿候補の誰かの組み合わせが入っても何ら不自然ではない。

「（あれだけ可愛い子がお嫁よめさんになってくれるんだ。普通の男なら喜ぶはず）」

　婿候補達が花姫様に直接会ったことがあるのかは分からないけれど、あんなにも可愛くて綺き麗れいな女の子を見て悪い気にはならない。

　見た目だけでなく、性格も良さそうだった。謝罪もお礼もできるし、控ひかえめに笑った顔も魅み力りよく的だったし、ちょっぴり恥ずかしがり屋さんなところが殊こと更さらに可愛い。

「（って俺、さっきから花姫様のことベタ褒ぼめだな）」

　自分で思っている以上に、出会って間もない花姫様に好意的なことに苦く笑しようが漏もれる。

　まぁ、勝手に花姫様のお兄さん的心境になっているだけだが、花姫様ともっと別の出会い方をしていれば好きになっていたかもしれないとも思う。

　恋れん愛あい感情を抱いだいているかと問われれば首を横に振ふれるので、特別な感情までは成長していないようだ。

　俺自身が恋愛結婚派だから、政略結婚しか道がない花姫様に少しでも幸せになって欲しいという気持ちが、ここまでお節せつ介かいな行動に移させているのだろう。

「（花姫様が恋愛できるよう、全力で応おう援えんしよう）」

　婿候補達が長に相応しいかは東条側が判断すると思うし、俺ではあまり役に立てない。

　それなら花姫様に婿候補達の良いところをアピールしたり、逆に花姫様を恋愛対象として見るよう婿候補達を誘ゆう導どうしたりと恋のキューピッド的な立ち回りに変へん更こうした方が良い。

　まずは互たがいを知ることから始めて心の距きよ離りを縮めるのが優先だ。現代なら連れん絡らく先を交こう換かんして他た愛わいのない話を通じて親交を深めていくものだけど、この世界ではどうなのだろう。

「──というのが麻ま呂ろ達の考えなのじゃが、藤見殿どのはどのような策をお持ちか、お聞かせ頂きたいでおじゃる」

「私には策などありませんよ。ですが……花姫様には文ふみを送るのが良いと思います」

　時代を考えればメールの代わりは手紙になるはずだ。たかがメール一通かと思うかもしれないが、送る側はわりと色々なことに気を配るものだ。長文すぎれば読む方も疲つかれるし、短すぎれば素っ気ないと思われる。

「ふむ、文を送ってどんな効果を得られるとお考えでおじゃろう」

「限られた長さの中でどれだけの想おもいが込められるかを試されますし、言葉では直接伝えられないことが素直に書けるのではないかと」

　学校の授業でも何年か前にラブレターを書こう、というものがあった。

　あの時は変に格好つけて相手がときめくような文章を書こうとしたけれど、恥ずかしさが上回って結局意味の分からない一文になった記き憶おくがある。

　でも数年経過した今でも手紙一つに真しん剣けんに向き合った記憶は思い出として残っているし、想いを綴つづる苦労と楽しさを知ることができた。

　それを他ほかの婿候補達にも実じつ践せんして欲しいとまでは言わない。けれど、自分本位じゃなくて花姫様のことも少し考えてくれれば良いな、と願う。

「なかなか興味深いお答えでおじゃりますな。長の目を気にする麻呂達とは違ちがった考えをお持ちのようじゃ」

「武の才も、人を見極める目も、豊富な知識と抜群の判断力も、持ち主の方は誰だれかにその才能を認めさせなくても誇れるものだとご自分でご存じのはずです」

「じゃから藤見殿はあえて長の目を気にするのではなく、姫のために何かをしようと思うのでおじゃるか？」

「それが長の望む答えでなくとも、私くらいはそう思っていても許されるのではないかと」

「ほっほっほ、やはり藤見の者は他家と違った感性を持っておるようじゃ。そこまで藤見殿の心を摑つかむ姫ひめに麻呂も興味が出てきたでおじゃる」

　麻呂様の柔やわらかい表情と声に、早速婿候補の意識改革を実行に移せそうだと俺のテンションも上がってくる。

　早速のアピールタイムを無む駄だにしないよう、とにかく花姫様の良さを伝えよう。俺の全力の花姫様アピールが麻呂様に届きますように！　と手に汗あせを握にぎる思いで言葉を紡つむいだ。

「とても可愛かわいらしい方でしたよ。容姿もそうですが、心根も非常に美しいと思います。笑え顔がおは名の通り花が綻ほころぶようで、気き恥はずかしそうな仕草も愛らしい魅力的な女性です。ただ少し色いろ恋こい沙ざ汰たに不慣れなようなので、ゆっくりと歩み寄った方が良さそうですが」

　思い返すのは、繫つないだ手の柔らかさや恥ずかしそうに俯うつむく仕草だ。ただ笑うだけでなく、年相応の少女らしい一面も持ち合わせている可愛らしいお姫様。

　現代にいる実弟とか陽太も可愛いけど、女の子となるとまた違った愛めで方がある。婿候補達もそんな花姫様を見れば、考えが変わるかもしれない。

「だから、ま……松倉殿も花姫様のことを想って動かれてはどうでしょうか」

　あっぶねー！　脳内で麻呂様呼びしてたから、本人に直接言うところだった！

「これはこれは。流石さすがの麻呂も照れてしまいまする。藤見殿の文を受け取った姫がどのような反応をなさるのか、楽しみでおじゃりますな」

　良かった、不自然な名前の繫ぎ方には気付かなかったようだ。

　機き嫌げん良よく俺の話を聞いてくれた麻呂様は、パタパタと扇おうぎで自分を仰あおいでいる。たぶん、俺の熱意が麻呂様に影えい響きようしたのだと思う。

「あはは、まさか。私の文を送ることなどできませんよ」

　しかしアピールに熱が入りすぎたせいか、俺が花姫様に手紙を送ることになっているようだが邪じや魔まをしないためにも否定しよう。

「はて、想いを綴るだけで送らぬのかえ？」

「届いて良い想いではありませんので、送ることなど許されません」

　首を傾かしげる麻呂様は、扇を閉じて今度はパチンパチン開閉を繰くり返かえしている。落ち着きを欠いたような動作だ。

「理由を聞いても？」

「私が藤見の男で、花姫様が東条の姫だからです」

　探さぐるような視線に、麻呂様も知ってますよね？　という意味を込めて苦笑してみせれば、麻呂様は扇の開閉を中ちゆう途と半はん端ぱな状態で止めて固まった。

「──の、……でおじゃる」

　茫ぼう然ぜんとした表情で呟つぶやいた言葉は、小さすぎて俺の耳では聞き取ることができなかった。

　聞き返しても良いものかと悩なやんでいると、第三者の介かい入にゆうによりそれは敵かなわなくなる。

「失礼致いたします。松倉殿、お部屋の準備が整いましたのでご案内を……」

　部屋に入ってきたのは、俺が最初に東条の城を訪ねた時にこの部屋まで案内してくれた男性だ。麻呂様の他に俺も部屋に残っているのを見て、彼は眉まゆをハの字に下げた。

「も、申し訳ありません。藤見殿のお部屋はこちらの不ふ手て際ぎわでご用意できておらず、その……」

　うわぁ、予想通りすぎて何と返せばいいのやら。確かに東条の城には泊とめてもらえないかもしれないと思っていたけど、まさか本当に断られるとは。

　そういえば、長おさは部屋を出ていく時に「婿むこ候補達には部屋を用意した」と言った。つまり婿候補でない俺の部屋は用意されていないという意味だ。

　ここまで徹てつ底ていして邪じや険けんにされている現状に、もはや笑うしかない。

「藤見殿が宜よろしいならば、麻呂は相部屋でも構わぬでおじゃ」

　やだ麻呂様超ちよう良い人……！　不覚にもキュンとときめいてしまったじゃないか。

　どうやら神は俺を見捨てていなかったようだ。一いち人にん称しようが麻呂の微び妙みような天使が俺に救いの手を差さし伸のべてくれた。

　だが麻呂様の言葉を聞いて、案内人の男性が更さらに困った顔をした。恐おそらく、俺を泊めるなと長から言われているのだろう。

　まぁ、これは事前に予測していたので対処もできている。声を掛かけてくれた麻呂様には申し訳ないが断らせてもらおう。

「お気き遣づかい下さってありがとうございます。ですが、宿を取っていますのでそちらで休もうと思います。なぁ、陽太」

「はい。少し小さな旅籠はたご屋やですが料理が美う味まいと評判なのでそちらにしました！」

　今の今まで完全に空気と化していた陽太に確かく認にんを取れば、元気の良い答えが返ってきた。

　旅籠屋の規模は気にならないが、料理が美味いのはとてもありがたい。麻呂様との相部屋が許可されたとしても「藤見の分の夕ゆう餉げはない」と言われるオチが容易に想像できていたので、余計に魅み力りよく的だ。

「それは残念じゃ。藤見殿とはもう少し語り合いたいと思ったのじゃが」

「ま……松倉殿がお暇ひまな時に、またお呼び下さい。私も色々とお話をしたいので」

　主に花姫様アピールになりますが。と心の中で一言付けたし、麻呂様達に頭を下げた。

　しょぼーんと気落ちして別れを惜おしんでくれる麻呂様の見送りを受け、俺と陽太は旅籠屋のある城下町へ再び向かった。

　夕日に染まる通りを歩きながら、陽太がそわそわと声を掛けてきた。

　麻ま呂ろ様と話をしている間は聞き役に徹てつしていたので、口を挟はさむのを我が慢まんしていたらしい。

「花姫様への文ふみには何とお書きになるおつもりだったのですか？」

　麻呂様へ話した「喜ぶこと」を引き摺ずっているのか、興きよう味み津しん々しんな表情で続きをねだってくる。

　特に深い意味で文の件を口にしたつもりは無かったのだが、無視するのも可か哀わい想そうなので学校の授業で書いたラブレターの話をそれっぽく語ってやることにする。

「送る予定もないのに、陽太も物好きだな」

「従者は主あるじの代筆をすることもありますので、感性を知るのも勉強になるのです！」

「それはまた勉強熱心なことで……」

　一言一句すら聞きき逃のがさない気き魄はくで答えを待つ陽太に苦笑しながら、当時の授業内容に思いを巡めぐらせる。

　教師は己おのれの恋れん愛あい経験を無駄に語った後、助言の一つとして何かシチュエーションを設定した方がイメージが湧わきやすいと口にした。

　格好良く書かき綴つづりたいと気持ちばかりが先行していた俺にとって、それは良い案だった。

　その助言をもとに俺が考えた設定は、ラブレターを送る相手が怖こわい夢に悩まされているというものだった。

　その微妙な設定についての弁解を言えば、前日の夜に心しん霊れい特集の番組を見て寝ね付つくことができなかったという自分の体験が絡からんでくるのだが、情けないのでそこは誰にも明かしていない。

　とにかく、そういうシチュエーションを設定して人生初のラブレターを授業で書いたのだ。

　その内容は……。

　──怖い夢を見ても、俺が必ず助けに行きます。だから安心してお休みください──

　要約すると、そんな感じの物だった。

　ちょっぴり正義のヒーローを気取って書いた結果がこれだ。幽ゆう霊れいに追いかけられる夢を見ても誰かが助けにきてくれる。そう思えば夜眠ねむるのも怖くない。

　今思えばこっ恥ぱずかしくて仕方がない。俺にとって、忘れることのできない黒歴史であった。

「──という文を思い浮うかべていただけだ。他言するなよ？」

　幽霊の部分や授業云うん々ぬんを端は折しよって陽太に教えてやれば、何な故ぜかキラキラとした目で俺を見つめている。

　今度陽太にも似たような問題を出して嫌いやがらせをしよう。そんな心の狭せまいことを考えながら、旅籠屋へ急いだのだった。
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　裡念と名乗った、東条に仕えていた老人の家から少し離はなれた竹林の中。

　そこに、城下町から恭達を追ってきたならず者達が転がっていた。

　囮おとりとなった篠崎陽太に人通りの少ない竹林の奥まで誘さそい込まれた彼らは、文字通りあれよあれよという間に地へ沈しずめられてしまったのであった。

　一対四と数では完全に勝まさっていたので、集団で囲めば楽々痛めつけることができると思っていた。それが結果として、このざまである。

「う……、ここは？」

　死し屍し累るい々るいと転がる男達の中から、最初に意識を取り戻もどしたのは一団の頭かしらを務める男だった。

　男は痛む首元を押さえながら、意識を覚かく醒せいさせるべく目を何度か瞬まばたかせた。そして、首元が痛むのは、何者かに手刀を入れられたからだと気付く。

　確か自分は最後に赤毛の小こ僧ぞうに倒たおされたのだと、男は思い出した。

　周囲に目をやれば、突つっ伏ぷすようにして転がっている弟分達。

「おい、てめぇ等ら！　さっさと起きねぇか」

　腹に力を入れて大人でも萎い縮しゆくしてしまう形相で大きな声を出すも、弟分達は反応しない。致ち命めい的てきな怪け我がでも負っているのかと心配したが、涎よだれを垂らして眠ねむりこけている彼らを見て、何とも言えない気持ちになった。

「チッ。あのガキ共め」

　弟分達が無事であることへの安あん堵どを隠かくすように、男は悪態を吐ついた。

　思い返すのは、武器を使わず確実な一発だけで弟分達を倒した赤毛の少年、陽太のことだ。

　瞬またたく間に敗北した彼らだが、この男には剣術の心得が多少あった。

　今でこそ落ちぶれて小こ汚ぎたないならず者と成り果てているが、元は刀かたな鍛か冶じを目指して修しゆ行ぎようしていた身だ。専門とする武器の扱あつかいに慣れていなくては話にならない。

　とは言っても、数年前に師し匠しようを流は行やり病で亡なくしてから腕うでも心も荒あれる一方だった。そんな腕では戦って勝てるはずもなかったが、一いち撃げきを喰くらわすくらいの抵てい抗こうは見せたかった。

「赤毛のガキじゃなくて、あの金持ちそうな男が相手なら楽勝に決まってる」

　次に悪態の対象となったのは、濃こい茶ちや色の髪かみをした身なりの良い男。好戦的な赤毛の少年とは対照的に、柔やわらかな空気を纏まとう優やさ男おとこは争いごとを避さけようとする言動が多かった。

　腰に上物を帯刀していたが腕は従者に劣おとるだろう。あの男が相手で、己の手にも刀があれば少しは戦えたのではないだろうか、と男は負けを惜おしんだ。

「その話、詳くわしく聞かせてもらえぬか」

　男が振ふり返ると、浪ろう人にんのような風ふ情ぜいの男が三人立っていた。三人とも深編あみ笠がさをかぶっているので顔がよく見えないが、声を掛けてきたのは真ん中の男のようだ。

「何だ、てめぇらは」

　獣けものが威い嚇かくするように低い声で言ったが、浪人達は怯ひるまなかった。

　それどころか、真ん中の浪人がかろうじて見えている口元を引き上げて嗤わらった。

「随ずい分ぶんと手て酷ひどく叩たたきのめされたようだが」

「ンだと？」

　挑ちよう発はつにもとれる問いに、苛立ちが増したのは仕方がないだろう。だが反論はできなかった。

　男はともかくとして、まだ弟分達三人は地面に突っ伏したままなのだ。人の気も知らずに眠りこけている彼らを叩き起こしたい衝しよう動どうにかられた。

　だが、ここで弟分にかまけて浪人達への注意を怠おこたるほど男も世間知らずではない。

　寝ね首くびをかかれたり、隙すきをつかれたりすることは身に染みて理解していた。自分達もそういった輩やからに含ふくまれるのだから。

　目を覚ます気配のない弟分達を放置して離はなれるわけにもいかず、男は諦あきらめたように浪人達を見やった。話を聞く気になったのだ。

「チッ。赤毛の従者を連れたどこぞの坊ぼつちゃん御一行様に返り討うちにされたんだよ」

「ほう、赤毛の従者を連れた男か。その者、獣を連れていなかったか」

「獣だぁ？　そんなこと覚えて……って待てよ。確か肩かたに猫ねこを乗せていやがったな」

　脳のう裏りに浮かんだのは、上質な羽織袴はかま姿すがたの男の肩かた口ぐちに張り付いた白い毛並みの仔こ猫ねこ。

　愛あい玩がん動物でしかない存在が、一丁前に牙きばを剝むいて威嚇していたのを思い出したのだ。緊きん迫ぱくした空気に不釣つり合あいな小動物が目に留まったのは当然とも言える。

　その時のことを簡単に伝えれば、質問してきた浪人が口元を更に歪ゆがませて嗤った。

「くっくっく、猫か。なるほど、次が生まれるのを待っても無む駄だなはずだ」

　押し殺すような嗤いには、何かを小こ馬ば鹿かにしているような感情が含まれていると感じた。

　両りよう隣どなりの浪人もそれに気付いたらしく、笑っている浪人の言葉を待つも苛いら立だちは隠かくそうとしていなかった。

　そんな浪人三人を、男は密かに分ぶん析せきしていた。真ん中の浪人が一番高い立場であるのは見て取れるが、三人は仲間でもないらしい。

　一体どこの者だろうかと男は浪人達を観察しながら周囲にも目を配った。

　そこでふと、違い和わ感かんを覚えた。

　彼らが歩いてきたと思われる奥の竹林の先は、流れの速い川と獣が多く出る深い森が広がっているだけだ。森の中は天然の迷路となっており、山道や獣道に慣れている者でも好んで通ろうとは思わない。

　森を抜ぬけるには日の出と共に森に入るか、一晩危険の中で野宿するくらいの覚かく悟ごが必要だ。それなのに、三人は軽装すぎる。

「（こいつら、ただの浪人じゃねぇな）」

　何者だと口にしそうになったが、すんでのところで口を噤つぐんだ。

　茶の小こ袖そでにたっつけ袴ばかまと格好は浪人か修行中の剣けん客かくのように見えるが、腰こしにある刀は本物である可能性が高いと判断したのだ。

　適当な理由を付けて浪人達から離れることも選せん択たく肢しの一つとしてあるが、未だ目を覚まさない弟分を見捨てて逃にげるような真ま似ねはできない。

　顔が警戒に歪みそうになるが、それも何とか耐たえて三人が去るのを待つしかないと思った。

「アンタら、早くこの林を抜けねぇと夜になっちまうぜ」

　誘ゆう導どうするような言葉が出たのは、そんな思いが溢あふれたせいか。

　だが事実、竹林の中にも夕ゆう闇やみが忍しのび寄より辺りをだんだんと暗くしはじめていた。あと四半刻もしない内に、すっかりと闇に覆おおわれてしまうだろう。

「お主、東条の城下町の者か？」

「まぁな。町へ向かうなら急いだ方がいいぜ。林から出て道なりに進めば簡単に着く」

　男の尤もつともな話に頷うなずいた真ん中の浪人の問いに、男は律りち儀ぎに答えた。

　道を教えたのは案内を頼たのまれたり、一いつ緒しよに城下町へ向かおうと提案されるのを回かい避ひしたかったからだ。ただでさえ得体が知れない者達なのに、馴なれ合あいなど冗じよう談だんじゃないと思っていた。

　先程と違ちがって「早く去れ」とばかりの空気を隠さない男に、やはり浪人は嗤ったままだ。

「それは好都合。そろそろ夕ゆう餉げの時間なので、腹が減っているだろう？」

「あぁ？　急に何でそんな話に──っ!?」

　膝ひざ裏うらに衝しよう撃げきを受け、不覚にも地面へ両膝をついて浪人を見上げる体勢になってしまった。つい寸前まで三人並んでいた浪人は、真ん中の者を残して男の左右に分かれていた。

　二人掛がかりで無理矢理肩を押さえつけられ、乱暴に刀の柄つかで顎あごを上向かされる。無ぶ遠えん慮りよなその行動に、男は喉のどを詰つまらせそうになりながら顔を顰しかめた。

　声を出すことも難しくなった男の目に映ったのは、真っ赤に染まった紙だった。目の前の浪人に握にぎられているそれの毒々しさに、警戒が強くなる。

「何のつもりだ」

「なぁに、腹を満たしてやるだけだ。美う味まいと評判でなぁ」

　冗談めいた言葉に、いよいよ頭が可お笑かしくなったのかと男は思った。だがそれは冗談ではなく本気だった。丸めた紙が口の中へ突っ込まれたのだ。

「ゲホッ！　な、何しやがるっ！　こんなモンが食えるはず……っ!?」

「食うのではない。お前が喰くわれるのだ」

　紙を吐はき出そうと抵てい抗こうしたが、一度噎むせるだけでその感覚は一いつ瞬しゆんにして消えてしまった。その代わりに残ったのは、喉の奥を通って胸の真ん中へ何かが浸しん透とうしていく妙みような感覚。

　それが僅わずかに右へ移動した記憶を最後に、一気に呼吸することさえ難しくなった男が地面に倒たおれ込んだ。

「駒こまの一つとして、暫しばらくは使ってやる」

　何とかその言葉だけを耳にした男の意識は、そこで完全に途と絶だえた。

「して、あのお方に顔向けできる程度の情報は得られたのか」

　微び動どうだにしなくなった男を無言のまま冷めた目で見ていた浪人達だが、その内の一人が本題に入るべく口を開いた。

　問い掛けの先は、地面に転がっている男と会話をしていた浪人だ。その者は答えを焦じらすように、己おのれの笠へ手を伸のばした。

　深編み笠を外した浪人は左右が不ふ揃ぞろいな黒い髪かみに、鋭するどい眼を持つ若い風ふう貌ぼうをしていた。

　実のところ男の本来の職は浪人ではない。その正体は、先日藤見の地に潜せん入にゆうした忍しのびの一人。土地神の森で恭と一戦交えた、西鬼の忍である紫雨しぐれだった。

「獣の居場所は分かった。だが易々と手を出せぬようだ」

「何を悠ゆう長ちようなことを。獣を殺すか奪うばえば済む話ではないか」

「城下に張られた結界に気付いていないのか？　余よ所そ者ものが紛まぎれ込めば勘かん付づかれる仕し掛かけだ。西鬼の我らには越こえられぬ」

「何と面めん倒どうな……！　では如い何か様ようにするつもりなのか」

　紫雨の答えに、質問した浪人は怒いかりの色を浮かべた。

　彼に応こたえた紫雨の言葉通り、城下町から離れたこの位置からでも東鬼以外を牽けん制せいする結界の気配を感じ取れた。

　森を越えようと足を踏ふみ入れた時点ではこれほど強い結界ではなかったのだが、仕掛けた術師が結界の近くへ戻もどったか、強化したかのどちらかだと紫雨は思っていた。

　一つ確かなのは、その変化のせいで当初の作戦を変へん更こうせざるを得なくなったことだ。

　強化される前の結界であれば、紫雨の鬼道術で勘付かれない程度の穴を開けて侵しん入にゆうできると踏んでいた。だが今ではそれも厳しい。

　ならばどうするのか。浪人からの問い掛けに、紫雨は自分の考えを返した。

「侵入は不可能だが、この者を操って事を起こす。住民なら容易に結界を抜けられるはずだ。結界を破は壊かいするのも手だが、些いささか目立ちすぎる」

「術師に嗅かぎ付つけられるからか」

「それもあるが、禁術で駒の精神を奪う方が遥はるかに簡単だ。呪じゆ詛そ返しの代だい償しようも軽くて済む」

　結界を壊こわして警けい戒かいされてしまえば今後の行動にも支障が出る。今回限りの侵入ならば無理やり結界を破壊して獣けものを殺せば簡単に終わるのだが、相手は東鬼なので長期的な面でも考こう慮りよしなくてはならない。西鬼とは不仲なので、結界を今以上強化されても面倒になるだけだった。

　それらを思うと第三者の精神を支配する禁術を用いた方が得策だ。

　獣に関して未だ手探りという点も理由の一つだが、万が一にでも禁術を返されたとしても、紫雨は痛くも痒かゆくもないのだ。

「フン、さすがは化け物。反動を恐おそれぬとは」

「その化け物に助力を乞こわねばならぬ身だと分かっているのか」

「貴様っ……」

「大義を成すには犠ぎ牲せいが必要だと知らぬとは言わせぬ」

「おのれ、我らを謀たばかってまであのお方のお心を留とどめておきたいのか！」

「馬ば鹿かなことを。あの執しゆう着ちやくから逃のがれられる方法を知りたいくらいだ」

　紫雨の脳裏を過よぎったのは、雇やとい主であるしゃがれた声の老人だ。傍ぼう若じやく無ぶ人じんな様が目立ち多くの敵を作りそうな者だが、西鬼の中でかなりの地位を持つ。そんな雇い主に気に入られようと、多くの者が躍やつ起きになる。

　この二人もそんな輩やからと同じだった。

　獣の件を調査する紫雨に無理やり同行し、嫉しつ妬と心を隠しもせず突つっかかってくる。正直なところ、いい迷めい惑わくだった。

　何より、紫雨自身は雇い主に好かれたいとは微み塵じんも思っていない。執着されるのは別の理由があるからだ。だが、その執着の理由を浪ろう人にん達に話す気などなかった。

「役に立ちたいのであれば、一つ手伝ってもらおうか」

「……ふ、やっと意地を張るのを止やめたようだな」

「ははは！　所しよ詮せん忍しのびの者は陰かげの存在。あのお方のためにも我らが手て柄がらを立てた方が良いと理解できたのだろ──う？」

　ぐらり、と浪人の一人の視界が揺ゆれた。

　視界の主は何が起こっているのか理解できていなかったが、会話をしていた残り一人の浪人の表情には驚おどろきと恐きよう怖ふの相が浮うかんでいる。

　一いつ拍ぱく後、いつのまにか横に傾かしげられた首筋から血が迸ほとばしり出た。血管を斬きられたらしい。音は無かったが、噴ふき出る赤と遅おくれてきた熱が現状を理解させた。

　しかしそれに対して悲鳴どころか呻うめき声一つ上げることなく、浪人はぐるりと目を回して絶命した。

「ひっ、何のつもりだ！」

　よろよろと後あと退ずさった残りの一人が、震ふるえながら腰こしの刀を抜ぬいて構えた。だが動どう揺ようと恐れから切っ先が虚こ空くうを泳ぐように揺れていた。

　歯を剝むき出だし、憤ふん怒ぬに目をつり上げているが顔色は蒼そう白はくだ。

「禁術の呪詛返し用に、貴き殿でんらの命を利用させてもらおう。身を挺ていしての協力、機会があれば主あるじの耳に入るかもしれぬな」

「おのれ、化け物が……！」

　死相が浮かんだ浪人の末路は決まっている。それでも何とか抗あらがおうと必死の形相で前のめりになりながら刀を振ふるった。だが、崩くずれた体勢からの斬撃に鋭さなどない。

　紫雨はその刀身を右にかわすと苦無を浪人の喉に突き刺さした。息を詰めたような呻きが漏もれるが、声にはならない。

　そのことに気を良くして容よう赦しやなく苦無を引き抜くと、八方に血が噴ふん射しやされた。

　浪人は何とか血を止めようと刀を捨てて両手で傷口を押さえるが、上半身を真っ赤に染めることは止められない。

　指の間から赤が漏れ、これほど血が残っているのかと驚くほど次々と溢あふれ出る。

　そしてついに、男が絶命して膝ひざから頽くずおれるように倒れた。その様子を、紫雨は冷たく見下ろした。

　暫しばし無言のまま二つの亡なき骸がらを見つめていた紫雨の目に、悲しみや後こう悔かいはない。ただ、羨うらやむような光が一瞬だけその眼めに宿った。

　しかしそれもすぐに消え、いつもの無感情なものへと戻された。

「禁術の代償はお前達の命だから、結界をやぶる面倒より遥かに楽なのだ」

　事切れた二人への解説は単なる独り言。だがその言葉への返事や反応の代わりに、二人の亡骸が瞬またたく間まに腐ふ敗はいし、真っ黒な靄もやになって紫雨の方へ浮かび寄った。

　それを指先で自在に操った紫雨は、先程赤い符を飲み込ませた男の身体からだへ向けて指を振った。

　その靄が男の身体へ吸い込まれるのを見届けて、紫雨はまた上じよう機き嫌げんそうに口くち端はしを引き上げる。

　ククッ、という嗤わらい声が不気味に竹林の中で響ひびいた。
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　辺りはすっかり闇やみ色いろに包まれている。

　風が全くなく木の葉も雑草も動かない。まるで時間が止まったかのような、静かな夜だった。

　奥庭にある薄うす水みず色いろの葉を揺ゆらす木が淡あわい月明かりの中に浮かび上がっている。

　その木、思し慕ぼの木の前に東条の姫ひめである花が立っていた。

　恭の前でくの一を止めた時のような、姫としての凜りんとした表情は影をひそめていた。年とし頃ごろの娘むすめらしい柔らかい顔をしている。

　思慕の木を見つめていると、花姫の胸に一人の男鬼のことが蘇よみがえってきて、心が騒さわいだ。

　街かい道どうで見知らぬ男に言い寄られていたのを助けてくれた時は、とても親切で思いやり深い人なのだと思った。

　竹林の小屋で再会し互いの素性を理解した時は、やはり忠誠の対象としか映らないのだと僅わずかに落らく胆たんした。

　けれど藤見家に伝わるという家訓を説き、無断の外出を咎とがめられる時は共に謝罪すると口にされた時、心臓が大きく脈打った。

「藤見、恭さま……」

　無意識の内に名を呟いてしまうほどに、その思考は占領されていた。

　花姫は全すべてに恵めぐまれているようで、欲しいものを手に入れることができない立場だった。

　身分や地位はある。望めば美しい着物も小物も簡単に手に入る。だが年頃の娘が憧あこがれる恋こいや愛、これから先の幸福な未来が閉とざされていた。

　故に藤見恭という若い男鬼との関わりは花姫にとって衝撃的で、こうして思慕の木を見つめていると、期待して心が揺れるのだ。

「花」

「お父様」

「城を抜け出してどこにいたのだ」

「……裡念のところに。千代と共におりました」

　克彦も、花姫が東条の元臣下で引退しても信頼を寄せ続けている老人のもとへ向かったのではないかという予想はあった。

「術を習いに行ったのです」

「そうか」

　裡念は東条が誇ほこる鬼道術の使い手だった。現げん役えきの頃ころは鬼一族の三大術師と呼ばれるほどの腕うで前まえで、その強固な結界術や強力な鬼道術の数々で東条を支えた忠臣である。

　高こう齢れいということもあり数年前に引退したのだが、その力は他ほかの誰だれよりも強い。今でも城の結界を裡念に任せているくらいだ。

　だがここで意味する「術」とは一いつ般ぱん的な鬼道術ではない。

　花姫が裡念に習おうとしていたのは、女鬼だけが使える「護身の三術」というものである。

　男鬼に比べ、女鬼は様々な面で劣おとっている。

　腕わん力りよくや持久力はもちろんのこと、鬼化と呼ばれる身体能力を極限まで高める変化もできない。

　そのようにどうしても力の劣る女鬼が身を守る為ために持つ拒きよ絶ぜつの手段が護身の三術だった。

　まず、悲しみや怒いかりを感じた時に痺しびれるような痛みを相手の全身に一いつ瞬しゆんで走らせ、抵てい抗こうと警告を示す一ノ術。

　次に、不快や嫌けん悪おを感じた時に相手を拒絶する二ノ術。気持ちの強さや使う者によって拒絶の方法は様々で、愚おろか者を痛めつけるには十分な効果を持っていると聞いた。

　そして、婚こん姻いんを結んだ女鬼だけが使用できる操みさお立ての意味を持つ三ノ術。

　婚姻による契ちぎりを交かわした相手以外に心も身体も許さない、誓ちかい立てにより半永久的に継けい続ぞくされる保身の術。

　これら三つの術が力で劣る女鬼が男鬼に抗あらがうためのものだ。

　男鬼からすれば大おお袈げ裟さだと感じるかもしれないが、女鬼は力に屈くつするべきだと思われていることに常に物申したい気持ちを抱かかえているのだ。

　多くの女鬼は生活している内に自然と使用する能力を開花させる。

　だが花姫は護身の三術を使用することができなかった。正確には術の発動ができないのだ。
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　そこで頼ろうとしたのが東鬼一の鬼道術の使い手であった裡念だ。

　裡念は女鬼ではないが、鬼道術の使い手なので術の発動くらいなら教えることができる。

　そう考えた花姫は側仕えの千代と城を抜ぬけ出し、教えを乞こおうとした。……結局、扱えるようにはならなかったのだが。

「習った術で婿むこを拒こばむつもりだったのか」

「……いいえ」

　小さく首を振って否定したが、説得力はなかった。

「お前が護身の三術を使えないのは、俺達にも非がある」

　東条の血を引く直系の子は一人しか生まれない。それが男児でなく女児、姫だったのだ。

　当時、それはもう大おお騒さわぎになった。昔から子が一人しか生まれないのは周知されていたので問題とはならないのだが、性別が明暗を分けた。

　花姫が生まれるまで直系の子は必ず男児であったからだ。直系の子は男児が一人と認にん識しきされているほどに、当然のことだった。

　それが、まさかの姫。

　東鬼一族の将来を危あやぶんだ者から匿とく名めいで心無い進言が寄せられたことも少なくはない。

　表立って口にしないが、生まれた姫を殺して次の直系を望むべきだとも陰で囁ささやかれた。

　だが誰もそう強く出られないのは、姫が殺された後に次の直系が生まれるか不明だったから。

　加えて、克彦の妻は病弱で子を一人産むのがやっとだ。側室を迎むかえるという話も密ひそかに進められていたが、それを克彦が拒んで握にぎりつぶした。

　それが原因で花姫に必要以上の負荷を背負わせてしまった。だからその分、克彦は花姫を心から慈いつくしんで育てた。

　そんな克彦も年々美しく成長していく花姫に護身の三術を覚えさせようとした時期があった。

　その時に初めて、花姫を取り巻く環境に大きな落とし穴があることに気付いたのだ。

　護身の三術は恐きよう怖ふや警けい戒かい、嫌悪の情が引き金となって発動する。平たく言えば身の危険、貞てい操そうの危機の二つだ。

　しかし、真綿で包むように慈しんで育てられた花姫への危険は皆かい無む。美しい花姫に邪よこしまな想いを抱いだく者が現れては困ると、歳としの近い男鬼との接せつ触しよくは極力減らした。

　東条を長おさとして崇あがめる東鬼一族の中には内ない紛ふんを起こす輩やからもいないため、危機感も実体験できていない。

　教える側も教える側で、幼い姫に城仕えの者達が危害を加える気になれるはずもなかった。

　そして、その代わりか補うためかは不明だが、花姫の側仕えであるくの一の千代は近代稀まれに見るほどの護身の三術の使い手となっていた。

　元より男鬼に良い感情を抱いていない上に、千代の場合は職も関連した。

　忍しのびは男鬼が殆ほとんどで、女鬼は滅多に存在しない。そのため幼少期から千代は女鬼だからと馬ば鹿かにされ、男鬼に劣ると決めつけられていた。

　その対たい抗こう心と嫌悪から、今ほどの護身の三術を容た易やすく操あやつれるようになったのだ。自分を馬鹿にした男鬼に仕返しをするために。

　そういう負まけず嫌ぎらいな部分は父親の吾妻にそっくりだと克彦は思った。

　吾妻もまた、忍だからと重臣に軽かろんじられるのに対抗心を燃やして重臣と同じくらいの発言力を持つ忍しのび頭がしらまで上り詰めた男だ。

　当時のことを思い出し、ふっと口元を緩ゆるめた克彦は再び娘むすめの花姫へ視線を戻した。

「（何か様子がおかしいな）」

　しかしそこで違い和わ感かんに気付いた克彦は、パキッと手折った木の枝を花姫に差し出した。

　花姫が首を傾げながらそれを受け取ると、薄水色だった葉や蕾つぼみが風もないのに揺れて僅わずかだが蕾が開いた。

　その変化に、克彦は苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔をした。

　婿候補には会わせていない。そのはずなのに、花姫の心に大きな変化があった。その理由は確認するより明らかだった。

「藤見は駄だ目めだ」

　克彦は引き攣つったような声を上げた。顔を上げた花姫の目には戸と惑まどいがある。

「藤見を選べば東条は消える。藤見に下ったのだと判断されるんだ」

　反論を許さないとでも言うような克彦の言葉に、花姫は指先を震わせながら俯うつむいた。

「藤見恭を慕したっているのか」

　どこからか吹き始めたそよ風が花姫が手にしていた枝の葉を揺らし、さわさわと微かすかな音がする。

「わたしは、東条と共に生きます」

　問いには肯こう定ていも否定もしない花姫の言葉と共に、開きかけた蕾がぽとりと地に落ちた。
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　翌朝、俺は東条の通りにある旅籠はたご屋や「かげろう」の一室で目を覚ました。

　寝ね起おきで頭の働いていない俺の耳にチュン、チュンという雀すずめの鳴き声が聞こえる。

　今は何時頃ごろだろう、と首だけを動かして確認した部屋の中は明るい。既すでに陽ひが昇のぼってからある程度の時間が経過しているらしく、そろそろ陽太が起こしに来るだろうと思った。

　そこでふと俺の視界の端はしに白い塊かたまりが映り込んだ。塊は柔やわらかい毛をした白い仔こ猫ねこ。俺の影かげ獣もののユキちゃんだった。

　起きたはずの俺があまり動かないのが不思議なのか、ユキちゃんは首を傾かしげるような動作をした。その可愛かわいさに、頰ほおが緩ゆるみそうになった。

　しかし次に、何な故ぜかユキちゃんは俺から少し離はなれて動きを止めた。

　一定の距きよ離りで離れるのを止めた後、猫ねこにしては垂れ気味の大きな目と視線が重なる。その黒い瞳ひとみがキラリと光った気がした。

　そして可愛い茶色の耳をピクピクと動かしたと思ったら、もう一度近づいてくるではないか。

　それも結構な勢いをつけて、だ。それはつまり──。

　ゴスッ！

「ぐはっ!?」

　ま　さ　か　の　頭ず　突つ　き　！

　痛っ、ちょ、マジ痛ぇからぁぁぁ！　何で頭突きなの、それにユキちゃん石頭すぎるんですけどぉぉ!?　割れてない？　俺の頭は無事？　俺の頭パーンしてない??

　大ダメージを受けた額を押さえながら、仰あお向むけだった体勢から半回転してうつ伏ぶせになる。

　胸の上に居たユキちゃんも必然的に香かおりの良い畳たたみの上に降り立つことになり、軽い足取りで俺の傍に寄ってきた。

　ゆらゆらと耳と同じ茶色の尻しつ尾ぽを揺らしながら擦すり寄る姿は非常に可愛らしいが、今の君は俺の額を割る兵器にしか見えない。

「にゃーん」

　そしてこのドヤ顔である。

　な、何を勝ち誇ほこった顔してんのユキちゃん！　君のお陰かげで俺の頭がパーンしちゃうトコロだったんだからね!?

　上じよう機き嫌げんな鳴き声を上げたユキちゃんに、俺は上半身だけを起こして苦い顔を向ける。

　左手で片目と共に額を押さえているので、残りの眼めで小さな白い存在を睨にらんだ。これは少し教育が必要だと判断した俺は、怒おこるために全身に力を入れ直す。

　めっ！　という風に大人が子供を叱しかるようにすれば、一いつ瞬しゆんだけその小さな身体からだが跳はねた。どうやら俺が怒っていると理解したようで、慌あわててゴロンとお腹なかを見せて寝ね転ころんだ。

　こ、これはアレか。犬でたとえれば降参か。服従ポーズか。つまり反省か。

「（かーわーいーいー！）」

　畳に背を預けたままクネクネ動く姿が可愛さに磨みがきをかけている！

　……はっ。こ、これは作戦か！　胸キュン作戦とは何て卑ひ劣れつなんだ。冷静になれ俺。流されるな俺。額の痛みを思い出せ俺。

　厳しく叱るつもりで額を押さえていない方の手を伸のばせば、掌てのひらに幾いくつもの軽い衝しよう撃げき。

　ユキちゃんは果か敢かんにも短い手足で猫パンチや猫キックを繰くり出してきたのだ。

　少し力を入れて更さらに圧おしてやれば、四し肢しで踏ふん張ってプルプル震ふるえている。

　……あは。もう俺の額なんかどうでもイイや。違ちがう意味で頭パーンしちゃいそうだし。

　今は心行くまで可愛いユキちゃんとボクシングごっこして遊ぶ事にします！

「恭様はユキを甘やかし過ぎですよ？」

　そんな風に、俺の拳こぶしとユキちゃんの手足とでポコポコと攻こう防ぼうしながら遊んでいると、俺達に差す朝日を遮るように伸びた影かげが動いた。

　影の主ぬしは盆ぼんにお茶の入った湯ゆ吞のみを載のせて運んできた陽太だ。

「甘やかしているように見えたか？」

　布ふ団とんに突つっ伏ぷしていた体勢を起こして畳の上に座り直せば、畳とお茶の香りが風に乗って俺に届く。

　近づいてくる陽太に問うと、作法の手本のような動作で陽太は俺の近くに歩み寄った。

「少なくとも、オレの目にはそう見えました。いくら戯たわむれているだけと言っても、ユキの態度は少し問題でしょう。オレの影獣なら尻尾を摑つかんで振ふり回してお仕置きしますよ？」

　怖こわっ、陽太怖っ！　それ虐ぎやく待たいで訴うつたえられちゃうから駄目だよ……。

「躾しつけも大切だが、可愛がることも同じくらい必要なんだぞ？　陽太も触さわってみるか？」

「オレはユキに嫌きらわれていますので、触らせて貰もらえませんよ」

「嫌う？」

「同族嫌けん悪お、ということでしょうか。オレもユキも恭様の傍そばで仕え、恭様をお守りする役目を担になっていますので」

　フンと陽太が鼻を鳴らすと、ユキちゃんも機き嫌げん悪そうに茶色の尻尾を床ゆかに叩たたきつけた。

　ユキちゃんを見る陽太の視線はキツイものだ。同じように、ユキちゃんも俺の手から抜ぬけ出して陽太と真っ向から対面し威い嚇かくの体勢を取っている。

　仔猫のユキちゃんを敵視する陽太も陽太だけど、それに応戦するユキちゃんも大たい概がいだ。

　これも一種の相あい性しようなのだろうか。もちろん二人の相性は最悪という判定になるのだが。

　側仕えという、俺に馴な染じみのない地位を争われても何とも言えない。

　陽太もユキちゃんも『側仕え』なんて一線引いた関係ではない。もっと親密な関係なのだ。

「陽太は側仕えというより、親友だからなぁ」

「え……」

「この子も護衛ではなくて癒いやし的な存在だよ。まぁ、どちらにせよ俺にとってお前達が大切なのは変わりないんだ。だから少しは仲良くしろよ？」

　そう言いながら、俺はユキちゃんの頭を撫なでた。

　無理に仲良くさせようとしても、当人同士にその気が無ければ解決しない。時間が経たてば、いつの間にか仲良くなっているかもしれないし。

　と、これ以上言ってもすぐに仲が進展するはずもないので、この話は終わりにしようとようやく布団から抜け出て伸びをした。

　寝ね間ま着きとしていた簡素な浴衣ゆかたから、いつも通り藤見の家か紋もんが小さく入った羽織と袴はかまに身を包んだ俺は、布団を畳たたんだり浴衣を片したりと忙いそがしそうな陽太の姿を眺ながめていた。

「陽太はこの後、どうする予定だ？」

「要兄上から頼たのまれた物を買い付けに行って参ります。時間があれば、隆哉様からのご要望も少し調査しようと考えておりますが……」

　語ご尾びが小さくなったのは、私情を挟はさみまくった隆哉さんの要望を思い出したからだろう。

　東条での調査一覧に尤もつともらしい書き方をしていたが、要約すると綺き麗れいなお姉さんにモテる方法を探さぐってこいということだった。

　藤見の地でモテモテのくせに、更に良い思いをしようなんてとんでもない人だ。要さんがお説教をしてくれる予定だったが、どうなったのか気になる。

　陽太からは簀す巻まきで庭の木に吊つるされるとか何とか聞いたが、本当に実行されたのだろうか。

「恭様は如何いかがなさいますか？」

「とりあえず封ふう移い師しの家をもう一度訪ねてみるよ。長屋の親切なご夫ふう婦ふにも旅籠屋の場所を伝えておかなくてはならないから」

　封移師が戻もどれば知らせると約束してくれた夫婦には、俺が寝ね泊とまりする宿の名前をまだ連れん絡らくしていなかった。

「承知いたしました。ご用がお済みになりましたら町中を見て回るのも良いかもしれませんね」

　ニコニコと笑え顔がおで散策を勧すすめてくれる陽太を見て、それもアリだと思った。

　商家の並ぶ真ん中の通りなら人通りが多くて昨日のようにチンピラに絡からまれる可能性も低いし、この旅籠はたご屋やも並んでいるため帰り道には困らない。

　適当にブラついた後は陽太を探して買い物や調査に付き合うのも良いので、暇ひまをつぶす方法はいくらでもありそうだ。

　次に長おさや花姫様を訪ねる時のために菓か子し折おりの一つでも買っておくべきかと考えながら、朝あさ餉げの準備を始める陽太をぼんやりと眺ながめたのだった。







　一足先に買い物へ出た陽太から遅れること、約一時間。

　旅籠屋から外へ出ると、思いのほか日差しが強かった。軽く汗あせばむような陽気である。

　通りは旅籠屋の他にも色々な店が並んでいて、多くの老若男女が行き交っている。

　中年の女性が路ろ傍ぼうの古着屋を覗のぞいたり、年若い娘達が櫛くしや簪かんざしを扱あつかう小物屋へ楽しそうに足を運んだりしている姿が見える。

　大柄な男が大八車を引き、客への呼び込みが声を張り、風ふ呂ろ敷しき包づつみを持った店たな者ものが急ぎ足で通り過ぎていく。

　そんな中を流れに身を任せるように歩いていると、見知った人物を見つけた。

　格好は藍あい色いろの生き地じに可愛かわいらしい花が散らされた小こ袖そでに、唐から草くさ模も様ようの紅帯。小こ洒じや落れた町まち娘むすめ風の身なりだが、キョロキョロと辺りを見回しながら歩く姿がかえって悪目立ちしていた。

　被かぶり笠がさで顔を隠かくしているが、その町娘が昨日会った人だという確信をもって俺は声を掛かけた。

「お出かけですか？」

「っ!?」

　大おお袈げ裟さなほどその人──花姫様付きのくの一の身体が跳ねた。名前は千代さんだったはず。

　本人は一いつ生しよう懸けん命めい町の中に溶とけ込もうと努力したようだが、醸かもし出す空気が他ほかの町民とは違う。だから人の気配に疎うとい素しろ人うとの俺にも気付かれてしまうのだ。

　それに、昨日の今日で花姫様が城から出ることを許されるとは考えにくかった。

　俺があれだけ可愛らしいお姫様を娘に持つ父親なら、暫しばらくの間は外出禁止にするか、傍に置いて自分で監かん視しをする。百歩譲ゆずっても、こうして一人で出歩くことなんか許さない。

　だから比ひ較かく的てき自由な身の千代さんが花姫様の用事に出向いた、というところだと思った。

「花姫様はお元気ですか？」

「っ、～～……」

　そう問い掛けるも、千代さんは返事をしてくれなかった。

　花姫様以外の共通の話題が思いつかなかったのだけど、花姫様目当てだと誤解されてしまったのだろうか。それとも「何コイツ、花姫様に気があるの？　へなちょこのくせに気持ち悪い」と思われているとか。うわ、それ超ちよう傷つくんですけど……。

　どちらにせよ、千代さんが俺や陽太に対して良い印象を持っていないことは分かっている。

　今もきっと、被り笠で隠かくしている顔を盛大に歪ゆがめていると想像できた。

　千代さんは少し目め尻じりが上がり気味の美人さんだ。その眼光が強まれば、かなりの迫はく力りよくを伴ともなう。嫌きらわれているなら尚なお更さらだ。今も俺への嫌けん悪おレベルは会話もしてもらえない域なのだから。

　昨日、婿むこ候補達から女鬼にはセクハラ撃げき退たい法があると聞いたばかりだ。既すでに千代さんの術は裡念さんが住んでいた竹林で陽太を相手に使っているのを目もく撃げきしたため、威い力りよくを知っている。

　きっと、軽はずみに馴なれ馴れしい態度で接すれば今以上に嫌われてしまうに違ちがいない。セクハラ撃退術を使われても困るので、俺はそれ以上千代さんに追つい及きゆうをしなかった。

　花姫様のお使いにせよ個人的な用事にせよ、嫌っている相手が傍そばに居ては迷めい惑わくだ。

　ただでさえ、人の往来が激しい通りの真ん中で立ち話をする俺達は邪じや魔まになっている。

　幸いなことに俺も全くの暇ひま人じんというわけではないので、早々に千代さんと別れてから竹細工師の夫婦の家へ向かうため離はなれようと思った。

　が、俺の耳にぼそぼそと小さな声が聞こえた。声の主は目の前にいる千代さんだ。

「何な故ぜ貴方あなたがそんなことを気にされるのですか？」

「おかしいでしょうか？　花姫様について色々なことを知りたいと思っているのですが」

　婿候補に花姫様をアピールするためには、俺自身が花姫様のことを知らなくてはならない。

　花姫様が政略結けつ婚こんではなく、婿候補の誰だれかと良好な関係を築く手伝いがしたいのだ。

「藤見家の三つの家訓をお話ししましたね。残る最後の言葉は『愛しています』です」

　千代さんが息を吞のんだようだが、俺は構わず続けた。

　花姫様には恥はずかしくて直接言えなかったけれど、千代さんから巧うまく伝われば良いと思った。

　自分の心のまま巧く扱えるようになるだけで、花姫様の未来は大きく変わるはずだ。

「この三つの言葉を伝えられるのは、素す晴ばらしい事なのですよ。だから花姫様にも、この三つの言葉を言えるようになって欲しいと思っています」

「言えるようになるとお思いですか？」

「花姫様がそれを願うのであれば、私がお手伝いします」

　今にも泣き出しそうな震ふるえた声の問いに、俺はしっかりと頷うなずいた。

　昨日はつっけんどんな態度の千代さんだったけれど、今のように花姫様の話題を挟はさめば心を開いてくれるようだ。

　花姫様と婿候補の誰かを結ばせるための強力な助っ人を得ることができたと、嬉うれしくなった。







　立ち話もほどほどにして、俺達は二人並んで通りをぶらりと歩くことにした。

　ちょうど賑にぎわい出す時間帯らしく、店先では行き交う人の関心を引こうとする声が上がっている。

　だが千代さんと二人で市を歩いていると、前方から向かってくる複数の足音に気付いた。その見覚えのある体格と顔ぶれに、またかと言いたくなった。

　一団の頭数は四。いずれも小袖にたっつけ袴ばかまで、手には武器を持っていた。

　彼らは道の真ん中をゆっくりとした足取りで進んできた。物もの陰かげに隠れた不ふ意い討うちや闇やみ討うちを選せん択たくしないあたりマシだと思うべきか。

　チンピラ集団はすぐ前方に迫せまっており、異変に気付いた周りの人達が道の脇わきに逸それていく。

　距きよ離りはまだ少しあるが、逃にげ出すには不十分だ。

　いつの間にか俺の足あし下もとには、影かげからユキちゃんが現れて毛を逆立てて男達を威い嚇かくしている。

　戦せん闘とうになればくの一の千代さんが戦ってくれると思うが、できるだけ穏おん便びんに済ませたい。

　何とか逃げ道はないだろうかと周りに目を配ると、集まった人の中に、見知った顔を発見した。封移師の住居を探している時に話をした、長屋に住んでいた夫婦だ。買い物途と中ちゆうのようで、竹たけ籠かごに野菜が入っているのが見えた。

　だが、彼らに助けを求めることはできない。陽太が加勢に入ってくれるのが一番だが、騒さわぎに気付くまで時間が必要だろう。

「よぉ、昨日は世話になったな」

　そうこうしている内に、チンピラのリーダー格の男が俺と対たい峙じした。

「今日は逃げ出さねぇのか」

　その言葉に、他のチンピラ達がいっせいに笑った。俺の怒いかりを煽あおる作戦だろうか。

　男達は木刀や木の棒を持って俺に近寄ってくる。恐きよう怖ふ心や警けい戒かい心しんを煽るためなのか、カラカラと武器を引きずる音が耳につく。その顔には嫌な笑えみが浮うかんでいる。

　たった一人を痛めつけるだけなので、自分達が遥はるかに有利だと思っているらしい。

「どこか金持ちの坊ぼつちゃんのようだからなぁ。一人じゃ手も足も出ないってか？」

　ゲラゲラと下品な笑い声を更さらに大きく上げた。けれど俺は、とても落ち着いていた。

　何故なら、こっちには戦闘力抜ばつ群ぐんの千代さんが居るからだ。陽太と対等に渡わたり合える千代さんが本気を出せば、こんなチンピラ達は一いち網もう打だ尽じんに決まっている。

　そんな余よ裕ゆうを胸に、俺は未だに笑っている彼らの顔を順番に見つめていた。この楽しそうな顔が、数分後には千代さんによって泣き顔へ変えられるのだとせせら笑いながら。

「あーっ！　てめぇ、やっぱり俺が狙ねらってた女を連れて歩いてんじゃねーか!!」

　だが突とつ如じよとして、下したっ端ぱの内の一人が俺と視線が合った瞬しゆん間かんに叫さけんだ。

　特に見覚えのある顔の彼は、街道で陽太に追い返された下っ端だ。

　俺と千代さんを指差して目に怒りの色を含ふくませた彼の言い分に、俺は首を傾かしげた。

　確か街道でこの男にナンパされていたのは花姫様だった。それを、横取りだ何だと騒ぎ出した男の勘かん違ちがいに、頭が痛くなってきた。

　ここはビシッと人ひと違ちがいだと端たん的てきに告げて、いがみ合いを終わらせてしまおうと思った。

　千代さんだって、俺の連れだと思われているのは不本意だろう。きっと今も不ふ機き嫌げんなオーラを撒まき散ちらしているはずだ。

「（──あれ？）」

　しかし、てっきりチンピラ達を睨にらみ付けていると思っていた千代さんは、俺の少し後ろで小さく震えている。それを見た俺の頭の中で、男の言葉がぐるぐると回る。

　ちょ、ちょっと待ってくれ。もしかしてこの人、千代さんじゃなくて本当に花姫様!?

　失礼を承知でバッと被り笠を覗き込めば、不安そうに瞳ひとみを潤うるませている美少女──花姫様と目が合った。男が言ったことは本当だったのだ。

　全く予想だにしていなかった事態に、背筋を冷ひや汗が一気に流れ始めた。

　完全に千代さんへ戦闘を丸投げする予定だったので、チンピラを迎むかえ撃うつことより何が何でもこの場から逃げ出す術すべを必死で考える。

「くっ……ユキ、この人の傍を離れるんじゃないぞ」

　未だ威嚇を続けるユキちゃんを抱だき上げ、後ろで微かすかに震えている花姫様に預ける。

　ついでとばかりに、懐ふところからキョウ様が作成していた反はん撃げきの符を一枚花姫様へ手て渡わたした。

「（ヤバイ、これは本格的にヤバイ！）」

　周囲に先程より真しん剣けんに目を走らせて探すのは赤毛の少年、陽太だ。

　懐にはまだ一枚反撃の符が残っているが、相手は四人なので一枚を消費し終えてしまうと次がない。

　結界の符を花姫様と自分に貼はって場を凌しのぐ方法も浮かんだが、人体に貼って効果があるのか判断できないので結局使用するに至らなかった。

　もちろん、男達は攻撃を仕掛けるのを待ってくれない。

「（くそっ、どうすればいいんだよ！）」

　キョウ様の感覚が避よける方向を指示してくるので、反射的にそれに従って体を左へ動かした。その拍ひよう子しに、男の首根っこや腕うでを引いて花姫様の方向へ男達が向かわないよう盾たてとなる。

　俺が立っている位置から後ろへは誰も通すわけにはいかない。そう固く決意して、俺は大地を踏ふみしめる足に力を込めた。







　酷ひどい焦あせりが俺の心臓の脈動を激しくさせていた。

　だが、それはどうやら杞き憂ゆうだったようだ。

　チンピラ達が色々な方向から同時に俺へ攻撃を仕し掛かけてくるせいで、キョウ様の指示通り攻撃を避けると同士討ちになったり、俺が彼らの体を軽く操作することで攻撃の軌き道どうがずれたりするのだ。

　武器を大きく振ふりかぶる彼らと違い、声に従う俺の動作には無む駄だな動きが少ない。

　でも彼らは力だけは有り余っているらしく、味方同士の衝しよう突とつになる時に限って強きよう烈れつな太た刀ちを互たがいに浴びせ合っていた。

　ハラハラして事の成り行きを見守っていた野次馬の表情も、苦く笑しように近いものへ変わりつつあった。どうやら陽太が加勢に現れなくても、俺だけで片が付いてしまいそうだ。

「てめぇらじゃ相手にならねぇ。俺と代われ！」

　しかしそんな茶番に痺しびれを切らせたのは、リーダー格の男だった。

　男は他の下っ端を押し退のけて真っ直ぐ俺の前に進み、およそ五メートルほどの間合いをとって足を止めた。すかさず、復活した下っ端が左右へ回り込んだ。

　退路を塞ふさいだだけで間を詰つめてこないのは、手出しを許されていないからか。

「赤毛のガキは段だん違ちがいの強さだったが、アンタはどうだろうな」

　ニヤリと悪人お約束の笑みを浮かべた男が、腰こしの刀の柄つかに手を置き抜ばつ刀とうした。刃はこぼれが酷く、錆さびついた刀だが男の手にしっかりと馴な染じんでいるように見えた。

　巌いわおのようなどっしりとした構えで、切っ先の延長線上に俺の喉のど元もとがある。

　男は足指で這はうようにジリジリと間合いを詰めはじめ、次に足裏を擦するようにして身を寄せてきた。剣けん術じゆつの心得がある者の動きだ。

「どうした？　怖おじ気けづいたのか」

　俺が抜刀しないことが意外なのか、男の顔に微かに驚おどろきの表情が浮いた。

　だが、その表情も一いつ瞬しゆんだった。

　男は全身に激しい気き魄はくを込めた。気で攻せめて俺に刀を抜ぬかせようとしているらしい。

　精神の中で、キョウ様の警戒心だけが生きているように鋭するどく反応し続けている。

（右に二歩跳べ！　中ちゆう腰ごしに屈かがんで、そのまま左へ──）

　キョウ様の指示は的確だが、その速さについていくのは難しい。

「くそっ、ちょこまかと鬱うつ陶とうしい!!」

　頭に流れた言葉を追うのは一瞬だけ感覚とずれが生じる。それが重なれば重なるほど、男の攻撃が俺の身のギリギリを通過していくのだ。

　そんな激しい斬ざん撃げきや突つきを幾いく度どとなく避けた時、変化は訪おとずれた。

「……っ」

　体力が底そこ抜ぬけなのではないかと疑い始めた頃ころに、男は何な故ぜかピタリと動くのを止やめた。

　刀を振り上げたまま、目を見開いている男の腕がぶるぶると震ふるえ、大量の汗あせが噴ふん出しゆつし始めた。様子がおかしい。下っ端の者達も顔を見合わせ、戸と惑まどっていた。

「あ、兄貴？　一体どうしたんでさぁ？」

「ぐが、うぁ……！」

　男は掠かすれた声を漏もらすと、仲間が歩み寄るのを拒こばんで掲かかげていた刀を構え直し、腰を沈しずめた。

　全身には気魄がこもっており、その行動がお遊びでないと伝わってくる。

　だが明らかに男を何かが豹ひよう変へんさせていた。血色の良かった顔は青白く、両目が糸のように細められ、大きな身体からだが丸められて前のめりになった。

　感情も一つに定まらず、青ざめた顔を苦しげに歪ゆがめたり、逆に楽しげに笑い声を漏らしたり。

　やがて全身に漲みなぎっていたはずの気勢も消え、覚おぼ束つかない足取りになった。攻撃の意思は失っていないのか、ゆったりと振りかぶった刀はワナワナと震えている。

　振り回される刀身は錆び切っているので殺傷力はそこまで高くないが、無傷ともいかない。

　何より妙みようなのは、攻撃の対象が俺以外の者にも移ったことだった。男は仲間である下っ端達へ向けても刀を振り上げたのだ。

　その動きは唐とう突とつで鋭さがないが、混乱を招くには十分すぎるものだった。

「ひっ！　兄貴、一体どうしちまったんでぇ!?」

「ガアアアアアッ！」

　その異常さに下っ端達は恐おそれおののいて男から逃にげようと距きよ離りを取った。

　だが短く悲鳴を上げて遠退く者の内の一人が、足をもつれさせて転てん倒とうしてしまった。それを、男は見み逃のがさなかった。

「ひいいいっ、兄貴勘かん弁べんしてくだせぇぇぇ！」

「ヒハハ、死ねえぇぇ！」

　狂きよう喜きの声を上げて倒たおれた下っ端へ足を向けた男の殺意が、辺りに充じゆう満まんした。

　だが、男の出足が一瞬だけ躊ちゆう躇ちよした。

　──ドスッ！

「きゃぁあっ！」

「うわぁぁ、殺しだー！」

　野次馬の悲鳴が上がり、一気に周りが騒そう然ぜんとするが……運よく刀が振り下ろされたのは、転倒したチンピラの真横だ。

　仰あお向むけになって今にも気絶してしまいそうだった男は、攻撃がはずれたと気付いて反対側に転がって距離を取ろうと足あ搔がいた。薄うす汚よごれていた小こ袖そでが砂すな埃ぼこりで更さらに汚れた。

「はぁっ、はぁっ、はぁっ」

　肩かたで大きく息をしている男を、下したっ端ぱ達が遠くから心配そうに見つめている。

　震えながらも男を気き遣づかうような言葉を小声で口にするも、混乱した周りの住民達の騒さわぎ声で搔かき消けされてしまった。近くの店から売り物や食器などが通りに散乱していた。

　頭かしらの男は逃げた仲間を追うことはせず、次は俺に向かって素す早ばやく間を詰めてきた。

　地面に刺ささったままの刀は放置して、その辺りに転がっている丼どんぶり茶ぢや碗わんに手を伸のばす。

　次の瞬しゆん間かん、その茶碗が俺へと投げられた。

（左に一歩）

　──ガシャーン！

「（痛～……って、傷？　キョウ様の符があるのに何で怪け我がをするんだ？）」

　確かに俺はキョウ様の指示通り左に動いて茶碗を避けたはずだ。それなのに、俺の頰ほおに鋭い痛みが走った。熱を帯びている頰に手を当てれば、頰が切れていることに気付いた。

　どうやら砕くだけ散ちった茶碗の破片で負った傷のようだ。間接的な攻撃は符では防げないのか、と指先に付いた血を眺ながめながら思った。が、すぐに事の重大さに気付いて眉まゆを顰ひそめる。

「（それって結構深刻な問題じゃないか!?）」

　これは反はん撃げきの符の大きな欠点だ。この段階でそれが判明した理由は、所有者が俺かキョウ様かの違ちがいによるものだと思う。

　恐らく、キョウ様本人なら難なく回かい避ひできる些さ細さいなことには反応しないのだ。

　例えば人混みで誰だれかと肩がぶつかりそうになった時、脳内に避よけるよう促うながす指示は出ない。

　それはキョウ様基準であれば「回避できて当然」のことだからだ。今回も少し顔の位置をずらすだけで、傷を負うことなどなかった。キョウ様なら避けるのに最適な一歩を踏ふみ出した。

　つまりそれは俺に限らず、符を持つ者全てに該がい当とうする欠点で落とし穴なのだ。

「（ってことは、花姫様が怪我をする可能性も高いってことじゃん！）」

　その危険性に気付いた俺は慌あわてて花姫様の傍そばへ駆かけ寄よった。

　特に外傷は見当たらないが、人混みに揉もまれて被かぶり笠がさがどこかへ飛んでしまっている。

　男のあまりの豹変ぶりに驚き固まってしまっている花姫様は、半泣きでユキちゃんを抱だきしめていた。俺がその瞳ひとみに映ると、今にも溢あふれてしまいそうだった涙なみだが筋を一つ作った。

　余程一人で心細かったのだろう。漏れそうになる声を我が慢まんして震える花姫様の肩に優しく触ふれながら、俺はまばらに残る住民達へ目を走らせた。竹細工屋の夫ふう婦ふがまだ近くにいるなら、彼らに花姫様だけでも匿かくまって欲しいと交こう渉しようしようと思ったからだ。

　可能であれば俺も一いつ緒しよにこの場を離はなれたいが、男の殺意が俺に向いている以上花姫様と行動は共にできない。それに、俺が消えれば男の攻こう撃げき対象が住民へ移るかもしれないのだ。

　とにかく少しでも花姫様を男から離さなくては、と止まっていた足を動かそうとした。

　その刹せつ那な。視界の端はしに茶屋の長なが椅い子すを軽々と持ち上げて振ふりかぶっている男が映り込んだ。

　キョウ様の感覚が後方に大きく跳とべと指示してくるが、それには絶対に従えない。一人であれば男の攻撃を避けられると思うが、俺のすぐ傍には花姫様がいる。

　一人だけ逃げるという選せん択たく肢しなど最初から存在しない。身体の向きを変え花姫様を抱かかえて飛び退く。なんて行動が取れれば格好良いのだが、俺にはそんな芸当も不可能だ。

　男の動きをスロー再生のように感じながら、次にくる衝しよう撃げきに耐たえるために花姫様を強引に抱だき込んで歯を食いしばった。その一瞬、長椅子を振りかぶっていた男と視線が交差した。

　次の瞬間。懐ふところが一気に熱を持ったと思ったら、雷らい鳴めいと爆ばく音おんが辺りに響ひびき渡わたった。

　俺の懐に隠かくされていた反撃の符が発動したようだ。

　男と共に長椅子が大破して吹ふっ飛んでいく。予想通り折れた木材の破片が俺と花姫様へ降ってくるが、花姫様の細い身体を更に強く抱きしめた。

　うおお、不ふ謹きん慎しんだけど花姫様の身体が柔やわらかくて良い匂においがするのでドキドキが止まらん！

　花姫様も怖こわいのか、ぎゅうっと抱きついてきてくれるから色々ヤバイ！　主に理性が！

「恭様！」

「ひ……お嬢じよう様さま！」

　そんな俺への拷ごう問もんを終わらせるためか、聞き覚えのある声が重なった。陽太と千代さんだ。

　陽太は俺の名を呼びながらも、その辺の茶屋から拝借した丸い盆ぼんをフリスビーのように飛ばして男の注意を引いていた。見事なコントロールを披ひ露ろうする陽太に、俺は声を上げた。

「陽太、致ち命めい傷しようは負わすな！」

「っ、承知しました！」

　男は明らかな殺意を向けて俺達に挑いどんでくるが、だからといって俺達が男を仕留める理由にはならない。それに、どうしても引っ掛かかることがある。

　長椅子を振りかぶった男と視線が交差したあの一瞬、男の口が言葉を紡つむごうとしたのだ。

　俺の見み間ま違ちがいでなければ、確かに男はこう言った。「たすけてくれ」と。

　あの男と親しいわけではないが、弟分のチンピラ達に慕したわれているのはよく分かる。仲間を手に掛けようとするなんて、どう考えてもおかしい。

　原因は未だに不明だが、一気に片を付けるためにあの人の力を借りるしかないと思った。

　そう決めた俺は、何度か深呼吸を繰くり返かえして頼たよりになる彼の名を心の中で呼んだ。

「（キョウ様！　大ピンチなんで助けて下さいぃぃ！）」

　脳のう裏りに思おもい描えがいたのは、土地神の森でキョウ様が俺と意識を入れ替かえて代わりに戦ってくれた時のシーンだ。

　雨のように降り注ぐ武器を鮮あざやかに避け、渾こん身しんの一いち撃げきで敵の忍にん者じやを翻ほん弄ろうするキョウ様。

　その時の活かつ躍やくを今一度この場で！　と意気込んだ俺は、もう一度キョウ様の名を叫さけんだ。

「（……あれ？）」

　だが何度名を呼んでも、あの時のようにキョウ様が出てきてくれる気配はなかった。

　起き上がった男を陽太が牽けん制せいし、千代さんが花姫様を連れて離れた場所まで移動しているので危機的状じよう況きようから遠退いたと判断されているのだろうか、と俺は頭の上に疑ぎ問もん符ふを浮うかべた。

「あの男、正気を失っているように見えますが少しだけ自我が残っているようです」

「ああ。このまま見捨てるわけにもいかない。これ以上暴れないよう意識を奪うばうぞ」

　陽太の報告に頷うなずきつつ、次の手である「気絶」させる作戦を陽太に伝える。

　男の虚うつろな視線の先は、やはり俺だ。陽太が間に入って注意を逸そらそうとしても、男の手が伸びるのは俺だった。

　付つけ狙ねらわれる理由に心当たりなどないが、頭上から伸びてくる攻撃に威い力りよくはなかった。

　右に飛んでそれをかわし、男の胴どうを鞘さやがついたままの刀で力いっぱい薙なぎ払はらう。男は大量の土つち埃ぼこりを辺りに起こしながら通りを滑すべった。これで気を失ってくれたら良いのだけど。

「グガッ……ひ、ヒヒヒっ！」

　だが、急所の場所さえも理解できていない俺では望んだ通りには運べないらしい。

　やはり殴なぐるだけでは意識を奪うまでは不可能だったようだ。男は腹部を押さえたまま前に突つっ伏ぷして、苦しげな呻うめき声と楽しげで不気味な声の二つを上げている。

「首筋への手刀では倒れませんでしたし、少し強めに頭を殴って昏こん倒とうさせます」

「そうするしかないか。加減はできるか？」

　自分が男に強きよう烈れつな一撃を与あたえると言ってきた陽太に確かく認にんを取れば、静かに頷いた。

　しかしそこに、俺と陽太以外の影かげが男に近づこうと動いた。起き上がれていない男に、ツカツカと足を進めているのは、花姫様の傍を離れた千代さんだ。

　手には鋭するどく光る苦無が握にぎられており、その眼はギラギラと殺意に溢れている。この尋じん常じようじゃない千代さんの空気を察して、俺は慌ててその前に立ちはだかった。

「花姫様の傍へ戻もどって下さい。この男は私達が落ち着かせます」

「ここまで壊こわれてしまえば戻りようがありません。今の内にとどめを刺すべきです」

「この男の意思は残っています。一度気絶させて他ほかの人に協力を要よう請せいしましょう」

「また生ぬるいことを。生き長らえることの方がこの者にとって酷こくに決まっております」

　ギロリと下から睨にらんでくる千代さんから、本当に男の命を散らせる気なのだと伝わる。

　嚙かみつくような勢いで反論を口にする千代さんの主張は正論なのかもしれない。けれど俺は、首を縦に振りたくなかった。男が紡いだ「たすけて」を敵えてやりたかったからだ。

　が、そんな言い争いをする俺達の視界に「それ」が映り込んだのは同時だった。

「「──え」」

　ぶわっ、と生暖かい風が一いつ瞬しゆん真横を通過したと思ったら、一瞬後には全身に強烈な痛みが走っていた。

　ガシャーン!!　と陶とう器きが割れる音や、人の悲鳴が聞こえた。

「恭様ーっ！」

「ち、千代!?　やだ、千代……！」

　通りに並んでいた小物屋の店頭に吹っ飛ばされたのだと気付いたのは、俺の脇わきの地面に簪かんざしや櫛くしといった女性用の小物が散らばっていたからだ。

　耳には陽太と花姫様以外にも、野次馬をしていた町民達の悲鳴や逃にげ惑まどう声が入る。

　先さき程ほどとは比べものにならないほど大きな悲鳴に耳が痛むが、それは仕方がないと納なつ得とくした。

　そりゃあそうだ。「それ」を見れば、誰だれでも逃げ出すに違ちがいない。

　そう、俺が吹っ飛ばされる直前に見たのは──腕うでだ。不気味な赤に染まった、巨きよ大だいな腕。

「ごほっ、ごほっ……。ははは、何だよアレ。冗じよう談だんだよな？」

　あまりの人外さに、乾かわいた笑いしか出てこない。

　土地神の森で鬼化……額に赤や青や黒といった二本の角が生えた姿なら目にしたことがあるが、こんな化け物じみた肉体の巨大化は初めてだ。

　男の腕は人の大きさを遥はるかに超こえて巨大でグロテスクなものへ変化していた。不気味な赤い腕は血管が浮き上がり、ピクピクと痙けい攣れんを繰り返している。正に、鬼の腕だ。

「だ、だずげで、誰か……！　ヒヒッ、キヒヒッ、コロスコロスコロス!!」

　その変へん貌ぼうを遂とげても、男の意識はまだ残っているらしい。

　千代さんの言うように男が正気に戻らない可能性を疑っていたが、男も抗あらがおうと戦っている。

　何とかして救おうと、打ち付けた背や肩かたの痛みを我慢して立ち上がった。

　次に懐から取り出したのは、一枚の符だった。

　この符は土地神の森でキョウ様が敵の忍者と戦った時に使ったものだが、実は効力がよく分かっていない。恐おそらく一時的なパワーアップなどの補助系だと思うが、それ以上の使い方は分からない。それでも、一か八か試してみるしかないと思った。

　よろよろと歩みを進める俺の傍そばに陽太が駆かけ寄より、俺の身体からだを支えた。

　息をするたびに胸が痛むが肋ろつ骨こつは無事だ。まだ多少の無理はできる。

「いいか、狙うのは腕だ。骨を砕くだくか、筋を断つか……とにかく使い物にならなくしよう」

「腕自体は残すのですね」

「当たり前だ。助かる方法がそれしかないならやるが、他の選せん択たく肢しは残っている」

　あの禍まが々まがしい腕を切り捨てて侵しん食しよくを防ぐのは、最終手段だ。刀を扱あつかう知識を持った男にとって、命と同じくらい腕も大切だと思った。

「──いくぞ」

「はい！」

　そうして、符を破いて巨大な腕へ陽太と共に突とつ撃げきしようとした瞬しゆん間かん。

「ギッ、グ……ギャアアアアア!?」

「「!?」」

　男に向かって何十枚もの符が意思を持つかのように貼はり付いて、腕を覆おおってしまった。

　バチバチと雷かみなりのような音が腕からするが、腕と男の暴走は一いつ旦たん収まったようだ。

　そのまま男は両りよう膝ひざを地につけた。左手は変色して巨大化した右手を抑おさえようとしている。

「な、一体何が……」

　誰かが助けに入ってくれたのだとは思うけれど、事態が把は握あくしきれず茫ぼう然ぜんとしてしまう。

「一人の民にその符を使おうとするとは、少し無む謀ぼうではありませぬかな？」

　そんな俺達の前に現れたのは、符の束を扇おうぎ状じように広げて自分を扇あおいでいる一人の老人だった。

「裡念殿どの？」

　現れたのは、花姫様が身を隠かくしていた竹林で知り合った裡念さんだった。

　裡念さんは場ば違ちがいなほど愉ゆ快かいそうな微笑ほほえみを零こぼすと、符の束を宙に放ほうって鬼道術を発動させるべく胸の前で素す早ばやく印を組み始めた。

　舞まい散るだけだと思われた符は金色の光を纏まといながら宙に留とどまり、印を組み替える裡念さんに合わせて点てん滅めつを繰り返した。

「う、あ、ぐあああああ！」

「腕の符も光ってる……？」

　点滅と同じように、男の腕を覆った符も光り出し男が苦しみの声を上げる。

　俺達が苦戦を強いられた巨大な腕を、簡単に抑え込んでしまう裡念さんの鬼道術の凄すごさにただただ驚おどろくばかりだ。

「ほれ、動きを封ふうじておる間にちゃっちゃと術を解こうではないか」

「術？　あの腕の突とつ然ぜん変へん異いは何かの術によるものなのですか？」

「そうじゃとも。解術は老いぼれに任せなされ。ちぃとばかし手伝いは必要じゃがのぉ」

「もちろんです！　あの男を助けてあげて下さい」

「お役に立てるようでしたら、オレにも手伝わせて下さい」

「二人とも良い心構えじゃな。では藤見殿はその符を手にして頂こう。篠崎殿は……うーむ」

　裡念さんは俺の手伝いを了りよう承しようした後、陽太を見て少し難しそうな顔で唸うなった。

　陽太にも同じ符を持ってもらっているのだが、本人が高度すぎて使用できないと口にしていた記き憶おくがある。裡念さんはそれに感付いて、渋しぶるような声を出しているようだ。

　陽太も自分では満足な手伝いが出来ないと察し、悔くやしそうに唇くちびるを嚙んで俯うつむいた。──その時。

「にゃーん」

　場違いなほど可愛らしい鳴き声が俺達の耳へ届いた。

　聞き慣れたその鳴き声を追って視線を向けると、出所は意外にも俺ではなく陽太の肩かた口ぐちだ。

　声の主は、俺の影かげ獣もののユキちゃん。花姫様に預けていたはずなのだが、いつの間にか陽太の肩に張り付いて裡念さんへ向かって何度も鳴いている。

「ほほっ、これは何ともまぁ！　お主が篠崎殿を補うのか？」

「にゃーん」

　任せろ！　とでも言いたげな表情で返事をしているユキちゃんを見て、裡念さんがますます笑えみを深めた。逆に、戸と惑まどいを大きくするのは陽太だ。

「恭様、な、何な故ぜユキがオレの手伝いを」
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「仲良くしろって言っただろう。だから陽太を手伝うために出てきたんじゃないか？」

「っ……ユキ」

　今朝方、睨み合う陽太とユキちゃんに俺は「二人とも大切な存在だから仲良くしてほしい」と口にした。今回はユキちゃんが陽太へ歩み寄ってくれたようだ。

　感動したようにユキちゃんの名前を呼んだ陽太に、ユキちゃんも短く鳴いて返事をする。

　影獣が鬼道術の手伝いをする原理は分からないけれど、影獣との契けい約やくも不思議な力が働いて結ばれているのだから、その繫つながりで加勢できるのだと思っておこう。

「あの者を中心として三方向に散りなされ。術はわしが使うから符を構えるだけでよい」

　裡念さんの指示に従い、俺達は腕が変形した男を中心にして三角の形で囲んだ。

　陽太が緊きん張ちようした面おも持もちで取り出した符を構えたので俺も片手で符を持ち、もう一方を添そえた。

「では始めるぞぃ。気を失うでないぞ！」

　高らかに術の開始を宣言した裡念さんの言葉に、ぐっと符を握にぎる手に力を込める。

　男を囲んでいる俺達三人を遠くから見守っているのは、一度通りから離はなれた住民達だ。

　見守る住民達の最前列には、チンピラの下したっ端ぱが三人。その少し後ろには竹細工屋の夫ふう婦ふも見えた。花姫様と千代さんも、心配そうな表情で俺達を見ている。

「……くっ」

　術の変化は、突とつ如じよとして訪おとずれた。

　まず浮うかんでいた多数の符が一いつ斉せいに俺達の周りをぐるぐると回転し始め、次に点滅を繰くり返かえし始めた。そして男の腕うでに張り付いていた符が光り出し、徐じよ々じよにそれを強めていく。

　符の回転が一気に加速したと思ったら、俺の手にしていた符が熱を帯びて燃え始めた。

「（うわっ！）」

　驚きのあまり符から手を離しそうになったが、見た目ほど熱さを感じないので何とか手に力を入れ直した。

　するとその直後、パリーンというガラスが割れるような音が辺りに響ひびき渡わたった。

　発生源と思われる男に目を向ければ、発光していた符が巨大化した男の腕から符にしてはあり得ないガラガラという効果音を伴ともなって剝はがれ始めた。

　同時に、俺が手にしていた符も完全に燃もえ尽つきて消し炭さえも残さず消え失せた。

　辺りを舞まっていた大量の符も効力を無くして白紙へ戻もどり、ハラハラと地面へ落ちていく。

「ふぅ、術は成功じゃ」

　額に浮かんだ汗あせを拭ぬぐう仕草をした裡念さんの言葉が、終しゆう止し符ふを打った。

　最後に通りに残ったのは、大量の真っ白な紙と上じよう半はん身しん裸はだかのリーダー格の男。その腕は、赤でも黒でもない日に焼けた健康的な色といつも通りの大きさをしていた。

「「「兄貴ィィィー!!」」」

　わっと沸わき上がる住民達の歓かん声せいと、男へ顔から出るものを全て垂れ流しながら駆け寄るチンピラの下っ端達。

　彼らの「生きてて良かった」という涙なみだ声ごえの喜びを聞きながら、俺はいつの間にか隣となりに並んだ陽太と肩かたを組み合って、彼らと同じ気持ちを味わった──。







　しかし、そこから離れた薄うす暗ぐらい森の中で。

「くくっ、やはり雑ざ魚この命二つでは腕が限界か。次は何を仕し掛かけてやろうか……」

　印を組むのを止やめた、黒い忍しのび装しよう束ぞくの男が楽しげに嗤わらったことを俺は知らなかった──。
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　まだ城じよう壁へきや屋や根ね瓦がわらには淡あわい西にし陽びが残っていたが、夕ゆう闇やみが忍しのんできていた。

　城下町にある飲み屋の各おの々おのの店先にある赤い提ちよう灯ちんに火が灯ともり、営業を開始していた。

　そんな風に町が夜を迎むかえているのと同刻、東条の城では裡念が城下町での一件を長おさである克彦へ説明をしているところだった。

　室内の上座に克彦、その正面に裡念。克彦の傍かたわらにひっそりと吾妻が控ひかえるという配置だ。

　搔かい摘つまんだ報告はもっと早くに受けていたが、こうして改まって集まるまでに時間を要してしまった。城下町の鎮ちん静せい化に時間が掛かかってしまったからだ。

「──という訳で、男に施ほどこされていた術は返し終わりましたぞ。やれやれ、随ずい分ぶんと手の込んだ嫌いやがらせをしてきたものですな」

「民を利用……か。東条への直接的な攻こう撃げきでない理由は分かるか」

「さてどうでしょうな。友好的でないことは確かでございましょうが」

「西の仕し業わざだと思うか」

「下手にそうだとは言えませぬが、少なくとも南鬼ではありますまい」

「……そうか」

　南鬼は好戦的な性格の者が多いが、鬼道術が不得手なので高度な術が絡からむ今回の件に加担しているとは考えにくい。

　北鬼に至っては他の一族に不ふ干かん渉しようを貫つらぬいているので、わざわざ事を荒あら立だてるはずがない。

　やはり西鬼の線が濃のう厚こうかと小さく呟つぶやいた克彦だが、仮にも停戦協定が結ばれている現在。東鬼が表立って敵対心を露あらわにするわけにはいかず、克彦は考え込むような顔で黙もくした。

　表立った争いの無かった約三百年。平和呆ぼけしていると言っても過言でない東鬼が、近々過か酷こくな決断を迫せまられるようになるのは確かだ。

「出方を窺うかがうか、西を調査されるかの判断は克彦様にお任せ致いたします」

「ああ。……そういえば藤見はどうした」

　西鬼について軽い判断ができない克彦は、ふとこの場にいない恭のことを聞いた。

　昨日は己おのれが城へ留とどまることを拒こばんだが、今回の件を報告しに来ないのには疑問が残る。てっきり、裡念に同行するものだと思い込んでいたくらいだ。

「藤見殿どのは術返しの疲つかれもありますので、旅籠はたご屋やで休養中ですな」

「裡念殿が共に術を返されたのであれば負荷はそれほど大きくないのではありませんか？」

　克彦も思った疑問を、傍らに控えていた吾妻が口にした。

　その問いを受けた裡念は、少し呆あきれたような顔をして肩を竦すくめた。

「吾妻殿、あれは禁術じゃぞ？　藤見殿の協力があったから成功したようなものじゃ」

「藤見の？　聞く限りではそれほど大きな術だと感じなかったが」

「克彦様、あれは精神支配の禁術。術を掛けられた者を繰った力が術を返す者も支配しようと侵しん食しよくしてくるので、抗あらがうのが一苦労でのぉ」

　疲れただの怖こわかっただの、全くそう感じさせない口くち振ぶりでブツブツと愚ぐ痴ちを零こぼす裡念に、ならばと克彦は続けた。

「それを返されたのであれば、術を使った者も無事では済まないな」

「ええ。ですが術を掛けた者は既すでに代だい償しようを払はらっておりました。人命を二つほど」

「──馬ば鹿かな！」

　術返しの影えい響きようで禁術を使った者は絶命しているか、少なくとも無事では済まないと思っていた。だが、事は克彦の望む方向へ易やす々やすと転んでくれるわけではないらしい。

「代償に命が二つも使われるなら、藤見も危うくないか」

　さすがに代償として人命が支し払はらわれているほどの禁術なら、恭の身も危うくなるのでは。そう思った克彦は、珍めずらしく心配そうな顔で裡念にそう尋たずねた。

「なぁに、一日休養すれば問題ありますまい。従者の篠崎殿も、藤見殿の影かげ獣ものが力を貸しておりましたので安心じゃわい。何より藤見殿は禁術への耐たい性せいがあるようじゃった」

　だが、ケラケラと明るく笑う裡念の言葉を耳にして一気に顔を顰しかめた。裡念の話は決して聞き捨てならないものだったからだ。

「何な故ぜ藤見が耐性を持っている」

　禁術返しの耐性は非常に珍しい。耐性を持つには色々と条件があるようなのだが、その条件を越こえて且かつ健康を保っている者は、克彦の知る限りでは裡念のみだ。

　口元をギリッと引き結んで睨にらむ克彦に、裡念は先さき程ほどと同じようにまた肩を竦めた。

「それは本人に確かく認にんせねば何とも言えませぬな。禁術に手を出したことがあるか、禁術を使えるだけの才能を生まれながらにして持っているかのどちらかじゃが」

　前者であれば、禁術を使った理由によっては厳げん罰ばつを与あたえなくてはならない。だが後者ならば、一体天はどれほど藤見恭という男に恵めぐみを与えているのかと腹が立つ。

　名家の生まれで、家か督とくを引ひき継つぐ可能性のない四男。歳としも花姫と似合いで容姿も上々。武術や鬼道術にも長たけ伝承とされる刀を所有。慈じ悲ひ深いところが傷だが、決して判断を誤らない。

　城下町で術に支配された男を助けたことで民の記き憶おくと心に残った。民達には素す性じようは明かされていないが、その場で彼に守られていた花姫の気持ちも大きく揺ゆれ動うごいている。「藤見は駄だ目めだ」と釘くぎを刺さしておいても、だ。

　こうして挙げただけでも、もう既に誰だれよりも目を引き一目置かれているのに、禁術の耐性という天性の才も増えるとは。

　本当に、藤見の名さえ持っていなければ即そつ決けつで婿むこに選ぶほどの存在だと克彦は苦い顔をした。

「禁術の耐性があるなら、藤見の処しよ遇ぐうは変わってくる」







　東条の長である克彦に裡念が報告をし終えて暫しばらく経たった頃ころ、とある部屋に男が二人向かい合っていた。

　行あん燈どんに灯された火により、ゆらゆらと二人分の影かげが揺れる。

「──ご苦労じゃった」

　そう労ねぎらいの言葉を口にしたのは、婿候補の一人である松倉信孝だった。そして松倉の言葉を受けたのは、彼の従者だ。

　床ゆかに気絶するように転がっていたり、起きている姿を目にする方が少ない従者だが──その正体は松倉家に仕える忍しのびだった。

　いつこの世と別れてもおかしくない歳なのに、それを自尊心と気力で持ちこたえて限られた時間にのみ動く忍。それが松倉の従者だった。その腕は東条の忍頭である吾妻をも凌しのぐ。

　今し方受けた報告は、長の克彦と裡念の間で話されたものだった。

　もちろん、東条の忍頭である吾妻があの場にいたので話を盗ぬすみ聞ぎきされていることに全く気付かなかったということはない。恐おそらく、克彦も裡念も吾妻に知らされて知っていたはずだ。

　それでも松倉の従者が聞き耳を立てるのを許したのは、彼らに何か思うところがあったから。

「信孝様は、如何いかがするおつもりで？」

　年老いた従者のしゃがれた声は聞き取りにくいが、慣れた松倉には苦でなかった。

　従者の問いに、松倉は自分が何をしたいのかと思考を巡めぐらせた。

　その脳のう裏りに浮うかぶのは話の中心となっていた藤見恭と、名しか知らない裡念の存在だった。

　松倉は元より、この裡念という男に興味を抱いだいていた。

　松倉家歴代当主の中でも群を抜ぬいていた先代──松倉信孝の祖父──が敵かなわなかった、東鬼一族先代の長の側仕えを務めた男、裡念。

　引退しても尚なお、意見を求められるほど頼られる存在に松倉は嫉しつ妬とに似た感情を抱いている。

　それは、松倉が求めている理想だったからだ。

　仕えるべき一人の主あるじを定め、主あるじのために己の才を存分に活かす。東鬼だけに留まらず、他ほか一族の鬼にまで名を知られている、鬼道術使いの裡念。彼は術の腕うで前まえだけではなく、その頭に詰つめ込んだ莫ばく大だいな知識も褒ほめ称たたえられていた。

　松倉家は、知力だけであれば東条一を誇ほこる名家だ。松倉家の者は自らが一族の頂点に立つより、己の知力を最大限発揮できる場所を求める。

　その知を褒められ、認められることを何よりの至福と感じる者達だった。それが、裡念という一人の老人の陰かげに霞かすんでいるのである。

「裡念殿に気に入られるとは藤見殿が羨うらやましいのぉ」

　裡念に何とかして接せつ触しよくしたい。それが松倉の願いである。

　裡念と話をすれば、先代の松倉家当主に何が足りなかったのか、今の自分に何が足りないのか分かる気がしたからだ。

「これはそろそろ、麻ま呂ろも動き始めねばならぬでおじゃ」

　懐ふところからいつも愛用している扇せん子すを取り出し、慣れた手つきでそれの開閉を繰くり返かえす。この動作は、松倉が物を考える時に行う癖くせだった。

「まずは藤見殿と仲良くさせてもらおうかのぉ」

　パチンと音を立てて閉じた扇子を握にぎって、たった一日で裡念の気に入りに昇しよう格かくした恭の名を松倉は口にした。

　交流を深めるため、恭の関心を引くにはどうすればいいのか。

　再び扇おうぎの開閉をする松倉が思い出したのは、長おさに言い渡わたされた第二試験の課題について恭と話し合ったときの会話だった。

　東条のために婿候補が何をすべきか考えていた松倉と違ちがった見解を口にした恭の表情が、松倉の頭の中に蘇よみがえってくる。

　笑え顔がおで姫ひめの話をする恭の様子から、どんな感情を抱いているかなんて一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

「あれだけ姫に惚ほれ込んでおるのじゃから、応おう援えんする者がおっても良いじゃろう」

　もちろんそれは誤解である。

　恭は花姫の良さをアピールしていたに過ぎないのだが、満面の笑みで花姫の素晴らしさを伝えたり、可愛かわいさを思い出して頰ほおを染めていたことが松倉の誤解へ繫つながったようだ。

「決して結ばれぬ運命の二人……。これはまさに、今流は行やりのアレじゃな」

　ニヤニヤと緩ゆるむ口元を扇で隠かくし、松倉は東条へ持参した書物の内容を思い出した。

　知識を蓄たくわえることが趣しゆ味みの松倉は、手あたり次し第だいに書物を読み漁あさることが少なくない。

　そんな彼の最近の愛読書は、恋れん情じようが複雑に絡からみ合う「昼ひる銅ど鑼らの書」と、身分違いの恋こいに苦く悩のうする男女が主役の「下げ剋こく上じよ恋うれ歌んか」だった。その二つの内の一つ、「下剋上恋歌」が恭と花姫の立場と全く同じなのである。

「ほっほっほ、これはまた何という巡り合わせじゃ」

　愉ゆ快かいそうな松倉の笑いが漏もれるが、唯ゆい一いつそれに反応できるはずの従者の老人は久々の隠おん密みつ行動に疲つかれて既に畳たたみの上で寝ねこけていた。

　気付かない間に協力者を得た恭だが、もちろん本人はそんなことを知る由よしはない──。
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　城下町での事件から一夜明けた本日、俺は陽太と共に東条の城を訪ねていた。

　裡念さんの手伝いでチンピラのリーダー格の男に掛かけられた奇き妙みような術を解いたのだが、その後の疲ひ労ろう感かんは冗じよう談だんでは済まないレベルだった。

　昼前の騒そう動どうだったのに、俺と陽太は城へ戻もどるという花姫様達に別れを告げて旅籠はたご屋やへ戻った直後、泥どろのように眠ねむってしまったのだ。

　長への報告は裡念さんや花姫様が担になってくれるという好意に全力で甘あまえさせてもらった。その結果、二人仲良く目を覚ましたのは翌日──つまり今日の明け方であった。

　そんな俺達が朝あさ餉げをぺろりと完食した頃に城から使いの人がやってきて、城への訪問を余よ儀ぎなくされたのだ。そして現在に至るわけだ。

　本当は朝から封ふう移い師しについて色々と調べようと考えていたのだが、長からの呼び出しでは応じないわけにはいかない。

　封移師の情報も満足に集まっておらず、竹細工師の夫ふう婦ふに寝ね泊とまりしている旅籠屋の名前も連れん絡らくできていないので、長の話が終わった後は少しでも時間が作れれば良いのだけど。

　そう思いながら通されたのは、東条の城へ初めて来たときに案内された広い部屋だった。

　既すでに俺を呼び出した張本人である長が上座に座り、左側に裡念さん、右側に吾妻さんが腰を落ち着けていた。

「藤見恭、お呼びと聞き参じました」

　長の正面に座り、陽太と共に頭を下げた。朝早くから俺と顔を合わせるのが嫌いやなのか、単に朝が弱いだけなのかは不明だが、相変わらず長は俺に不ふ機き嫌げんそうな顔を向けていた。

「裡念から聞いたが、昨日は城下の混乱を解決したそうだな。ご苦労だった」

　まず口にされたのは、城下町での騒動を鎮しずめたことへの労いの言葉だ。

　ちょっと表情が賛辞を送るものではないけれど、長に褒められるなんて今後起こりそうにないので、ここは素す直なおに喜んでおくことにする。

「お褒めに与あずかり光栄です。しかし私達は裡念殿どのを少し手伝っただけです」

「ほっほ、謙けん遜そんなさいますな。この老いぼれ一人では術を成功できておらぬ」

　長とは対照的に上機嫌で俺と陽太を褒めてくれる裡念さんに、思わず笑みが零こぼれた。

　気力と体力を使い果たすほどの大事件だったけれど、結果的に男は無事に正気を取り戻すことができた。

　裡念さんがいなければ大勢の人が怪け我がをして、あの男も無事では済まなかったはずだ。こんなにも凄すごい人の役に立てたことが誇らしく思えてくる。それに東条に来てからは怒おこられるか嫌きらわれることが多かったので、この言葉は本当に嬉うれしかった。

「裡念、妙みように藤見を褒めるんだな。まさか、また何か企たくらんでいるのか？」

「企むとは酷ひどい言いぐさですなぁ。久々に有望な若者に会えて喜んでいるだけじゃよ」

「へぇ。なら本気で藤見を育てる気になったのか？」

　そんな俺の様子に面白くないという表情で口先を尖とがらせた長は、笑顔の絶えない裡念さんへ軽い嫌いやみを投げている。

「それは藤見殿の返答次第ですかの。術を共に使用して分かったのじゃが、藤見殿は禁術の耐たい性せいを持っておるようじゃ」

　裡念さんの言葉に、ドキッと胸が大きく脈打った。禁術の件は心当たりがあるからだ。

　この身体からだの本来の持ち主であるキョウ様は、禁術の失敗で一度命を失いかけて俺の魂たましいを身体に呼び込んだのだ。種類が幾いくつかあるにしても、一言で禁術と分類されるならキョウ様に耐性があると考えるのは正しい。

　昨日裡念さんの術を手伝ったことが証しよう拠こに結びつくなら、言いい逃のがれはできそうにない。

「藤見、禁術の耐性について異論は」

「ありません。お察しの通り、耐性を持っていると思います」

　探さぐるような長の視線を真正面から受け止め、俺は素直にそれを認めた。

　何となく、今から長が俺に言おうとしていることが予想できる。男の腕うでが元に戻ったからと言っても、根本的な問題が解決したわけではないのだ。

「今回の件で、敵が禁術にまで手を出して攻せめてくることが分かった」

　急に真ま面じ目めな顔で話を始めた長の言葉を聞き漏らさないよう心ここ掛ろがけた。

　直接目にしていないにせよ、禁術まで使って攻め入ってくる敵の本気さに一族の長が警けい戒かい心しんを強めるのは当然だと思う。

「禁術に抗あらがう術すべを持っている者は滅めつ多たにいない。だが偶ぐう然ぜんにも、お前が禁術に耐性があると判明した。非常に不本意で仕方ないが、婿むこ選びが落ち着くまで西にし鬼おにへの警けい戒かいにあたって欲しい」

　こうして頼たよりたくもない藤見の俺に長が依い頼らいをするのも、一族のためだ。

　俺自身は藤見家頭領の義正様から東条の役に立てと命を受けているので、断れない。長もそれは十分に承知しているだろう。

　もちろん、そんな命がなくても俺は長からの依頼を了りよう承しようする。

　禁術を使う敵と直接対決しろと言われたら裸足はだしで逃にげ出す自信があるが、裡念さんや陽太も一いつ緒しよなら安心だ。少なくとも陽太がいるので、トップバッターではない。

　それに加え封移師を探すという目的があるので、東条に長居できるから嬉しい限りだ。

「（極秘任務を任されるなんて格好良いしな！）」

　婿候補を選ぶための裏審しん査さ員いん（未み承しよう認にん）から、花姫様の恋を応援するキューピッド（自じ称しよう）へ役割を代えていたのだが、今度は極秘任務隊員だ。随ずい分ぶんと出世したように思える。

　これはもしかすると、婿候補達と同じように城での生活を許されるかもしれない。

　そんな期待を込めながら、俺は長おさへ質問を口にしてみた。

「城での滞たい在ざいを許可して下さるということでしょうか？」

「馬ば鹿かなことを言うな。藤見を取り込むような真ま似ねができるか」

　とまぁ、一刀両断だったわけですが。

　そうですよねー。藤見のこと大だい嫌きらいだもんねー。厩うまやすら貸してくれませんよねー。

「（つまり旅籠屋の経費も自分持ちってこと？）」

　帰き還かんが婿の決定後であれば、それなりに長い間東条の地に居座ることになる。

　そこで一番心配になってくるのが、宿しゆく泊はく代や食事代等の金銭的問題だ。

　東条からの命令なので経費計上して後で返ってくるなら良いが、自腹となればかなり厳しい。

　一応、藤見家頭領の義正様から旅費を渡わたされている。財布の管理をしてくれているのは陽太なので、安くて質の良い宿屋を選んでくれていると思うが、それでも限りがある。

　ちなみに余談なのだが、この世界での金銭感覚が不安な俺は、甘味屋で一回お茶を楽しむ程度の金額しか持ち歩いていない。カツアゲに遭あっても、相手がしょっぱい思いをするだけだ。

　この極秘任務に対して給きゆう与よを期待するのは間ま違ちがいだと思うので、本当に金銭面で困った時は城下町でアルバイトでもしようと決め、こっそりと溜ため息いきを吐ついた。

「藤見殿はわしの家に滞在してもらおうと思ってのぉ」

　そう言ったのは、裡念さんだった。

　思いがけない提案に、俺は目を瞬またたかせるだけで十分な返事ができなかった。

　確か裡念さんから竹林から東条の城下町へ戻る道中で町にも家があると聞いたが、そこに住まわせてくれるということなのだろうか。

「あの、ご迷めい惑わくではありませんか？」

「歳としを取ると一人暮らしが寂さびしいんじゃ。嫌でなければ二人も一緒に住んでくれんかのぉ？」

「オレは恭様の決定に従います。ですが裡念殿はどちらにお住まいなのですか？」

「場所は知っておるじゃろう？　藤見殿が封移師を探して家まで訪ねてきたと聞いておるが」

「……は？」

　思いもよらない言葉に、意味がよく理解できずポカンと口を開けてしまった。

　俺の聞き間違いじゃなければ、裡念さんが俺の探していた封移師だと自分で言ったんだけど？

「裡念は何年も前に引退した身だが、今日から相談役として改めて仕えてくれることになった。まぁ、裡念の弟子なら共に城の出入りを許してやる。封移師に術を学べるんだ。喜べよ」

　長の口からも、裡念さんと封移師が同一人物だと告げられている。

「自分から弟子を取るなんぞ何年振ぶりかのぉ」

　ほっほっほ、と昨日今日で聞き慣れてきた笑い声を耳にしながら、停止しかけている頭を何とか動かそうとする。

　その間に、陽太が興奮した様子で裡念さんに話し掛けていた。

「裡念殿が封移師でいらっしゃったなんて、驚きました！」

「隠しておったわけではないが、藤見殿には見抜かれておったようじゃ」

「っ……流石恭様ですね！」

　いや、流石も何も全然身に覚えがないんですけど。

　えっと、じゃあ実は最初から封移師と繫つながっていたってこと？

　チンピラ達に追われて偶然辿り着いた竹林の小屋は、花姫様だけでなく不在の封移師の行き先だった、と。つまりそこに住んでいた人──裡念さんこそが、封移師ということになる。

「（おいおい、何だよこの偶然は）」

　もはや偶然という一言では収まり切らない幸運に、俺は運命すら感じて誰にも見られないよう拳を強く握る。その時の気持ちは、幸運への期待より僅かに焦りや困惑の方が大きかった。







　東条の地でお姫様の婿候補を審査するつもりで足を運んできたのに、何な故ぜか禁術を使ってくる敵に対たい抗こうする極秘任務を長から与あたえられました。

　長には邪じや険けんにされ、婿候補達には放ほう浪ろう息むす子こと罵ののしられ、花姫様付きのくの一には嫌われる始末。

　救いは東鬼一の美女と名高い花姫様が本当に可愛かわいらしかったことと、凄すご腕うでの鬼道術使いだと憧あこがれた人と出会えたこと。

　そんな数日間を過ごした俺、藤見恭。どうやら今日から波は乱らん万ばん丈じような東条の地で封移師に弟子入りすることになったみたいです。

「（この偶然──運命に従って、現代へ帰る方法を探せってことなのかな？）」

　遠く離はなれた藤見の地にある鏡社にいるキョウ様に確認する術もなく、俺はただ現状を受け止めて生活してみるしかないと悟さとったのだった──。






　あとがき




　こんにちは、田た中なか莎さ月つきと申します。

「へっぽこ鬼日記２」をお手に取ってくださり、ありがとうございます！　無事に第二巻発売となりました。これも読者様を始め、応おう援えんしてくださった皆みな様さまのおかげです。

　今回は作品を作り上げるにあたって担当様や校正者様、印刷所の方々など多くの方に御ご迷めい惑わくと御心労をお掛かけしてしまいました。それでも諦あきらめずお待ちくださったり、ご指導くださったり……。本当に感謝してもし切れません。この場を借りてお礼とお詫わびを申し上げます。

　そして伊い藤とう明あき十と様、今回も素す晴ばらしく美しいイラストの数々をありがとうございました！

　表紙も相変わらず素敵で……。パソコンの壁かべ紙がみに設定してうっとり眺ながめる毎日です（笑）

　最後になりましたが、読者の皆様。ここまで読んでくださってありがとうございます。

　この本をお読みくださった皆様に少しでもお話をお楽しみ頂けましたら幸いです。

　ではまた、ご縁えんがありましたらお会いできることを心から願っております。





田中　莎月　　


















カバー・口絵・本文イラスト／伊藤明十

デザイン／長谷川有香（ムシカゴグラフィクス）
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田た中なか莎さ月つき
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